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序

当博物館の研究報告第5号を発行いたします。 当博物館は、 地学・植物・動物・

考古・歴史・民俗・教育資料 館(分館)の7部門をもっ総合博物館で、 山形県を中

心に広く自然・人文の両面にわたり、 博物館資料の収集・保存・展示・調査研究・

教育普及等の活動を行っております。

当館の研究報告書は昭和47年度に第1号を発行し、 以後第4号(昭和5 0年度)

まで継続しましたが、 これ以降は館内改装(展示替え)事業をはじめ各種事業およ

び予算等の関係で中断の止むなきに至り、 まことに牌肉の嘆を かこって参りました。

幸い本年度は職員の体制もととのい、 また、 館内改装事業等は今にして関係資料

を整理記録しておかなければ、 悔いを千載に残すおそれのあるとの考え から、 この

関係記録の整理収録 をはかり、 他の研究を併せ、 研究報告第5号を発行することと

しました。

本号所載の「草木塔の調査報告」は当館の初代館長結城嘉美先生が長年にわたっ

てすすめられてきた草木塔に関する基礎的調査の集成であります。 草木 (供養)塔

は、 本県置賜地方に集中してみられる供養塔ですが、 先人の敬度な自然観を物語る

まことに特色ある資料です。

繁忙な日常業務の中でこれらの調査研究をすすめられた 職員の労を多と するとと

もに、 本研究書が、 山形県の自然や人文の研究にいささかでも碑益するところがあ

れば幸いです。

昭和 59年2月

山形県立博物館長 大 友 義 助
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展示改装整備事業報告

I はじめに

本館 は 、 昭和 4 6 年 4 月 、 山形県総合学 術調査
会 が収集 し た資料 を 基礎に し て 設立 さ れ た。

山形の 自 然、と 地域の 生 活を 共通 し て 理解 で き る
よ う に と い う 目 的 で構想が立て ら れ た が 、 結果的
に は 、 地学 、 動物 、 植物 、 考 古 、 民俗、 一部歴史
の 部 門 別 の 展示 に な っ たo 開館以来 3 年目に し て 、
館内 外 か ら 、 本館の部門別展示は 、 自 然 環境、 生
活環境 に 対す る 県民 の 意識、 関心が変化し 、 時代
の 要求に マ ッチ し て い る か ど う か と い う 疑問が出
さ れ 、 展示計画委員 会 、 展示協力 員 会 が 組織さ れ 、
展示改装 の 構想が検討 さ れた 。 こ の事業は 足掛け
7 年 に わ た り お こ な わ れ 昭和 5 5 年 度で完了し た。

こ の展示改装 整備事業の 報告は 、 以前に 何 ら か
の 機会に 発表すべ き では あ っ た が 、 諸般の事情 よ
り そ の 機会 を 得な か っ た O

こ の 度、 報告す る 機会 を 得た が 、 詳細な 事項 ま
で ま と め る こ と は 、 当事者 の 転 出等 が あ り 不可能
で あ っ た。 記録、 今 後 の 参考資料に す る 意味に お
い て 、 そ の経過の 概要を報告す る も の で あ る。

H 展示替の基本方針

県民 が山形県 と い う 郷土を 正 し く 理解 で き る よ
う に 、 自然 の し く みや、 そ こ に 育 っ た 文化の流れ
が 全体的に わか る よ う に展示内 容を 検討す る。

(L) 県民 が山形県の豊か な 自 然 を 守 り 育 て る た
め に 、 知 ら な け れ ばな ら な い 自 然 の法則を 明 ら か
に す る。

(2) 県民 の 生活や心 を 豊 か に す る た め に 、 山形

業 務 予時
課

の歴史か ら 学ばな け れ ばな ら な い先人 の知恵や生
き 方 を 明 ら か にす る 。

1 展示替えの必要性

(1) 当博物館は 、 開館以来 5 年 目 ( 昭和 4 6 年
開館 ) を 迎え 、 そ の 間資料の収集 に 努め 、 現在約
4 万点 ( 未整理資料 6 万点 ) の資料 を 保存す る こ
と が で き 、 県民の た め 山形 県 の 自 然や歴史 、 民俗
に 関す る 資料 を 展示 し 、 そ の理解 を 深 め て き たo

(2) し か し 、 最近 に お け る 社会 の動向か ら 、 本
県 の 豊か な 自 然 を保 全 し 、 県 民 の 自 然保護 思想を
泊養す る と と も に 、 急激な社会変貌の な か で 、 失
わ れ つつ あ る 伝 統的 な 生 活態 度や心 を 育成 し て い
く こ と が、 今 日 に お け る 県民の重要な 課題 に な っ
て い る。

(3) 当博物館では 、 こ れ ま で、 動物 、 植物、 地
学 、 考 古 、 歴 史 、 民 俗 の 部門毎の展示に よ っ て 、
部門毎の啓発に 重点 を お い て き た が 、 こ れ ら の方
法 に よ っ て は 、 県民 の か か え て い る 重要な 課題や
要請 に 応 え る こ と が で き な く な っ て き て い る。

( 4 ) 県民 が 厳し い 自 然 とた た か い な が ら 、 長 い
歴史と 伝 統の な か で築 き あげて き た 生 活や 文 化を
さ ら に 発展 さ せ て い く た め の エ ネ ル ギ ーを 培 う た
め に 山形県 の 自 然 と 歴史 の 全体 構造 の な か で\重
要な 課題 に つ い て 系統的 に編成 替え をす る 必要が
あ る 。

2. 展示替えの目的

(1) 県民 が山形 と い う 郷土を 正 し く 理解で き る

※ 。奥山武夫(業務課長) 。金山耕三(学芸員) 。高橋静夫(学芸員) 高橋信弥(研究員) 野口一雄(学芸員)

尾形奥典(学芸員) 0印 文責任者
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と と も に 、 将来 い か に あ る べ き か を 考 え ら れ る よ
う に す る。

(2) そ のた め 、 県民が山形県 の 自 然の し く みや
そ こ に 育 っ た 文化 の流れが理 解で き る よ う に す る 。

(3) 山形県 と い う 郷土 を 、 日本 全体 と の つ な が
り の な か で、 そ の位置 づけ が理解で き る よ う にす
る 。

( 4 ) 県民 が 、 豊 か な 自 然 を守 り 育て る た め に 知
ら な け ればな ら な い 自 然の法則性や 、 郷土 の歴史
の な か で学ばな け れ ば な ら な い 先人 の知恵 と 生 き
方 を 明 ら か に す る 。

(5) こ の こ と に よ っ て 、 県民 の地域的 な連帯感
や地域社会 に 対 す る 所属感 が培われ る よ う にす る 。

皿 展示計画の策定

1 展示計画委員、 展示協力員の組織

こ れ ま で述べ た 基本的な 構想の も と に 、 展示計
画員 会 、 展示協力員会 を組織した。
(1) 展示計 画委員 の 構成

(ア)研究者 3 名
(イ)学 識経験者 5 名
(ウ ) 教 育 行政関係者 5 名

(2) 展示協力員
(ア)人文関係 7 名
(イ)自 然関係 6 名

2. 協議の経過

(1)第 1 回 昭和 5 0 年 4 月 3 0 日
。 博物館 の 役割 と 展示替の 必要性に つ い て O
。 常設展(旧 ) の解説案内。
。 展示 替の基本方 針と 展示 構想に つい て 。
。 展示 の具体的構想に つい て。
。 展示 計 画案の作成 ま での手続 き に つい て。

(2) 第 2 回 昭和 5 0 年 5 月 2 7 日
。 展示 テーマ の 全体 構成について。
。 テーマ 毎 の 構成内容に つい て。
。 具体的 な 展示方 法 に つ い て 。
。 展示資料 の所在に つ い て。

。 展示 計 画案作成 の手順に つ い て 0
(3)第 3 回 昭和 5 0 年 7 月 9 、 1 0 日

。 展示 の 全体計 画に つ い て (全体会)
。 展示 の具体的 計画に つ い て (分科会 )
。 全体 計 画の確認に つ い て (全体会 )

3 検討された展示構想

(1) 第 1 回委員会
(i ) テーマ 展示 を重視 し 、 分類展示 を 併用 す

る 。
(ii ) テーマ の設定は 、 自 然の し く み 、 法則性 、

自然 史 等 の 関連や 人 間と の か か わ り あ い を
重視 し て 設定す る。

(iii)展示の方法は 、 そ の 時代 の 庶民 の生 活や
心が浮き 彫 り に さ れ る よ う に 工夫す る と と
も に 、 自 然環 境 が 構造的に と ら え られ る よ
う に す る。

(2) 第 3 回委員会
( i ) テーマ 展示 を重視 し 、 分類展示 を併用す

る 。
(ii) 山形県 の 特色が 日本 史や世界史 と のつな

が り の な か で 、 そ の位置がわ か る よ う に 展
示す る。

(iii) 山形県の豊か な 自 然の し く みを 、 法則性や
な り た ち が わ か る よ う に 展示す る 。

。v )山形 県の歴史 の 全体的な流れ と 、 そ の時
代 の 庶民 の 生活や心 が わ か る よ う に 工夫す
る 。

(v)特に 、 米 づく り の 歴史 と 農民 の く ら しゃ
文 化 を 中心 に 厳し い 自 然 と の た た か い の 過
程や そ こ か ら 生 み だ さ れた 伝統的生 活様式
が 明 ら か に な る よ う に 工夫す る 。

(vi)分類展示 は 、 そ の 視点やね ら い を 明確 に
し て 、 系統的 に 展示 し 、 学 術研究 の た め の
資料は 、 必要 に 応 じ て 公開す る。

Ni� 展示方法 は 、 資料 の も つ価値が明 ら か に
な る よ う に生活や 環境 と の関連 を 重 視 して
展示す る o
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4. 検討された展示の具体的構想

(1) 第 1 回委員会
(il  自 然部門

(ア) 山形県の現地形 の な り た ち を地史的に
明 ら か に す る。

(イ)山形県の豊か な 自 然、を 構成 し て い る 環
境的 条件を 明 ら か に す る。

(ウ ) 生物 と 自 然 環境 と の か か わ り あ い を 明
ら か にす る 。

(エ) 生物の 適応を 気候εの関連で明 ら か に
す る 。

(ォ) 自然 環境 と 人間生活との か か わ り あ い
を 植生 の 変化か ら 明 ら か に す る 。

(カ) 環境 と 生物 の共存関係 を 食物連鎖か ら
明 ら かに す る 。

(iil 人 文部門
(ア ) 人 間 の住 み はじめ を 自然、と の 関連 の な

か で 明ら か に す る 。
(イ)山形県 の歴史 の変革期を 政治的 に 明 ら

か に す る。
(ウ )厳 し い 自 然 環境 の な か で生 き て き た 庶

民 の生 活を信仰と の関連の な か で明 ら か
に す る。

(ェ) 山形 県 の 文化的 、経済的発展 の基礎を
最上川 舟運 と の関連 の な か で 明 らかにする。

(オ)山形県 の 風土の な か で 生 き て き た 庶民
の く ら し を 、民俗資料 と の 関連で明 ら か
に す る o

(カ) 山形県の近代化を 峠 の 開発 と の関連で
明 らか にす る。

(2) 第 3 回委員会
(il 自 然部門

(ア ) 山形県 の現地形の な り た ち を 地史的 に
明 ら か にす る。

(イ)山形県の豊 か な 自 然 を 構成 し て い る 環
境的 条件を 明 ら か に す る 。

(ウ ) 自 然 環境 と 生物 の共存関係 を 食物連鎖
か ら 明 ら か に す る 。

(エ ) 自 然 環境 と 人間生 活と の か か わ り あ い
を植生 の変化か ら 明 ら か に す る 。

(iil 人文部門
(ア ) 人間の住み は じめ を 自 然 と の 関連 の な

か で 明 ら か に す る 。
(イ)山形県 の 歴 史 の変革期を 文 化史的に 明

ら か にす る 。
(ゥ) 厳 し い 自 然 環境 の な か で生 き て き た 農

民 の く ら しや文化を 明 ら か に す る o
(ェ) 山形県 の 文 化的 、経済的発展 の基礎を

最 上川 舟運 と の関連で明 ら か にす る 。
(オ)山形県 の 明 治以後の動 き を 世界の歴史

の な か で明 ら か に す る o

5. 検討された展示の構成内容

第 1 回、 2 回、 3 回の 委員会 で検討 さ れた が以
下 第 3 回委員 会 で検討 さ れた 事 項に つ い て 掲げる 。

1 -1 山 形 の な り た ち
山形県 の現地形 の な り た ち を 地 史 的 に 理解
さ せ る。

く展示 項目〉
① 山形の基盤
② 激しい海底火 山
③ 海成層 の た い積
④ 出羽奥羽 山 脈の 形成
⑤ 内 陸盆地 の 湖 沼時代
⑥ 現地形 の完成
1 - 2 象の い た こ ろ

ナ ウ マ ン 象がす ん でい た 新生代第四紀 の 自
然 環境 を理解 さ せ る 。

く展示 項目〉
① 第 四紀の植生
② 第四紀 の動物相
③ 第四紀の気候変 化
④ 大 陸と の関係
1 -3 豊か な 自 然林 と 動物 た ち

山形県 の 自 然、植生の地理的分布 を 理解 さ せ
る と と も に 、動物 と 植物 は 、互い に 助け あ
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っ て 生 き て い る こ と を 理解 さ せ る 。
く展示 項目〉
① 山形県 の 自 然 植生
② 自 然林 の 構成
③ 食物連 鎖
④ コ ナ ラ ・ プナ林の小動物た ち
1 - 4 高 山 の生物

山形県 の 諸高 山 に お け る 生物 の 垂直分布の
特色を 理解 さ せ る 。

く展示様 目 〉
① 蔵王連峰 の 生物 の 垂直分布
② 偽高 山 の 垂直分布
1 - 5 雪 と 生物

雪に 適応 し て 生 き る 生物群 の 生 態を 理解 さ
せ る 。

く展示 項目〉
① 冬 眠す る 動物
② ノ ウ サ ギ の体色変化
③ 雪に 保護 さ れ る 植物
1 - 6 暖流 と 生物

庄内地方に は 、暖流 の 影響で南方系の 生物
が生息し て い る こ と を 理解 さ せ る 。

く展示 項目〉
① 暖流 と 寒流 の海 辺
② 南方 系の生物た ち
③ 北限地 の 南 の 動物
1 - 7 昆虫の 世界

山形県 の昆虫の 生 態や分布 を理解 さ せ る 。
く展示 項目〉
① 昆虫の一生 と 食草
② コ ナ ラ ・ ブナ林 と ス ギ林 の 昆虫
③ 水辺の昆虫
④ 氷河 時代の 生 き 残 り の チ ョ ウ
⑤ 世界 と つな が り を も っ山形の チ ョ ウ
1 - 8 野鳥の世界

山形県 の野鳥 の 生 態や分布 を 理解 さ せ る 。
く展示 項目〉
① 県内 の分布

⑨ 生息地 別の 生 態
③ 渡 り
1 - 9 つ く ら れ る 自 然、

人 びと は どの よ う に 自 然、の し く み を 利用 し
て き た か理解 させ る 。

く展示 項目〉
① 人工林 と 自 然林 の分布
⑨ ス ギ の一生
③ 山仕事
④ サ ケ の のぼ る 川
1 -10 外 国か ら き た 植物

自 然帰 化植物 の 県内分布や生態及び野菜、
果物の源流 を 外 国 と の つ な が り に よ っ て 理
解 さ せ る 。

く展示 項目〉
① 自然帰化植物
(2) 野菜、果物 、稲の源流 を さ ぐる
2 -1 山形の あ け ぼ の

山形の先史時代 の 人びと がどの よ う な 生活
と 文化を築 い て き た か を 理解 さ せ る O

く展示 項目〉
① 人 の 住み は じめ
② 縄文 の 世界
③ 稲作 は じま る
④ 山形 の古墳
2-2 出羽国の な り た ち と 聞か れ た むらむ

り
古代社会 に お け る 人びと の く ら し を 嶋むら
や 荘園 の ひろが り に よ っ て 理解 さ せ る。

く展示 項目〉
① 出羽固と 城輪柵
② 嶋むらの 生活
① 荘園の ひろが り
2-3 山 岳信仰 と 人びと のね がい

中 世 の農村 の く ら し を 山 岳信仰や 豪族屋敷
図に よ っ て 理解 さ せ る 。

く展示 項目〉
① 出羽三山 と 農民 の信仰
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自 然 と の た た か い① 豪族の い る 村② 
米づ く り と 農具の発達
農家の く ら し
主婦の し ご と
年中行事

⑨ 
③
④
⑤
⑥
 

戦国時代 の山形③ 
諸藩の成 立と 藩政改革2 - 4 

藩政の変遷を通 し て 近世に お け る 庶民 の く
ら し を 理解 さ せ る 。

農民 の 文 化く展示 項 目 〉
分類展示3 - 1 諸藩 の成立と 城下町① 

く自 然部門〉藩校と 養蚕の 奨励② 
山 形 の 化石① 庄内の 砂防林① 

④ 山形 の地下資源
山形の岩石
山形の鉱物
キ ノ コ 、 山 葉、 海草、 薬 草 、 毒草
最 上川 の 魚貝類

② 
③
④
⑤
⑥
⑦
 

飢僅と ー授
に ぎわ う 最上川 舟運2 - 5 

最上川 の 舟運が山形 の経済の発展や 文 化の
交流 に 果 し て き た 役割 と 当時の農民や町人
の く ら し を 理解 さ せ る 。

庄 内浜の 魚貝類く展示 項 目 〉
代表的な 県 内の野鳥⑨ 

⑨ 
紅花の里① 

両生類 と ハ虫類大石 田 の河岸⑤ 
く人文部門〉商人 の 活躍。)

石器、 土器 の変遷① 山形県 の 誕生 と 近代化へ の あ ゆ み2 -6 
昔の 子供の遊び具
あ か り の歴史
山形のや き も の
山形 のい も の
山形 の こ け し
山形 の土人形

⑨ 
③
④
⑤
⑥
⑦
@ 

山 形 県の近代化の過程を 日 本 の歴史 と の関
連で理解 さ せ る 。

く展示 項 目 〉
藩か ら 県へ① 
二 島 県 令と 道路 の 開さ く② 
近代学校 の 成 立① 

④ ろ う そ く f乍 り鉄道 の 開通 と 近代産業
激動 の時代2 -7 

基本計画の策定W 明治初 期か ら 戦後 ま で激動 期のな かで生き
全館の構成t 抜いて き た 県民 の 生 活を理解 さ せ る。

展示 替のね ら い を 達 成す る た め に 、 全館 の 構く展示 項目〉
成 を つ ぎ の と お り にす る 。昭和 の不景気① 

相談 コ ーナー)

 

1t

 

(

 

戦時 下の く ら し② 
県民や見学者 の疑問や質問に 応 え る た め に戦後 の諸改革③ 

相談 コ ーナー を 設置 し 、 入館者 の 興 味や関心米づく り と 農民 の 文化2 - 8  
の拡大 を はか る。山 形の農民 が き びしい 自 然 と た た か い な が

学 習 ・ 休憩コ ーナー(2) ら 米づく り を し て き た 歴史的な 過程と 、 そ
見学者の休息を はか る と と も に 、 展示室で

学ん だ こ と を 整理や復 習、 さ ら に 自 発的な 学
こ か ら 生 れ た豊 か な 文 化を 理解 さ せ る 。

く展示 項目 〉
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習の発展の ため に 学 習テーフeル を 設け て そ の
利用 の 便を は か る。
(3) ギ ャラ リ ー

山形県の 自 然やそ の心 を 探 る ため に 、フォ
ト ギ ャラリ ーを 設け 、展示 効果 の拡大 を は か
る 。
( 4 ) 第一展示室

「豊 か な 自 然 と そ の め ぐみ」と い う テーマ
で展開す る 。
(5) 第二展示室

「山形の大地 に 刻 ま れ た歴 史 」と い う テー
マで展開す る 。
(6) 第三展示室

「激動 す る 山形 1 0 0 年」※と い う テーマ
で展開す る 。 な お 、第三展示室は 、特別展や
催し物展 の 会 場と して 利用す る ため 、可動 的
な 展示場と して 利 用 す る 。

※そ の後 、検討 を 重 ね 、第三展示室 の テー
マは 「近代山 形 く ら しの う つ り か わ り J に
変更さ れ た。

2. 展示システム

(1) テーマ展示
各展示区分は 、テーマに 基づい て 展開し、

テーマの も つ意 味を 理解 さ せ る よ う にす る 。
(2) 分類展示

自 然、分類お よ び人為分類 に よ っ て 、豊 富な
資 料を 提供 し、系統的 な理解 を深 め る よ う に
す る o
(3)研究 展示

と く に 選定 さ れ たテーマに つ い て 研究成果
を 具体的 に 解説し、研究者や教育 者 の知的 欲
求に 応え る よ う に す る 。
( 4 )  アテンシ ョ ンゲッタ ー

各 コー ナ ーの 中心的な 課題 を 象 徴す る 展示
物 に よ っ て 見学者 の 注目 を ひき 、興味や関心
を い だか せ る と と も に 、疑問を 投げかけ る よ
う にす る 。

(5) エ ピソードコ ラム
テーマ内 容に 関連 の あ る 興 味深い 挿話を 資

料、イラス ト 、図表な ど に よ っ て ス ポッ ト 的
に 紹介 し、知的関心や豊かな 情操を 培う よ う
に す る 。
(6) 映像

表現不可能な 内 容に つい て は 、映像に よ っ
て 展 開し、イマジネ ーシ ョ ンを か き たて る よ
う に す る 。

3. 展示の展開

(1) 対 象
(ア) 小学校4.5 年か ら 中学 1 年 ぐら い の 児童

生徒 が見て も わかる こ と を 原則 と す る が 、
内 容に よ っ て は 、専門的な 研究や学術的な
研究に も 役立つ よ う に す る O

(イ) 情報の 質を 区分し、対象 に よ っ て 必要な
情報が 選択で き る よ う に 展示 内容を 構成す
る 。

(ウ)学校 に お け る 教 育 過程の補助的な 役割を
担う の では な く 、社会 を 構成 して い る 一 員
と して の 子供 の 自主性や創造力を 培う こ と
を ね ら い と して 展開す る 。

'2) 展示 の 視点
(ア) 学問的に 体系づけ ら れ た知 識を 教 え る と

い う 展 開でな く 、現在 の 県 民生活を 考 え る
素 材と して の 自 然、や 歴史 を 取扱う と い う 基
本的な 視点で展 開す る 。

(イ) 県民が直接体験で き る 日 常 生活に 関連す
る 身近 な 問題か ら 展開す る 。 そ の 場合、県
民の要 求や関心は 何か と い う こ と を と ら え
て 、そ の 問題か ら 語 り かけ て い く よ う に す
る 。

(ウ ) それぞれ の テーマは 、県 民の ため に 何 を
触発 し、何を 感 じさ せ 、何を考 え さ せ よ う
と す る の か と い う こ と を 明確に して 展示内
容を 構成す る 。

(ェ) テーマの 構成は 、県民に 訴 え る 価値 の あ
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る もの を 精選 し 、 そ の相乗 効果が あ が る よ
う に 構成す る 。

(オ) 模型、 ジオラマ 、 パノ ラマ 、 図表等は 、
何 を わか ら せ よ う と す る か と い う ね ら い を
明 確 に し て 作 製す る 。

(カ) 展示 効果 を 高 め る ため の 視聴覚機器等 は 、
そ の機能と ね ら い を 明確 に して 使用す る 。

(3) 展示 の 構成 ( テーマ )
1 -0 豊か な 自然、と そ の め ぐみ

(ア)構成
1 -1 山 形の な り たち ( テーマ 暖示、 分

類展示 )
1 -2 森林 の 科学 ( テーマ 展示 )
1 -3 植物 の 世界 ( テーマ 展示 、 分類展

示 )
1 - 4 昆虫の 世界 ( テーマ 展示 、 分類 展

示 )
1 - 5 野鳥の 世界 ( テーマ 展示、 分類 展

示 、 研究 展示)
1 - 6 暖流 と 雪の 山形 ( テーマ 展示、 分

類 展示 、 研究 展示 )
1 -7 心のふ る さ と 山形

(イ) ね ら い
( i ) I山 形の な り たち 」では 、 "山 か ら ヒ

ト デが " こ れ は 何故 だ ろ う ?と 見学者 に
ひと つの 意外性を感知 さ せ 、 山形の な り
たち に 対す る 関心 と 科学す る 心 を 育て る
こ と に あ る 。

( ii ) I 森林 の 科学 」では 、 何気な い 自然、の
姿と そ の 中 に 厳 と して 貫か れて い る 法則
性を 強 調し 、 自然愛護 の精神 を 届養す るo

( iii) 生物 と 環境 の つな が り に つい て は 「植
物 の 世界 J I 昆虫の世界 J I野 鳥 の 世界」
の各 コ ーナーで 具体的な 例を掲 げ理解 さ
せ る 。

(i叫 「暖流 と 雪 の 山 形」では 、 「暖流 と 生
物J I雪 と 生物 」と の関係 を知 り 、 山形
県の豊か な 自然に つい て理解 さ せ る 。

2 -0 山形の大地 に 刻 ま れ た歴 史
(ア)構成

2 -1 山形の あ け ぼの ~狩猟 ・ 採集か ら
稲作 へ --- ( テーマ 展示、 研 究 展示)

2 -2 ひ ら か れ る 出羽国 ~進む開拓 と 出
羽 田の な り たち --- ( テーマ 展示 、
研 究 展示 )

2 -3 武士 の 動き と 農民 の願い ~中 世武
土と 農民信仰 --- ( テーマ 展示)

2 - 4 藩 政と 庶民 の く ら し~藩 の な り た
ち と 藩 政下の 人 びと --- ( テーマ 展示)

2-5 最上川 の に ぎわ い ~最 上川 の もた
ら し たもの --- ( テーマ 展示 )

2 - 6 米 づく り の く ら し と 心~き びし い
自然の中 で--- ( テーマ 展示)

(イ)、 ね ら い
( i ) I山形の あ け ぼの 」では 厳し い 自然と

たたか い な が ら 生 活の場 を 切 り 開 い て き
た原 始人 の く ら し を 、 狩猟 ・ 採集か ら 稲
作へ の 変遷を 中心 に 理解 し 、 人 間 の 生 き
る 知恵 を感 じさ せ る 。

( ii ) I ひら かれ る 出羽国 」では 、 古代山形
に お け る 稲作 の 発達 と 律令制度の もと に
く み こ ま れて ゆ く 山形 のす がたを通 し て 、
古 代 の 人 びと の生活を 理解 さ せ る 。

(iii) í武士 の 動き と 農民 の願 ぃ」では 、 村
む ら を 聞い て き た農民 の姿と 豊作 を 祈る
農民 の心 を 、 出羽三山信仰な ど に よ っ て
理解 し 、 敬け ん な 中 世農民 の心情 を 今 日
と の関 わ り 合 い で考 え さ せ る 。

(iv ) I藩 政と 庶民 の く ら し 」では 、 近世諸
藩の成立 と 庶民 の く ら し を通 して 、 県 内
各地域 の歴史的風土 の 形成 を考 え さ せ る 。

(V) I最上川 の に ぎわい 」では 、 か つて 山
形 の経済、 流通 の大動 脈と し て 、 人 びと
の生活を 支 え た最上川 の は たら き を 、 大
石田町 の パノ ラマ を通 して 理解 さ せ る 。

( v i) I米 づ く り の く ら し と 心」では 、 米作
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県山形の基盤が築 かれて き た 経過 と 農民
の労苦 を理解 し 、今 日 の農業 を理解 さ せ
る 。

3 -0 激動す る 山形 1 0 0 年
(ア)構成

3 -1 明治維新 と 山形県 の誕生
3 -2 く ら し の う つ り かわ り
3 -3 イ ラ ス トマ ップ山形 1 0 0 年

3 -3 山形のや き も の ( 分類展示 )
3 -4 山形 の郷土玩 具 ( 分類展示 )
3 -5 雪 と 山形 ( 分類展示 )

(オ) 2 -5 r 最上川 のに ぎわ い 」、 2 -6 r 
米 づ く り の く ら し と こころ 」に つい て は 、
歴史的 に 逆のぼ る と 、 2 -4 以 前の テーマ
と 重な り 、扱い が困難 な た め 、通史的扱い
か ら は ず して 展示す る 。

付)ね ら い V 実施設計

(i)近代 1 0 0 年 の 激動の 中で生 き て き た
県 民 の生 活を 国際的 視野の も と に 理解 し 、
明 日 の山形県 を 展望す る 。

~最終的な展示構成〈テーマ〉展示項目~

1 -0 豊 か な 自 然 と そ の め ぐみ
1 -1 山 形 の な り た ち
1 -1 -0 山 か ら でた ヒ ト デ ( ア テン シ ョ ン

4. 変更した展示構成〈テーマ〉 ゲッタ ー ) 、V TR、日 本列島 の
(ア) 2 -3 の 「武 士の 動き と 農民 の願い 」の お い た ち

テーマ に つい て は 、農民 の 願い を 表現す る
展示資 料の不足 、展示 効果 な ど い ろ い ろ 検
討 を加 え 、「武士の動 き 」の テーマ に 変更
し た。

(イ)山 岳信仰 、特 に 三山信仰に ついて も 扱 う
必要が あ る が 、展示ス ペース の 面か ら 大 き
く は 扱う こと は 不可能で あ る 。 概説的 な 扱
い と し 「三山信仰へ の道」の テーマ を 設定
す る 。

(ウ) 2 -6 r 米 づ く り の く ら し と 心」を 「米
づ く り の く ら し と こころ 」に変更す る 。

(斗 3 -0 r 激動す る 山 形 1 0 0 年 」に つい
て は 県政の変遷的 な 展示 を 通 し 、明 日 の 山
形を考え る コ ーナーで あ る が 、県政 を 芯に お
い た 点 に は 、い ろ い ろ な 問題が あ る の で 、
この コ ーナーは 、明 治以降の 風俗史的 な 扱
い の テーマ と し 、民俗の分類展示 に し 、可
動的 な 展示 場と して 利用 す る 。 以下の テー
マ に 決定す る 。
3 -0 近代山形 く ら し の う つ り か わ り

3 -1 街か ど の 風俗 ( テーマ 展示 )
3 -2 あ か り の う つ り か わ り (分類展示)

1 -1ー 1 古生代 の山形「海底 に 眠る 山 形 」
1 一1 -2 中 生代 の 山形 「海底か ら 陛へ 」
1 -1 -3 新生代新第三紀 の山形

「ふた た び海底へ 」
。 ソロ バン玉石 ( エ ピソード )

1 一1 -4 r 静か な 海底で 」
。 田川 の 魚化石 ( エ ピソード )

1 ー 1 -5 r 海か ら 湖沼へ 」
1 -1 -6 新生代第四紀の 山形「く り か え す

氷期 」
1 _. 1 一7 r 火 を ふ く 山や ま 」

。 ナウ マ ン象 の 化石 ( エピソ ード)
1 -1 - 8 r 最上川 と 郷土 の す が た J

。 美 し い 鉱物 ( エ ピソード )
1 一l - 9 進化 の 系統樹
1 -1 一10 化 石に み る 山 形 の 植物

1 -2 森林 の 科学
1 -2 -0 鳥 の 王者一 イ ヌワシ ( ア テンショ

ン ゲッタ ー )
1 -2 -1 コ ナラ ・ ブナ林の 動物た ち ( ジオ

ラ マ )
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1 - 2 - 2 自 然林 の し く み ( テーマ 展示 )
1 - 2 - 3  動物 と 植物 の つな が り ( テーマ 展

示 )

1 - 3 植物 の世界
1 -3 -1 植物 の分布 と ひろ が り ( テーマ 展

示 )
1 - 3 - 2  北 か ら の植物 、南 か ら の植物 ( テ

ーマ 展示 )
1 -3 -3 生 き 残 っ た 植物 ( テーマ 展示 )
1 -3 -4 外国 か ら き た 植物 ( テーマ 展示 )
1 -3 -5 植物 の な かま わ け ( テーマ 展示 )

1 - 4 昆虫の世界
1 - 4 - 1 山 形 の チ ョ ウ ( テーマ 展示)
1 - 4 -2 昆虫の す み か と く ら し ( テーマ 展

示 )
o昆虫の チ エ ・ ミ ツ バチ ( エ ピソ

1 - 4 - 3 昆虫の な かま わ け ( 分類展示 )

1 - 5 野鳥 の世界
1 - 5 -1 鳥の す み か と く ら し ( ミ ニジオラ

マ )
1 -5 -2 鳥の 渡 り ( テーマ 展示)
1 - 5 -3 鳥 の な かま わけ
1 - 5 -4 圧内海 岸の野鳥 ( 研究展示 )
1 - 5 - 5 飯豊連峰 の野鳥 ( 研究展示)

1 -6 暖流 と 雪の 山形
1 - 6 -0 庄内海 岸に く る 南 のカメ ( ア テン

ショ ン ゲッタ ー)
1 - 6 - 1 暖流 と 生物 ( テーマ 展示)
1 - 6 - 2 雪 と 生物 ( ジオラ マ )
1 - 6 - 3 生物 の 冬ご し ( テーマ 展示 )
1 -6 -4 トウ ホ ク ノ ウ サギ の体色 変化 ( 研

究展示 )
1 - 6 - 5 最上川 の 魚類 ( 分類展示 )

1 - 6 - 6  山形 の淡水貝 と 陸産貝 ( 分類展示)
1 - 6 一7 庄 内 浜の海岸生物 ( 分類展示 )
1 - 6 - 8  特殊な分布 を示す山形 の動物 ( テ

ーマ 展示 )
。 テンサラ バサラ ( エ ピソード)

1 一7 心 の ふ る さ と 山形

2 -0 山形の大地に 刻 ま れ た 歴 史
2 - 1 山形 の あ け ぼ の
2 - 1 - 1 人のすみ は じ め ( メ イ ン・イ メ ージ)
2 -1 - 2 縄文時代 の く ら し ( メ イ ン ・イ メ

ージ)
2 -1 -3 日 向洞 穴 の 人びと ( ジオラ マ )
2 - 1 - 4 山形 の縄文土器

。 縄文人 の ね が い ( エ ピソード)
2 - 1 - 5 縄文人 の四季
2 - 1 - 6 縄文人 の 交易
2 -1 -7 山 形 の遺跡分布
2 - 1 -8 弥生時代の く ら し ( メ イ ン ・ イ メ

ージ)
2 - 1 - 9 古 墳時代 の く ら し ( メ イ ン・ イ メ

ージ)
2 - 1 - 10 山形の古墳
2 - 1 -1 1  古墳の ひろ が り

2 -2 ひら かれ る 出羽田
2 - 2 - 1  嶋む ら の く ら し ( メ イ ン・イ メ ージ)
2 - 2 - 2  出羽国 の成立 と 条里 制 ( メ イ ン ・

イ メ ージ)
2 -2 -3 出羽の国 街

。 古代農民 の あ し あ と ( エピソード)
2 -2 - 4  出羽国 の 古社寺 ( メ イ ン・イ メ ージ)

2 - 3  武土の 動 き
2 - 3 - 1  武士の台頭 ( メ イ ン ・ イ メ ージ)
2 - 3 - 2  豪族の い る 村

。 平 和 を 願 う 人 びと ( エ ピソード)
2 - 4 藩政 と 庶民 の く ら し
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2 - 4 ー1 最上氏 の 統ー と 諸藩の 分立 ( メ イ VI 展示の実際

ン ・ イ メ ージ )
o駒姫 ( エ ピソード )

全面展示替工事では あ る が 、 既存 の展示 ケ ース
は 出来 る 限 り 生か し、 島 展示 を 設け て 、 有効な 展

2 - 4 - 2 域下 町の く ら し ( メ イ ン ・ イ メ ージ) 示 ス ペース を と り 、 テーマ に 沿 っ た動線 を 設定 し
2 - 4 - 3  藩政下 の村 ( メ イ ン ・ イ メ ージ ) た O
2 -4 - 4 飢箆 と ー授 第一展示室は 、 自 然部門の展示室で あ る が、 展
2 - 4 -5 生産 の 高 ま り 示 ケ ース 、 展示台等は 白 色 を ベース に し、 明 る く

。 ベに ばな 歳時記 ( ロ ータ リービ 広 さ を 感じら れ る よ う に 工 夫 した。
ジョ ン ) 第二展示 室は 、 人 文部門の展 示室で 、 展示 ケ ー

2 - 4 - 6  山形 の 人物

2 - 5 最上川 の に ぎわ い
2 -5 - 1 最上川 の 舟運 ( メ イ ン ・ イ メ ージ)
2 - 5 -2 最上川 舟運の 繁栄

。 芭蕉 ( エ ピソード )
o河岸 の 町 ・ 大石田 ( パノ ラ マ )

2 -6 三 山信仰へ の道
2 - 6 -1 信仰 の 山 ( メ イ ン ・ イ メ ージ )
2 -6 - 2  出羽三 山と 庶民信仰

。 古 鏡と 鏡池 ( エ ピソード )

2 - 7  米 づ く り の く ら しと こ こ ろ
2 - 7 -1 米 づ く り の 一年 ( メ イ ン ・ イ メ ージ)
2 一7 -2 農家の い ろ り ばた

。 農家の 居間 の復元
2 一7 - 3 農家の冬仕事

3 - 0 近代 山形 く ら しの う つ り か わ り
3 - 1 街か ど の 風俗
3 -1 - 1 文 明 開化と く ら し
3 -1 一2 大 正 の く ら し
3 - 1 - 3 昭和 の く ら し

3 - 2  あ か り の う つ り か わ り ( 分類展示 )
3 - 3 山形 のや き も の ( 分類展示 )
3 -4 山形の 郷土玩 具 ( 分類展示 )
3 - 5 雪 と 山形 ( 分類展示 )

ス 、 展 示台 は セ ピア 色に し、 床に カーペッ ト を は
り 、 お ち つい て 、 じっ く り 観覧 で き る よ う な 雰囲
気に す る よ う 工夫した。

第三展示 室は 、 特別展 な ど の 会 場と して 利用 す
る こ と が 可能な よ う に 、 移動可能な 展 示に す る た
め 、 演示具を 工 夫 した O

音 響に つ い て は 、 で き る だけ 交錯しな い よ う に
工 夫 した 。

予算措置 の 関係 で、 以 下の よ う な 年 次計画の も
と に 工事を 行 っ た。

昭和 5 0 年 度 ( 予算 3 ，5 5 0 ，0 0 0 円 )
o企画書 。 基本設 計
昭和 5 1 年 度 ( 予算 1 ，6 5 0 ，0 0 0 円 )
。 第一展示 室実施設計
昭和 5 2 年 度 ( 予算 4 2 ，0 0 0 ，0 0 0 円 )
。 第一展示室工事

山形の な り た ち 、 植物 の世界 、 昆虫の世界、
野鳥 の世界 、 森林 の 科学

。 相談 コーナー工事
昭和 5 3 年 度 ( 予算 4 0 ，5 9 0 ，0 0 0 円 )
。 第一展示室工事

森林 の 科学 ( ジオラマ ) 、 暖流 と 雪の 山形、
心のふ る さ と 山形

。 学 習 ・ 休憩コーナ ー工事
。 第二 ・ 第三展示 室実施設計
昭和 5 4 年度 ( 予算 6 0 .0 0 0 .0 0 0 円 )
。 第二展示 室工事

山形 の あ けぼ の 、 ひら か れ る 出 羽 園、 武士
の動 き 、 藩政 と 庶民の く ら し、 最上川 の に



山形県立博物館研究報告 第 5 号 1 9 8 4 年 3 月 1 3  
ぎ わ い 、三 山信仰へ の道 、米 づ く り の く ら
しと こ こ ろ 、近代 山形 く ら しの う つ り か わ
り

昭和 5 5 年 度 ( 予算 3 2 ，0 0 0， 0 0 0 円 )
。 第三展 示室工事

山 形 の あ け ぼ の ( ジオラ マ を 含む )
展示 替工事中 も 平常 開館 に して 、各年 度毎 に 完

成 した コ ーナ ーは 、順次公 開した。
施工業者 は 株式会 社乃村工芸 社であ る 。

1 展示の構成

第一展示室 は 、周 囲 に あ る 既設の 壁面 ケ ース を
でき る だけ 生かす こ と と し、展 示室 の中 央部 に 展
示パネルや独立展示ケ ース を セ ッ ト して 展 示ス ペ
ース の不足 を 補い 、展示 に 変 化を も たせ る よ う に
工 夫 した 。

第一 展示室 の 展示は 、テーマ 展示 を 主 体と し、
分類展 示、研究 展示も 併用 したO

テーマ 展 示は 、テーマ ご と に 解 説パネル 、バッ
ク パネ ル で 壁面 を 構成 し、展 示台に 標本資料や 模
型を 展 示す る の を 原則と し、分類展 示 ・ 研究展示
は解説パネル と 標本 資 料と で 構成す る の を 原則と
した。 以 上 の ほ か 、大 テーマ の導入部に ア テ ンシ
ョ ン ゲッタ ーを 配置 し、ま た 、ジオラ マ や エ ピソ
ード コ ラ ム を 設け た。

第二展 示室 は 、第一展示室の反省か ら 既設 の 壁
面ケ ース に必ず しも と ら わ れず、木組み を 取 り 入
れる な ど動線 を 明確 に し、ま た変化に 富む 展 示を
心掛け た。

第二展 示室 の 展示 は 全て テーマ 展 示と し、テー
マ ごと に 、解説パネル 、バック パネル で 壁面 を 構
成 し、前に 展示台 、展 示ケ ース を 据え て 実物資料
や レ プリカ資料 を 展示す る の を 原則と した。 以上
のほ か 、テーマ に よ り 、ア ン ド ン ボック ス を 不り用
して 絵 図 の 写真 を 展示 した り 、ジオラ マ や パノ ラ
マ 模型を 製作展示 し、ま た 、民家の一部 を 再現 し
さ ら に 、第一 展示室同 様エ ピソードコ ラ ム を 設 け
た 。

第三展 示室 は 、特別展 示室 の 半 分を 、移動可能
な 間仕切 り パネ ル で仕切 っ て常設展 示室 と した も
の で 、全室 を特別展示室 に 利用 で き る よ う に 、可
動展示 と した。

第三展示室 の 展示は 、テーマ 展示 と 分類展 示を
併用 し、壁面 の解説パネ ル を 展 示台 上 の実物資料
で 構成す る の を原則と した が 、壁面 に実物資料 を
展示 した コ ーナ ーも あ る 。

2. 解説パネルの構成

第一展示室の解説パネ ル は 、テーマ 展 示と 分類
展 示、研究展示 と で 、形 態、構成等に 差を つ け 、
テーマ展示の中 で も 、テーマ に よ り 多少 の 差が あ
る 。

「山形 の な り た ち 」の メ イ ン パネ ル は横 9 0 cm、
縦 1 3 0 cmで 、内 容は 、テーマ 名 、メ イ ン コ ピー、
古地 理図 、サ ブコ ピー、そ れに テーマ に よ り 分布
図 や解説 イ ラ ス ト 等 を 盛 り 込ん だ‘。 サ ブパネル は
テーマ に よ り 多 少差が あ る が 、 メ イ ン パネ ル よ り
小 さ い 、横 6 0"-'7 5cm、縦7 5"-'9 0cmの パネ
ル を 使 用 し、内 容は解説 コ ピーや イ ラ ス ト 等で構
成 したo

「植物 の 世界 」以 下の解 説パネ ル は 横 9 0 cm、
縦 1 3 5 cmで 、メ イ ン パネ ル は 、テーマ 名 、メ イ
ン コ ピー、サ ブコ ピー、I写 真 、イ ラ ス ト 、図等 で
内容を 構成 し、サ プパネ ル は サ ブ コ ピー、写真、
イ ラ ス ト 、図等 で 構成した。

分類展示お よ び研究展 示の パネル は 横 9 0 cm、
縦 2 4 0cm ( 壁面 ケ ース 内 は 2 2 0 cm ) を原則と
し、メ イ ン コ ピー、図 、写真等 で構成 した。

コ ピーは横 書 き と し、メ イ ン コ ピーは 、「山形
の な り た ち 」が 1 行 1 6 字 で 8 行 、 1 3 0 字以内 、
「植物 の 世界 」以下は 1 行 2 6 字 で 4 行 、 1 0 0 
字以内 と し、サ プ コ ピーは 、図や写真等他 の情報
と の関連 も あ り 一定 しな か っ た。 分類展 示、研究
展 示の メ イ ン コ ピーも 1 行 2 6 字で 4 行 、 1 0 0
字 以 内 と した。

第二展 示室 の解説パネ ル は 、原則と して 横 9 0 
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側、縦 2 6 7cm ( 壁面 ケ ース 内 は 2 3 3cm ) の パ
ネ ル を 使用 し、観覧者 の 目 線 の高 さ を 考慮して 、
床上 190cmか ら 6 5 cmま で ( パネル 上方 よ り 9 0 

cmか ら 2 1 5 cmま で ) の 中 に 情報 を 盛 り 込ん だ。
上方 9 0cmの 部 分に は 、メ イ ン パネ ル に は 、イ ラ
ス ト を シ ル ク ス ク リ ー ン 印刷 した 銅板 ( 8 0cmX
8 0 cm ) を は り つけ 、サ ブパネ ルは 空 白 の ま ま と
して テーマの 区分を 明 確 に した。

こ の イ ラス ト は項 目 イ メ ージイ ラ ス ト と 呼 び、
展示 テーマを 印 象づけ る 実物資 料を イ ラ ス ト 表現
した も ので 、土 器 、埴輪、仏像、絵巻物 、兜、絵
馬 等 、山形に 直 接関 係 あ る 、あ る い は 県内 に 所蔵
保管 さ れ て い る 資 料か ら 選択した。

解説パネル に 盛 り 込ん だ情報は 、時代区分の帯 、
テーマ名 、メ イ ン コ ピー、サ プ コ ピー、 図 、写真
等 で 、メ イ ン パネ ル と サ ブパネ ル と の 差は ほ と ん
どな い。

時代 区分の帯は 、旧 石器 、縄文、弥 生、古 墳、
奈良 、平安 、鎌倉、室 町、安土 ・ 桃山 、江 戸 、明
治 ・ 大正 ・ 昭和 の 1 1 区分と し、該 当 す る 時代 を
色 分け して 、一見 して そ の展示 の 属す る 時代 が 分
か る よ う に 工 夫 した も の で あ る 。 時代 区分を こ え
て テーマ設定 し、展開して い る 「最上川 の に ぎ わ
い 」、「三山信仰へ の道 」、「米づ く り の く ら し
と こ こ ろ 」の 3 コ ーナ ーに は 、時代 区分の帯は無
し、。

コ ピーは 横 書 き と し、メ イ ン コ ピーは 1 行 3 0 
字 で 6 行 、 1 8 0 字以 内 、サ プコ ピーは 図や写真
等、 他 の情報 と の関 連 で長 短が あ る が 、 2 0 0 字
前後 を 原則と した。

コ ピー以外 で解説 パネル に 時 り 込ん だ情報は 、
遺跡 分布 図 、地 図 、図解、グラ フ、系図 、 年 表 、
写真等 で 、テーマに よ り 適宜選択した 。

第三展示室 の解説 パネ ル は 横 9 0 cm、縦 1 5 0
cmの パネ ル を使用 した 。 「街角の 風俗 」は 明 治 、
大 正 、昭和の 3 期に 分け て そ れ ぞれ解説パネ ル を
お こ し、そ の 内 容は テ マ名 、メ イ ンコピー、 年
表 、写真で構成 した O こ の コ ーナ ーの み 、横 9 0 

cm、縦 9 0 cmの サ ブパネ ル をお こ し、各時代 の 県
庁お よ び街角の 風俗 の 写 真 を 盛 り こ ん だ。

「あ か り の う つ り か わ り 」以 下の解説パネルは
テーマ名 、 メ イ ン コ ピー、サ プ コ ピーお よ び、テ
ーマに よ り 図 表 、分布 図等 を 盛 り 込ん だ、。

メ イ ン コ ピーは い ずれ も 1 行 3 0 字で 6 行 、180
字以 内 、サ ブ コ ピーは 1 5 0 字 前後 と した O

3 パックパネルの作成

解 説 パネル と 共 に 壁面 を 構成す る バック パネ ル
は 、第一展示室、第二展示室共に 、テーマにふ さ
わ しい 資 料写真や情景写真、イ ラ ス ト を も っ て 表
現 した。 こ れ ら の う ち 、第一展示室 は 「山形 のな
り た ち 」の 7枚、第二展示室は 「山形 の あけ ぼ の」
の 2枚と 「ひら かれ る 出羽田」の 1枚、計1 0枚
は イ ラ ス ト パネル と し、他は 写真パネル と した 。

写 真 に よ る パ ック パネ ル は 、形状 、大 き さ 共 に
種 々 あ り 、 カラ ー、モノ ク ロ 共に使用 した。

バック パネル を は じめ解説パネル そ の他 に 使用
した 写真は 、一部館所蔵の ネガか ら 選び、大部 分
は 新 た に館職員 叉は施工業者委託の カメ ラ マ ンが
撮影した が 、第二展示室 の 「米 づ く り の く ら しと
こ こ ろ 」の コ ーナ ーは 、ほぼ全部が 借用 ネガに よ
っ た。 しか し、機械化以前の 米 づ く り の 姿を 写 し
て い る も のは 少 く 、中 で も パ ック パネ ル に拡大 し
う る ネガは 稀であ っ た。 解説パネル に 入れた写真
の 中 に は 、適した も の が見つか ら ず 、 新た に 演出
して 撮影した も の も あ る ( 水か け 、わ ら じづ く り
と 針仕事の 2 点 ) 。

尚、第一展示室 の最後 に あ る 横 4 5 0 cm、縦265
cmの 大 き な 写 真 パネルは 、テーマ「心 のふ る さ と
山形 」 を 1枚の写真 で表現 した も ので、ある。 「山と
川 と 花と 」 、す な わ ち 、内 陸か ら も 庄 内 か ら も 仰 ぐ
こ と の で き る 美 しい 月 山 、母な る 最上川 、山形 の
春の野をお お う 果樹 の 花 の 3 っ こ そ山 形 を 象 徴す
る も の と して 、昭和 5 3 年 5 月 、寒河 江市の 高 瀬
山 よ り 撮影した も の であ る 。

第一展示室の 7枚の イ ラ ス ト パネ ル は 、山形の
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地史 を物語る も の で、 古 生代 、 中 生代各 1枚、 新
生代 5枚と した。 「山形 の な り た ち 」の展示 は 、
山形 に 関係資料の少い 古 生代、 中 生代 の 展 示ス ペ
ース を 狭く し、 関係資料 の 多い 新生代 の ス ペース
を広 く と っ て 、 内 容豊 かな 展示 を と 意図 した から
であ る 。

「海底 に 眠る 山形J ( 古 生代 ) 、 「海底 から 陸
へJ ( 中 生代 ) 、 「ふ た た び海底へ J ( 新生代 ) 、
「静かな 海 の 底 で J ( 同 ) 、 「海 から 湖沼へ J ( 
同) 、 「く り かえ す氷 期 J ( 同 ) 、 「火 をふ く 山
々 J ( 同 ) の テーマ に 沿 っ て 生物や環境を 想像復
元した も の で、 で き る だけ 山形 に 合わせ 、 しかも 、
小学 生以下 に も 理解で き る よ う 配 慮、して 描き 上 げ
た。 な お 、 新生代 に つ い て は特徴あ る 場面 を 設定
した が 、 時間 的に き わ め て 長 い期間 を 一 場面に 表
現した 古 生代 、 中 生代 の 両場面は 、 生物等 を 、 動
線に沿 っ て 古 い 方から 描き 分け た。

パネル の 大 き さ は 横 2 70 �4 5 0cm、 縦 220
cmで原画を セ ピア 系の 色 調で描き 上げ、 カラー写
真引 き 伸ばしに よ っ て 仕上げた。

第二展示室の 3枚の イ ラス ト パネ ル は 、 旧 石 器、
縄文、 古 墳各時代の 人 々 の 生活の様子 を 表わ した
も の で、 そ れ ぞれ の時代 を 特徴づけ る 場面を 設定
し、 考古学上 の考証の 下に 描い た 。 場面の 設定で
留意 した とと は 、 調査が 行 な わ れ た 比 較的知名度
の高 い遺跡 を 選ん で比 定 した こ と で、 さ ら に 、 画
面の 構成では 、 各時代 の 生業や 住居、 衣服、 自然
環境 の 差違を 明確 に表現す る よ う 心掛け た。

約 2万年 前の 月 山山 麓での ナ ウ マ ン象狩 り 、 約
4 千年 前、 熊 ノ 前遺跡 に 住ん だ 人 々 の く ら し、 約
1 3 0 0 年 前、 嶋遺跡 に 住ん だ 人 々 の く ら しの 3
場面 と し、 施工業者 を ま じえ て 場面比定 した 遺跡
の下見 を し、 諸資料 を 参考に して 描い た 下絵 に 修
正を 加 え な が ら 構想を 練っ て 描き 上げた。

4. 資料の展示

展示物 は 、 テーマに 沿 っ て よ り 質の高 い 資料 を
選 び、 可能な限 り 標本資料 F・実物資料 を あて た O
た だ 、 ゆ っ た り と 観覧 して ほ しい と の配 慮から 資
料 を 精選した の で 、 展 示資料が 少い 感は しな い で
も な い。 とう した 中 で、 第一展示室の 「昆虫の な
かま わけ 」の コ ーナ ーの昆虫標本展示や、 第二展
示 室の 「嶋むら の く ら し」の コ ーナ ーの土器の展
示 な ど は 、 デモン ス ト レ ーシ ョ ン展示 と も い う べ
く 、 多数の資料 を展示し、 資料 の豊 富さ を 印象づ
け た と こ ろ も あ る 。

展示資料 は 、 県 内 で収集、 採集した も のや 、 県
内 に 所蔵 さ れ て い る もの 、 さ ら に 、 山形 に 関 係 あ
る も の を 中 心 と した が 、 第一展 示室で、は 、 県内資
料 と の 対比な ど の必要 から 、 県 外 産 の 資料 も かな
り 展示 した。

レ プリカ資料 を 含 め て 、 資料 の展示 方法 は 、 壁
面ケ ース 、 独立 ケ ース 等 、 ケ ース 内 展示 を 主 と し
た。 資料 の 破損、 汚損や 盗難 を お そ れた た め で あ
る 。 露出展示 を した の は 、 第一展示 室では 3 つ の
ア テ ン シ ョ ンゲッタ ーの 資料お よ び「木 材の い ろ
い ろ 」の コーナ ーの 木材標本 の み で特に 少 く 、 第
二展示 室では 「日向 洞穴 」ジオラマを は じめ 、 「
城下町の く ら し」の 中 の 「呉服太物商の 庖さ き 」
と 「桶屋 の 仕事場」の 両コーナ ー、 さ ら に 「米づ
く り の く ら しと こ こ ろ 」の 全資料 と 、 かな り 多数
の 資料 を 露出展示 し、 第三展示 室では 、 「雪 と 山
形 」の 全資料 を 露出展示した。 い わゆ る 民俗資料
が中心では あ る が 、 露出展示 を で き る だけ 取 り 入
れ た O な お 、 「桶屋の 仕事場」に 展示した 鈎や せ
ん な ど の 刃物 に つ い て は 、 刃を つぶ し、 演示具に
しば り つけ る な ど 、 観覧者 の不層、の 負傷や 持ち 出
しの 予防に つ と め た。

一水会 々 員河西昭治氏 が描い た 油絵 で 、 大 き さ 5. レプリカの製作

は 1枚は 横 1 8 0 cm、 縦 1 4 0 cm、 他 の 2枚は 、 展示物は 可能な かぎ り 標本資料 や実物資料 を も
横 1 8 0 cm、 縦 1 8 0 cmで、あ る 。 っ て す る よ う に つ と め た が 、 次の 場合は レ プリカ

資料 を も っ て 代 え た。



1 6  展 示 改 装 整備事業 報 告
1 .  資料の保存上 の 観点か ら 、 長期間展示 を伴

う 常設展示 を 極 力 避け な けれ ばな ら な い 資料。
2 .  信仰上 の 問題や 所蔵者 の 意向 か ら 、 長期間

に わた る 借用 展示 が 不可能な 資料。
3 . 資料の 材質等か ら 標本 又は実物 に よ る 展示

が不可能な 資料。
予算 上 の 制約 も あ り 、 第一展示室では 、 楠山産

ヒ ト デ化石 ( 県指定天然記念 物 ) 、 ヤ モ リ 、 ヨー
ロ ッパカプ ト エ ビの 3 件 5 点 、 第二展示 室では 、
蟹沢遺跡 出土 異形 注口 土器、 釜淵遺跡 出土土 偶 (
重要 文化財 ) 、 江俣遺跡出土 籾圧痕土 器 、 堂森遺
跡出土平 織圧痕土器 、 神立洞穴遺跡 出土 レ ピア ヘ
ッド、 山辺条里遺構農民の足跡、 慈恩、寺木像阿弥
陀如来坐像 ( 重要 文化財 ) 、 若松寺金銅聖観音 像
懸仏 ( 同 ) 、 成島八幡宮棟札 、 普光寺発鐘 ( 県指
定有形文化財 ) 、 石行 寺大般 若経第百巻 ( 同 ) 、
蔵 増大膳亮宛最上義光書状 、 戸沢安盛宛最上 義光
起 請文、 金峯 山宛最上義光寄進状、 宝瞳寺宛最上
義光和歌懐紙、 羽黒 山絵暦、 羽黒山御手洗池 出 土
銅鏡 ( 重要 文化財、 平 安鏡 2 、 鎌倉鏡 1 、 室町鏡
1 、 計4 面 ) の 1 7 件 2 0 点 、 合計2 0 件 2 5 点
を 製作 して 展示 に あ て た。

レ プ リ カを 製作す る 資料 を 確定す る ま でに は 、
所蔵者 と 数回 に わ た る 交渉を も ち 、 最終的に は 「
資料複 製許可 申 請書 」 を 出 して 「承 諾書 」 を も ら
う と い う 、 き ち ん と した 手続 き を取 っ た。 交渉の
過程では 、 信仰 の 対象 で も あ り 、 全く 同 ーの 姿で
は 困 る ( 仏像 ) と い っ た 声や 、 後 日 真 偽問題が 出
な い よ う に レ プ リ カ資料 に そ の 旨を 明記 す る よ う
に ( 古文書 ) と の 条件を 付 した も の も あ っ た。

重要 文化財 に つい て は 、 文化財保 護法 に 基づい
て 、 文化庁長官 宛に 、 複 製品製作仕様 書 と 所蔵者
の 承 諾書 を 添え て 、 「現状変更等許可 申 請書 」を
提出 して 承認 を 求め 、 合せて 、 指導助言 を 要 請し
た。 文化庁か ら は 、 施工業者 の 推せ ん と 事前検 分
実施の 指導 が あ り 、 重要 文化財の レ プ リ カ製作 に
つい て は 推せ ん の あ っ た 2 社に 委託 した。 両社の
担当者は直 接文化庁の 指導 を 受 け て 作業 に 着手 し、

慈恩寺 木 像阿弥陀如来 坐像に つ い て は 文化庁係官
( 鷲塚主 任文化財 調査官) の 出張指導 の後 に 着手
した。 な お 、 2 社か ら は 直 接発注を強 く 求め ら れ
た が、 直接契約は 締結 しな か っ た。

いずれ の資料 に つい て も 、 成形は業者 工 場で行
っ た が 、 型取 り お よ び着色は 、 化石、 仏像、 懸仏、
党鐘は現地で、 土器、 土偶、 足跡、 棟札 、 銅鏡は
本館で借用 の 上 、 本 館作業 室で行 い 、 経典、 古 文
書、 絵 暦は 借用 の 上、 本 館職員 が施工業者 の 下に
持参して 撮影等 を 行 い 、 ヤ モ リ 、 カブ ト エ ビは資
料 を業 者 に 提供 した O

各業者共 、 資 料 の 材質を 吟味して 型取 り す る な
ど 、 細心 の 注意 を は ら い 、 技術を 結集して 作 業に
当 っ た が 、 出来 ・ 不 出来 が み ら れ 、 ま た、 作業 後
1 年 程た っ て 資料 に 変調を来た した と の 指摘が あ
り 、 復 旧 の手だて を 講 じた 例 ( 懸仏) も あ っ た。

6. ジオラマ・パノラマ模型の製作

1) r森林 の 科学」ジオラ マ
第一展示室で、 山形 の な り た ちに 続 く 大テーマ

で あ り 、 代表 的な 展示 と して 製作 した の が、 「森
林 の 科学 」ジオラ マ で あ る 。

ジオラ マ は 、 山形で も っ と も 身近 に み ら れ る コ
ナ ラ ・ ブナ林 の 中 で 繰 り 広げられ る 動物 と 植物 と
の か か わ り を 「コナ ラ ・ ブナ林 の動物た ち 」、 「
自 然林 の しく み 」、 「動物 と 植物のつな が り 」の
3 つ の テーマ を と お して 理解 で き る よ う に 製作 し
た。

ジオラ マ を 構成 して い る 植物は 、 高 木層 と して
7 本 の ブナ ・ コナ ラ ・ ミ ズ ナ ラ が あ り 、 亜高木 層
に ウ リ ハダカエ デ ・ ハウ チウ カエ デな ど を も ちい 、
低木層 に は ミ ヤ マ ガマ ズ ミ ・ ヒメ ア オキ ・ オオバ
ク ロ モジ ・ チシ マ ザサ な ど、 草 本 に は ヤ マ ソテツ・
シ ョ ウ ジョ ウ パカマ ・ マ イ ズ ル ソウ な ど カ:ぁ
る 。

ほ か に 、 ナ メ コ ・ ツ キ ヨタ ケ な ど の キノ コ類、
コケ 、 林 内 風倒木 、 ほ ぼ全面に しか れ た 落葉な ど
か ら な っ て い る 。
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ジオラマ 奥 の 壁面に は 樹林 の 絵 を 描き 、 森林 の
広が り が あ る よ う に した O

動物は 、 カモシ カ ・ キツ ネ ・ タ ヌキ ・ リス な ど
の晴乳類、 オオタ カ ・ カケ ス ・ シ ジュウ カラな ど
の鳥類、 ほか に ヤ マ ア カカザエ ル ・ ヤ マ カガシ ・ ム
カデな ど で、あ る。

季節 は だい た い 1 0 月 下 旬ごろ の秩季に あわ せ
であ る。

ジオラマ は 、 大 き さ 約 6 m直経 の ほぼ円型で、
高さ 約 3 . 6 mの 空間に展開 さ れ て い る 。

観覧 者は 前面部の約 1 . 8 mX 1 .7mのガラス 面
3枚か ら それぞれ 角度を か え て 内 部を 観察で き る
よ う に な っ て い る 。

正面 、 真中 のガラス 面 は 「コナ ラ ・ ブナ林 の動
物た ち」で 、 手 前に 置かれた ア ン ド ン ボ ック ス に
は、 ジオラマ 内 の動物 ・ 植物名 が わか る よ う に な
って お り 、 秩季に は 姿を 消して しま う 夏 鳥や そ の
他の 動物 も だ し て あ る 。

右側ガラス 面は 「自然林 の しく み 」で 、 自 然林
はちょう ど 4 階建の ビ ルディン グの よ う に な っ て
お り 、 種類の ちが う 多 く の植物が集 ま っ て 、 う ま
く 共存 して い る こ と を イ ラス ト を 用 い て 説明 して
ある 。 ま た 、 森林 の ま わ り やふ ちは 、 つ る 植物や
小低木 に お お われて いて 、 こ れ に よ っ て 林 の 中 に
日光や風が 直接入 る の を 防 ぐ は た ら き を して い る
こ と を イ ラス ト や ジオラマ 内 に実際に マ ン ト 群 落、
ソデ群 落を 製 作して 理解で き る よ う に して あ る。

左側 のガラス 面で は 、 「動物 と 植物の つな が り 」
と し、 土中 の 断 面に ミ ミ ズ ・ モ グラな ど も 展示し
て 、 森林 の 中 で の 生物 た ちが "食 べ た り ""食べ
られた り "の 関係 ( 食物連 鎖 ) を イ ラス ト ・ ジオ
ラマ を み な が ら理解で き る よ う に した。

植物 の資料収集 は 秩季に あわせ て 、 2 年間 に わ
た っ て お こ な い 、 主 と して 月 山 ・ 朝日連峰 の西
川町内で収集 した。 高木 ・ 亜高木 の ブナ ・ ミ ズナ
ラ・ コナ ラな ど の 木 材は営林 署の好意 で払い下 げ
て も ら っ た も の で あ る 。

資料収集は 、 機械力 を 必要 と す る も の は 別 と し

て 労 力 は ほ と ん ど本館職員 の手 でお こ な っ た。
ま た 、 動 物 の 剥製標本 は キツ ネ を の ぞい て 本館

所蔵 の も の使用 して 製 作した。
ヤ マ ア カガエ ル ・ ヘビ の ヤ マ カガシ ・ ム カデ ・

キノ コ類な どは原資料 を 本館が提供 して つ く っ た
レ プリカで あ る 。

ジオラマ に は 音響効果がつ い て お り 、 自 動ス イ
ッチに よ る 4 チャン ネ ル の立体音が使用 さ れ て い
る。 谷川 の昔、 虫の戸、 ヒ ヨドリな ど の 鳥 の 戸 で
森林 内 の ふ ん 囲気が一層 でる よ う に した。
2) 鳥 の す み か と ミ ニ ジオラマ

第一展示 室の テーマ 展示 の 1 つ で あ る 「野鳥 の
世界 」は、 「鳥のすみか と く らし」、 「鳥の渡り 」、 「
鳥のなかま わけ 」な どを とおして、 野鳥のすみか と く ら
しが 理解で き る よ う に展示 を 展開 して い る 。

鳥 は 、 そ れ ぞれ の 生活に も っ と も 適した形 態を
も ち、 さ ま ざ ま な 環境 の 中 で生活して い る た め 、
「鳥 のすみ か と く ら し」の コ ーナ ーでは 「水 辺の
鳥」、 「草原 の鳥 」、 「村里 の鳥 」、 「山林 の鳥」、
「高 山の鳥 」の 5 つ ク 'ル ープに わ け 展示 して い る。

各 ク eループの生息環境 を モノ ク ロ バック 写真 で
表現す る と と も に 、 く ら しの な か み を よ り わか り
や す く す る た め に 、 そ れ ぞれ の グル ープの な か の
1 種 を と り あ げて 、 巣、 卵、 親鳥 の 剥製を 配 した
営巣状況ジオラマ を 製作した O

ジオラマ の 大 き さ は 、 5 2cmX 4 7cmX 3 Ocm 
の斜 め 上か ら のぞ く ボ ック ス 状 の も の で、 ミ ニ ジ
オラマ ま た は ス ポッ ト ジオラマ と 呼ん でい る 。

「水辺の鳥」では、 巣を川原の 割足利の上 に つ く っ た
イ カル チドリを だ、した。 「草原の鳥」ではシパ草 と ヨ
モギ の繁み の 中 に 巣を つ く っ た ヒバリを、 「村里の
鳥」ではカキの木 に 巣を つ く っ た 、 カワラヒワ と し
た。 rú琳の鳥」は木の根元に 巣をか け た ホオジ ロ を
だし、 「高山の鳥」では、 地上の石か げにつ く ら れ た
ビ‘ンズイ の 巣を 製 作し て 代表 と し た。

3) r日向 洞穴 の 人 びと 」ジオラマ
第二展示 室の最大 の 山場と して 製 作展示 した の

が 、 約 1 万年 前日向 洞穴 で く ら した 人 々 の 生活の
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一 場面 を 復 元した 「 日 向 洞穴 の 人 びと 」ジオラマ
で あ る 。

高畠町に あ る 日 向 洞穴 は 、 昭和 3 0 年 �3 2 年
の 3 次に わ た る 発掘調査の結果 、 日 本 で 最も 古 い
土 器 の 1 つ、 徴隆起線縄文土器 が発見 さ れ た 洞穴
遺跡で 、 国指定 の 史跡 と な っ て い る 。

ジオラマ で、は 、 奥行 1 0 数 mの 洞穴 の入 口 か ら
2 m程で切 っ て 、 そ こ に 縄文人 の 家族が 生活して
い る 様 子 を 再現 し、 観覧者は 洞穴 の奥か ら 入 口 方
向 を 見 る 形に した。

縄文人 の 生活情景は 、 秋の 日 の午後 、 妻が 炉の
そ ばで ド ン グリを 加工 して ク ッキーを 作 っ て お り 、
夫 は イ ノ シ シ を か つい で狩 り か ら 帰 り 、 子 ど も が
喜 び迎え て い る 様 子 が 中 心 で 、 洞穴 内 に は 、 土器
や石器な ど の 生活用 具や木 の実な ど の 貯蔵食物 も
配置 し、 さ ら に 、 背景 に は 古 白 竜湖の 湿原が間近
に 見 え 、 遠 く 吾妻 の 山々を の ぞむ 絵 を 描い て 、 生
活実感が 出 る よ う に つ と め た。

約 1 万年 前、 縄 文時代草創期の こ と だけ に考 証
に は 特 に 力 を 入 れ 、 柏倉亮吉氏を は じ め 県内考古
学 者 の 指導助言 を得た ほ か 、 ジオラマ 構成物 の 復
元に は 小林達雄氏 の 指導 を 受け 、 縄文人 の 復原 に
つい て は 鈴木尚氏 に 依頼した 。

縄文人 の人 体は 、 成 人 男 女、 小人男各 1 体、 計
3 体と し、 い ずれ も 日 向 洞穴 の年代 に 近 い 、 長野
県 栃原岩陰出土 の 人骨 を 資料 と して復原 し、 剥製
前の イ ノ シ シ を か つい で ポーズの 参考 にす る な ど
して 製作 を 進め た。 ま た 、 土器は 日 向 洞穴 出土 の
土器破片を も と に 推定復原 し、 石槍や 石斧 も 日 向
洞穴 出土遺物 を 資料 と して レ プリカ製作 した も の
で あ り 、 槍や斧 の 柄や 弓の 材料に つい て は 福井県
鳥浜見 塚遺跡出土遺物 を 参考 と した。

背景 に 描く た め の植生や地形 、 ま た 、 洞穴 内 の
敷物や 食物 、 衣服、 道 具の 材料等 に つい て の 、 日
向 洞穴 の立地に合わせ た検 討は 、 主 に 自 然部門 (
植物 ・ 動物 ・ 地学 ) 担 当学芸員 の手に よ る も の で 、
収集は 全職員 が 分担 して 行 っ た。 すな わ ち 、 炉の
ま わ り の 石や敷 き つめ た マ コ モは 日 向 附近か ら収

集 し、 槍 ・ 斧の柄や 弓の 材料 は 雪に お おわ れた 山
か ら 伐 り 出 し、 イ ノ シ シ は神奈川 県 丹沢か ら 、 シ
カの 皮は 宮城県金華 山か ら 入手 した も の で あ る 。
今 日 、 イ ノ シ シ や シ カは 山形に は 生息して い な い
が 、 こ れ ら の骨が 日 向 洞穴 か ら 多数 出土 して い る
の で ジオラマ に盛 り こ ん だ も の であ る 。

な お 、 縄文人 の人 体は学問的な 裏付け を も っ て
復原 し、 製作 した も の で あ る が 、 彫塑風 に 仕 上げ
て 、 写実 的な 彩色 な どは しな か っ た。 観覧 者の 目
が 、 洞穴内 の 生活の 様子全体に 向 く こ と を ね ら っ
た も の であ る 。

4 )  I大石田 河岸」パノ ラマ 模型
「最上川 の に ぎわ い 」の コーナ ーは 、 小 鵜飼船

や 筏の 模型 、 船箪笥や 米 植な ど の 船中 道具、 ろ や
権な ど の 資料 を 展 示す る と と も 、 山場と して 、 最
上川 舟運の 最大 の河岸 と して 繁栄 した 大 石田河岸
の に ぎわ う 様子を 、 パノ ラマ 模型 と して 製作 し、
展示 した。 当 初、 江戸時代 、 最上川 舟運の 主役 と
して 析すした 締船の 模型を 製作す る 計画が あ っ た が 、
資料不足 で断念 せ ざ る を得 な か っ た 。

大石田 河岸 パノ ラマ 模型 の 製作 のた め の 本 格的
な 調査、 資料収 集は 、 第二展示 室施工 の 前年、 昭
和 5 3 年早々か ら 開 始した。 大石田 の 歴史 や 最上
川 舟運史 に く わ しい研究者 ( 横 山昭男氏 、 梅津保
一氏等 ) の指導 ・ 助言 を 得 る と と も に 、 大石田町
教 育委員 会 の協力 を 得 な が ら 、 しばしば大 石田の
調査を し、 古い 姿を と ど め る 家屋や堂社の 写真 撮
影を した り 、 ま た 、 北上市立博物館の黒沢 尻河岸
の パノ ラマ 模型 を 見学 し、 種々助言 を 得た。 そ の
結果

l 大 石田町絵図 ( 大 石田 東町所蔵 )
2 . 大 石田村絵図 ( 梅 津保 一氏所蔵 )

を 基本 的な 資料 と し、 「大 石田町誌J ( 長井政太
郎著 ) や聞 き 込み ・ 写真等現地 調査の成果 を 加 え
て パノ ラマ 模型 の 製作に 取 り 組ん だ。

こ う した 資料 の 中 で 、 最も 参考 と な る 資料は 「
大 石 田 町 絵 図 」で 、 港に つな が れ て い る 多数 の
船や川 岸 に 建 ち な らぶ土蔵 、 大通 り に 面 した 大小
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の商家、 広い境内 と 大 き な 伽蓋を も っ た 寺院等 々 、
繁栄す る 大 石田河岸 の 様子 を 、 色彩豊か に 生き 生
き と 描い てお り 、 こ の絵図 を 主 た る 典 拠と した。
な お 、 こ の 絵図 に つい て は 、 享保年間 の も の と す
る説 も あ っ た が 、 川 船役所が設置 さ れた 寛政 4 年
( 1 7 9 2  ) 以後 、 乗 船寺 ・ 浄願寺が焼失した 天
保元年 ( 1 8 3 0 ) 以 前、 す な わ ち 、 文化 ・ 文政
年間頃の様子 を 描い た も の と 判 断 し、 時代設定 を
した。 ま た 、 季節 は 、 村山地方 の 天領の 村々 か ら
の廻米 が 酒田 に 向 け て さ か ん に 積下 さ れ る 春 を 想
定した。

パノラ マ の 範囲 に つい て は 、
1. 大石田河岸 を 象 徴す る 1----数 棟の建物 を 中

心に 、 で き る だ け 狭い 範囲で 、 細密に 表現す
る。

2 . 大石田河岸全体の 様子が わ か る よ う に 表現
す る 。

と い う 2 つ の表現方法が考 え ら れ た が 、
1 .  川 船役所 を は じめ 、 上下す る 荷物 を 集 中的

に保 管す る な ど の機能を 持っ て い る 建物 ・ 施
設は な く 、 河岸 を 象 徴す る 建物が見 当 ら な い
」と 。

2 . 大石田 の 最上川 川 岸 のほぼ全域 で 船が発着
して い た こ と 。

3 . 川 べ り に は土蔵が建 ち な ら び、 有 力 商人 は
街道 に 面 して 軒 を 連 ら ね て い た こ と 。

4 . 乗船寺や 浄願寺、 西光寺、 愛宕社等 、 大石
田町人の尊崇に さ さ え ら れ た 立派な 寺 社が 、
最上川か ら 町並 を へ だて て 立地 して い た こ と 。

な ど の点か ら 、 大 石田 の町お よ び川 港の ほぼ全域
を範囲と す る こ と が 、 大石 田河岸繁栄 の実態を 表
現す る、 よ り よ い 方 法 で あ る と 判断 した。

こ こ で 問題な の は 、 典拠と した 「大 石 田 町 絵
図」当時 の建物や町並 が ど の 程度残存 して い る か
であ っ た。 川 岸 は 高い コ ン ク リー ト の堤防に か わ
って昔日のお も か げは全く な く 、 道路 も 付け か え
られた 部 分が あ り 、 町並 も 伺回 か 火 災 に 遭っ た り 、
ま た 、 近年急速 に 改築が進行 して 、 古 い 家並 は 消

え つつ あ っ た。 さ ら に 、 神 社 ・ 寺院の中 に は 今 日
廃絶して しま っ た も の も あ り 、 ま た 、 存続して い
る も の で も 姿を 大 き く 変 え て い る の が ほ と ん ど で
あ っ た。 寺 社や役所 な ど、 建物の 規模を 伝 え る 資
料は 稀で 、 聞 き 取 り 調査に よ っ て も 、 調査ごと に
異っ た 答が返 っ て く る な ど 、 資料収集は 容易で な
か っ た。

請負い 契約後 、 施工に 先立 っ て 、 地元大石田で
地元 の研究者 、 関係者 を 含む 検 討会 と 現地 調査会
( 出 席者 ー梅津保一氏 ・ 斎藤政蔵氏 ・ 常盤富男氏 ，
阿部次雄氏等 ) を 聞 き 、 以 上 の よ う な パノ ラ マ 製
作 方 針を 確 認 した。

そ の後 、 施工業 者 も現地 に 入 っ て 、 地形 調査を
含 む 調査を 綿密に 行い 、 明 治 初期 の 大石田 4 か村
の様子 を 伝 え る と い う 「大 石田村絵図」か ら 、 町
割や土地利用 の状況を読み と っ て 図面 を 作 り 上げ
た 。 そ の結果、

1. 範囲 は 、 川 港であ る こ と を 明 ら か にす る た
め に 対岸横 山地 区の一部 を含 め 、 当時の大石
田 4 か村の ほぼ全域 を 含む も の と し、 対岸か
ら 僻撤す る 形で展示す る。

2 .  パノ ラマ 模型の大 き さ は東西 2 5 0 cm、 南
北1 3 0 cmと し、 縮尺 3 0 0 分の 1 で 製作 し、
手前と 後 方 の 縮尺 を 変 え た り 、 遠景 を 絵 画で
表現 した り は しな い。

3 .  地形に つい て は 、 水平縮尺 と 垂直 縮尺 の比
を 1 : 2 .1と して 立 体感 を強 調す る 。

4 .  寺院 ・ 神 社等 の堂 社や役所 は 、 そ れ ぞれ個
別 に 製作す る が 、 民家は 商家 4 タ イ プ、 一般
町屋 2 タ イ プ、 農家 3 タ イ プ、 土蔵 2 タ イ プ
を 基本的な タ イ プと して 製作 し、 町割 を 基盤
と して 、 適宜組み合せ な が ら 配置す る o

5 . 川 船は 、 大中小 3 タ イ プと し、 帆を 張 っ て
い る も の 、 ま い て い る も の 、 積荷の あ る も の
な い も の 、 航行 して い る も の 、 港に つ な い で
あ る も の等 々 、 適宜配置す る。

6 . 人馬 も 製作、 配置 し、 町 の に ぎわ い を 表現
す る よ う に す る 。
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と い う 方 針を た て 、製作 を 進め た。 そ の 後 も 、施
工業者 と 緊密な 連絡 を 持ち 、不足資料 を 補 っ た り 、
本 館職員 が 製作現場に 赴い て チ ェ ッ ク す る な ど 、
よ り 正確 な パノ ラ マ 模型の 製作 を め ざ した。

な お 、B G Mに つ い て は 、今 日 一般 に流 布 して
い る 「最上川 舟唄 」では な く 、元唄 と も い う べ き
舟唄 を 選 び、船宿の家に 生れ 、何 度か 船で 酒固 ま
で往来 して 、船頭 か ら 直 接こ の 舟唄 を 習 っ た と い
う 、新庄市本合海在住の 加藤喜平治氏 ( 当時 7 6 
才 ) に 歌 っ て も ら い収録 した。

5) 農家の い ろ り ばた
第二展示室の 「米 づ く り の く ら しと こ こ ろ 」の

中 の 「農家の い ろ り ばた 」の コ ーナ ーは 、旧 展示
の 民家を 移 設 した も の で あ る 。

旧展示の民家は 、約 3 0 0 年 続い た飯豊 町 中 津
川 地 区の 民 家を 昭和 4 5 年 に 調査し、山形市成沢
地 区の 民 家の解 体材を 利用 して 、ざしき を 中 心 に
そ の一部 を 再 現 した も の で 、展示室の ス ペ ース の
関 係か ら 、台 所ゃ に わ ( 土間 ) を は じめ 全般 的に
間づま り に な っ て い る 。

新展示 では 、方 向 を 変 え て 移 設 し、「米 づ く り
の一年 」の中 の小正月 に 位置 づけ た。 な お 、い ろ
り ばた の着座等 の 名 称は 、山形市村木沢地 区の呼
称に よ っ た。

な り た ち 」の導入 と して い る 。
イ ヌワシ は 「鳥の王者 イ ヌワシ 」と して 「森林

の 科学 」 以 下の 、オザガメ は 「庄内海岸 に く る 南
の カメ 」と して 「暖流 と 雪 の 山 形 」の導入 と し、
そ れ ぞれ 自 然の しく みや環境 と 生物 と の 関 係 を 理
解す る と い う 、テー マ のね ら い を 示 して い る 。

(2) エ ピソードコ ラ ム
展示資料 の 中 か ら 、展示テーマ に 沿 っ て特 に 興

味あ る 資料 を 選び出 し、解説 コ ピーや図等 の情報
も 盛 り 込む と と の で き る 特 製の展示台 を 利用 して
展示 した も の で あ る 。

第一展示室では 、ソロ パ ン玉石、田川 の 魚 化石、
ナ ウ マ ン象の化石、美 しい 鉱物 ー誕 生石、昆虫の チ
エ ー ミ ツ バチ 、テン サ ラ パ サ ラ の 6 件で 、いずれ
も 標本資料 を展示 した 。

第二展示室 では 、「縄文人 の ね が い J r 古代農
民 の 足 あ と J r 平 和 を願 う 人びと J r 駒姫 J r 芭
蕉 J r 古 鏡と 鏡池 」の 6 テーマ と し、釜淵遺跡出
土土偶 ( 重要文化財 ) 、山 辺条里遺跡出土足跡、
石行 寺大般若経第百巻 ( 県指定 有形 文化財 ) 、駒
姫辞世幅 、五月 雨歌仙 ( 県指定有形 文化財 ) 、羽
黒 山 鏡池 出土銅鏡 ( 重要 文化財 ) を 展示 した。 た
だ し、資料 の性 質 上 、実物資料の展示は無理 で 、
復 製資料 の寄贈 を 受 け た 五 月 雨歌仙お よ び、カラ
ー写真の展示に と ど ま っ た 駒姫辞世幅 を 除 き 、 レ

τ アテンシ ョ ンゲッ ターとエ ピ ソ ー ド コ ラム プ リ カを作 製し、展示 した。
( 1 )  ア テンシ ョ ン ゲ ッ タ ー
第一展示室「豊 か な 自 然、と そ の め ぐみ 」では 、

各 コ ーナ ーの導入 部 に 、そ の コ ーナ ーの 中 心的課
題を 象 徴す る 資料 を 、特 製の 展示台 に展示して 、
観覧者 の 注目 を ひ き 、興 味や関心 を い だか せ る と
と も に 、疑 問を な げか け よ う と した。

こ れ を ア テン シ ョ ン ゲ ッ タ ーと よ び、ヒ ト デ化
石 ( レ プ リ カ ) 、イ ヌワシ の剥製、オサガメ の剥
製の 3 資料 を配置 し、解説文も 他 と 異な る 散文詩
風 に した o

ヒ ト デ化石は 「山 か ら 出た ヒ ト デ」の テーマ の
下 に 「… … な ぜ 、海に す む ヒ ト デの 化石が こ ん な
山 中 か ら でて く る の で しょ う か。 … … 化石や岩 石
な ど を 手が か り に して 、 " 山形 の な り た ち "を さ
ぐ っ て み ま しょ う 。 」 と の解説 を 付 し、「山形の

8. V T R と ロ ータ リ ービジ ョ ン

( 1 )  V T R r 日 本列島 の お い た ち 」
「山形の な り た ち 」の 前に 、V T R r 日 本列島

の お い た ち 」を 設置 して 、山形 の大地 の お い た ち
の理解 の便 を は か っ た o

古 生代 よ り 、ほぽ 日 本列 島 が 今 日 の姿を 呈す る
よ う に な っ た約 1 万年 前ま での 日 本 列島 の お い た
ち を 、古地理図や イ ラ ス ト 等 を 利用 して 簡潔 に 解
説 した も の で、鳥海山 噴 火 の 空 撮を 取 り 込ん だ り 、
ナ レ ーシ ョ ンで 、朝日 ・ 飯豊連峰の形成や 、グ リ
ー ン タ フ . �炭 の 形成等、山形 の 地 史 の 特 徴的な
事象 を 日 本列島 の地史 に 位置づけ る 様に した。

シ ナ リ オの作成は施工業 者 の 担 当 デザイ ナ ーや
デ ィ レ ク タ ーを ま じえ た 学芸員会議で、行っ た が 、
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時間 、 内 容、 表現方法等 に つ い て 、 しばしば、 学
芸員 と 施工業者 の 意見 が対立 した。 ほぽ学芸 員 の
考 え を通 した が、 こ れ が 、 展示改装工事全体を 、
学芸員 =博物館主導で進め る こ と が で き た 分岐点
と な っ た よ う に 思 わ れ る 。

た だ 、 当初、 3 --- 4 分間 を考 え た が 、 内 容豊 富
で、 結局 6 分 1 0 秒余 と な り 、 長過 ぎ の 印 象 は ま
ぬ がれな い。

(2) r 紅花歳時記」ロ ー タ リ ー ビジ ョ ン
第二展示室 の 「藩政 と 庶民の く ら し」の 中 の 、

「生産 の高 ま り 」の コ ーナ ーでは 、 紅花 を と り あ
げて そ の 生産 ・ 流 通 に つ い て 詳説 した 。 紅花は 、
江戸時代、 村山地 方 を 中心 に 各地で栽培 さ れ 、 そ
の生産高 は 全国 の過半 を 占 め て 山形の経済 を さ さ
え る 重要 な 産物で あ っ た か ら で あ る 。

こ の コ ーナ ーの 中d心 を な す ロ ータ リ ービ ジ ョ ン
では 、 東根市の武 田陽氏所蔵 の 「紅花絵巻 」か ら
「種ま き 」、 「花つ み 」、 「花餅づ く り 」、 「 紅
花 の 船積み 」等 1 1 場面 を 選 び出 し、 ほぽ原寸大
で表現 した O

当初 、 左右に動 か して 「紅花絵巻 」全巻 を 盛 り
込 む こ と を 考 え た が 、 機器の都合で上下 に 動 く 方
式 を 採用 せ ざ る を え な か っ た O ま た 、 詳細 な解説
を盛 り 込ん だ ナ レ ーシ ョ ン を 入 れ る と と も 考 え た
が 、 約 4 m離れ た と こ ろ に B GMを不明した 「大石
田河岸」パノ ラマ 模型が あ り 、 音響の重複が確実 と
み ら れた の で、 ロ ータ リ ービジョ ンで は 、 画面に
ス ーパーを 入れ る に と ど め た。

解 説 パネ ル の コ ピーは も ち ろ ん 、 ラベ ル に 加 え
た コ ピーも 、 全学芸員 が検 討に 参加 し、 テ マ担
当者以外 の理解に ベ ース を 置いて 作 成 した。

1 0 ラベル 〈ネームプレー ト〉

第一展示 室 の ラベ ル は 、 横 9cm、 縦4cmの大 き
さ 、 白 地 に 黒 文 字 の ラベ ル に 統一し、 上段 に資料
名 ( 和名 ) 、 中 段 に 学名 、 下段 に採集地名 を記載
した。 資料所蔵者名 は 、 当 初 、 展示室 の 一 角に協
力者一覧 表 を 掲示す る 計 画が あ り 、 ラベ ル に は 入
れ な か っ た。

一方 、 第二展示室お よ び第三展示室 の ラベ ルは
A ・ B . C ・ D ・ E の 5 タ イ プと した O

A タ イ フ。 は 、 横 9 側、 縦4 .5cmの大 き さ で 4 段
に 分け 、 上 か ら 、 資料名 、 時代 ・ 年 代 、 収 集地名 、
所蔵者 ・ 寄贈者 名 を 記 載 した。 B タ イ プは 横 9cm、
縦6cmで、 A タ イ プの 下 に 2 行 ( 3 0 字 ) 以 内 の
解説 を 加 え た も の で あ る。 C タ イ プは 横 1 2 cm、
縦9 .5cmで、 A タ イ プに 5 行 ( 1 0 0 字 ) 以内 の
解説 を 加 え た も の 、 D タ イ プは 横 2 4 cm、 縦9 .5
cmで 、 C タ イ プの右側に 図 解や 写真 ・ 古 文書 の読
み な ど 、 よ り く わ しい 情報 を 加 え た ラベ ル で あ る 。
最も 基 本 的な A タ イ プに 加 え て 、 解説情報 の多少
に よ り B --- D タ イ プを つ く っ た も の で あ る 。

以 上 の ほ か 、 同一遺跡か ら 出土 した 考古資料等
の 一括資料 に つい て は 、 A ---D タ イ プのラベ ル を
用 い て 一括解説 し、 さ ら に 、 各資料名 の み のラベ
ル を 付 した。 こ れ が E タ イ フ。で 、 横 6cm、 縦 1 .5
cmで あ る 。

9. 解説文 〈 コ ピー) の作成 A ・ B ・ E タ イ プは黒地 に 白 ぬ き 文字 、 C ・ D
解説パネ ル の解説 文 ( コ ピー ) は 、 メ イ ン コ ピ タ イ プは 白地 に黒 文字 の ラベ ル で あ る 。 黒地に 白

ー と サ ブコ ピーか ら な っ て い る 。 メ イ ン コ ピーは ぬ き 文字 の ラベ ル は一見重厚 で あ る が、 見 え に く
小学 5 年か ら 中学 1 年 ま で の児童生徒が理解 で き い こ と が欠点で あ る 。
るよ う に 、 さ ら に 、 メ イ ン コ ピーのみ に よ っ て テ
ー マ の概要 を 理解 で き る よ う に 考 慮 して 作成 したD
ま た 、 全国 的、 全日本 的な 位置づけ か ら 書 き お こ
し、 山形の特性 を 盛 り 込む こ と に つ と め た O

サ ブコ ピーは 、 メ イ ン コ ピーよ り 内 容を 深 め た
も の と し、 分布 図や写真 ・ 図表等 の解説 を 主 体と
した も の も あ り 、 よ り 深い 理解 に 役立つ よ う に 配
慮 した。

四 問 題 点 と 今 後 の 課題

( 1  ) 動線に つい て
予算 の 関 係 で 、 旧展示の常設展示 ケ ー ス を で き

る 限 り 改装 し な い方針で動線 を 考 え た た め 、 見返
し の動 線 、 袋小路的な 順路 が で き て 、 意図 し た動
線 に 沿 っ て見 学 し な い観覧者 が あ る 。 例え ば、 第
一展示室 ( 自 然部 門 ) の出 口 か ら第二展示室へ の
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大 き い 動線 で あ る が、 第一展示 室の 入 口 から 出 て
第二展示室を 逆順路 を 辿 る 見学者が い る。 ま た 、
テー マ に 沿 っ て 展示 し て い る が、 第一展示室では、
「 鳥の渡り 」、 「鳥のなかまわけ」のコーナ ーの島展示、
「森林の科学」の見返しの展示に な っている「植物の世
界」、 第二展示室では、 「出羽国の古社寺」が 「ひら か
れる 出羽国 」の見返し、 「山形の人物」が「河岸の町大
石田」の見返しな ど、 死角的な コ ーナーにな った。

し かし 、 観覧者 に 対し て 、 テー マ に 沿 っ て 全部
の展示物 ・ 解説文 を見 て も ら う と い う 狙い が必要
かど う かに つい て 論議 さ れ た o 観覧者 が学習の 目
的 を 持ち 、 テー マ 毎 に 学 習で き る 展示で あ る 必要
も あ る 。

本館の展示替は、 狭い既存 の展 示空 間 を 利用 し
な け れ ばな ら な い 物理的な 条件の た め 、 す べ て の
課題を 満す こ と は で き ず、 妥協でき る 点 を 見 出す
議論であ っ た。

(2) 資料の退色 ・ 劣化に つい て
資料 の退色、 劣 化に つい て は、 基本的に、 資料

の保存 と 展示公開 の両立 を 考 え な け ればな ら な い
のは 当 然であ る 。 展 示資料の 更新 の 立 場を優先的
に展示内容を検討し た が、 資料の退色 ・ 劣化の恐
れ の あ る 貴重 な コ レ ク シ ョ ン資料に つ い て は展示
を ひかえ た。

魚 の 液 浸 標本やキ ノ コ の 液 浸 標本 は 劣 化が は げ
し い が、 退 色 に 対応 し た 収集 は 困難 で更新が でき
な い も の や、 漆器類な ど の 劣 化の は げ し い も の は 、
レ プ リ カ の展示 を 考 え ざ る を 得 な く な っ て い る 。
ま た 、 鳥 の 剥製標本の よ う に 収集不可能な も の で、
レ プ リ カ 作製の 困難な も の も あ り 、 今後 の大 き な
課題と な っ て い る。

カ ラ ー コ ル ト ン の退色に つ い て は 、 2 - 3 年毎
の更新 を 考 え た が、 業者 撮影の 写真 、 版権購入 の
写真、 本館撮影の写 真 な どが あ り 、 手 続 き 上、 予
算的な 措置な どの 問題が あ り 、 当初の 計 画の よ う
に は進 ん でい な い。

パネ ル中の グ ラ フ イ ジ ク の 退 色 に つ い て は 当 初
あ ま り 予想し な かっ た が、 汚れ、 退色 が見 ら れ る
よ う に な り 、 新 た な 問題点 と し て 生 じて い る 。

(3) 借用資料の展示 に つ い て
当初の予算の都合で資料の複 製化が で き な かっ

た展示資料 に つい て は、 借用資料の展示をせざる を
得な かっ た 。 特 に 、 人文部門 の展示資料 に借用資
料が多い。 借周期限 が 1 年 の た め 、 借 用 の更新手
続 き が煩雑 で あ る 。 本館では 、 寄託制度が確立 し
て い な い 点 も 大 き な 障害 に な っ て い る 。

借用 資料 に つい て は、 今後複製化、 寄託 制度の
確立 が急務 で あ る 。

(4 )  照 明 に つい て
基本的 に は 、 第一展示室 ( 自 然部門 〕 は、 展示

ケ ー ス 内 、 フ ロ ア 共 に 明 る く 、 第二展示室 ( 人 文
部門 ) は、 展示ケ ー ス 内 を 明 る く す る 方針で展示
し た 。 当然、 照 明 に つい て は、 展示効果 と 資料の
保存 と は相反す る も の で あ る が、 資料 の退色、 劣
化の 項で も 述 べ た と お り 、 資料の 展示 効果 を 考 え 、
ス ポッ ト 照明 を 多 く 取 り 入れ、 展示資料は 可能な
限 り 展示替す る 方針を と っ た 。

し かし 、 資料の展示替は 、 ラ ベ ル の交換、 解説
文 の 交換な ど も 伴 い、 容易 に い かな い の が現状で
あ り 、 一部、 照 明 を お と し て い る 部 分も あ る。

(5) 音 響、 映 像器機に つ い て
ビデオコ ー ダ 一、 ロ タ リ ー ビジ ョ ン、 8 ト ラ ッ

ク テープ レ コ ーダ ー を使用 し てい る が 、 当初、 器
機の ト ラ フ・ ル 、 テー プの 更新は 考 え て い た が 、 セ
ッ ト の器機の メ ー カ ー不統ーや地元業者 の 修理 不
可能、 メ ーカ ー の 製造中止な ど、 器機全部 の 交換
を 検討せ ざ る を 得な い も の が生 じて き て い る。

ス イ ッチ も タ ッチ式 、 セ ンサ ー式が あ る が、 ト
ラ ブル の 多い 部 分で あ る 。 ハ ー ドな 面、 ソフ ト な
面 に お い て 、 館 自 体、 地元業者 に よ る 修理 可能な
器機の選択な ど、 ア フ タ ー ケ ア に つい て は十 分検
討が必要で あ る 。

(6) 今後 の展示替に つい て
展 示 替後 の情報の変化、 新資料の収集、 資料の

退 色 ・ 劣化に 伴 う 展示替の必要 性が生 じて き て い
る 部 分が あ る 。

本館 では、 テ ー マ 毎 の常設展の展示替、 新資料
の展示、 複 製化を年次計 画に も と ずい て 検討 し て
い る 。
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展示改装に よ る 展示資 料等一覧
地 学 植 物 動 物

実 物 1 7 0 1 5 2  1 9 3 2  
複 製 品 6 5 1 7  資 料 模 型 4 。 。
写 真 2 1  。 2 5  

解 説 -'、-、 不 ノレ 1 6  9 1 0  
イ ラ ス ト パ ネ ル 1 3  。 。
写 真 ，、. ネ ノレ 5 3 1 5  
ー/ オ フ 'マ 等 。 ( 1 ) 7 

展示改装事業 に 係わ っ た 旧 職員 〈 敬称略 〉

館 畏 ( 数字は 在職年度 を示す )
佐藤 信一 ( S . 4 9 --- 5 0 )
誉田 慶恩 ( S . 5 1 --- 5 3 )
遠藤 来二 ( S . 5 4 )
鈴木 幹雄 ( S . 5 5 --- 5 6 )

副館畏
鈴木 秀直 ( S . 4 9 --- 5 0 )
遠藤輝太郎 ( S . 5 1 --- 5 3 )
大場 義夫 ( S . 5 4 --- 5 5 )

業務標
村川 信夫 ( 資料専門員 S . 4 6 --- 5 4 )  
大友 義助 ( 業務課長 S . 4 6 --- 5 1 )  
吉野 智雄 ( 業務課長 S . 4 6 --- 5 7 )  
菅井敬一郎 ( 研究員兼学芸員 S . 4 6 --- 5 2 )  
叡垣 英夫 ( 主任学芸員 S . 4 6 --- 5 6 )  
佐 々 木洋治 ( 学芸員 S . 4 7 --- 5 2 )  
保角 里志 ( 学芸員 S . 5 3 --- 5 6 ) 

考 古 歴 史
3 0 8  9 7  

2 6  1 3  
3 2 
。 2 3  

1 4  1 5  
9 1 
1 7 
1 1 
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民 俗 5十
5 1 5  3 1 7 4  

。 6 7  
。 9 
6 7 5  
9 7 3  
。 2 3  
9 4 0  
1 1 1 



図 版 お よ び 資 料
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物理的性 特殊な 鉱物
昆虫分類展示 ト寸 L-1 | 火成岩 新生代

旧 日 | 大型化石
昆虫分類展示

海辺 の鳥 夏 鳥 山 形 県 の な り た ち ( 地 史 )

海 浜 植 物

冬虫夏 草

帰化植物
山形県の天然記念物

キノ コ

食用 薬草

海そ う

山 形 県 ・ 植物 の特殊分布
平 地 植 物

乾燥キノ コ
毒 キ ノ コ

食べt.d\i 、キノ コ
乾燥キノ コ

コケ ・ 地衣

植 生 模 型

山 形 県 ・ 植 物 の 垂直 分 布

山 形の 木材



展示替前の第二展示室

晩 期
古 墳 時 代

嶋 遺 跡

あか り のいろいろ

口 花 祭 り

交 易

弥 生 時 代

歴 史 時 代

米 づ く り の 用 具

日

縄 文 時 代
後 期

旧 石 器 時 代中 期 前 期 早 期 草創期

石

�X.::l:� 

角二山 ・ 縄 文復原 住居

石

遺跡 分布 図 ・ 編年表

雪 国 の 生 活 用 具

町 の く ら し
宿 場 商 !古 の 姿

田 し ご と

i-1 11
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はたお り 口

農 家 の 復 元

口

山 村 の く ら し



展示替前の第三展示室

催 し 物 展 示 ・ 特 別 展 示 場

淡水産魚類 私の コ レクショ ンコ ー ナ ー

信仰・ 絵馬
日 本 海の魚類

木 製 品 こ けし ・ 玩具
い も の

日 本海産貝類 み の 県 内 のやき も の ・ お り も の
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カ モ シ カ ( ジ オ ラ マ )

石沢 コ レ ク シ ョ ン ( 野鳥)



32 展 示 改 装 整 備 事 業 報 告

山 形 県の生 い た ち (地史 )

鉱物の物理的性質



山形県立博物館研究報告 第 5 号 1 9 8 4 年 3 月 33 

山 形 県の植物の垂直分布

キ ノ コ (食用 キ ノ コ ， 毒 キ ノ コ ， 食べ な い キ ノ コ )



34 展 示 改 装 整 備 事 業 報 告

-・明酔

縄文時代の土器

銀騨自静

必忽類自陣

古語

角 ニ 山 縄文復元住居
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歴史時代 (蔵骨器 ・ 経簡)

田 し ご と



36 展 示 改 装 整 備 事 業 報 告

雪 国の生活用 具

11 
木ムネ叱〈仁

木 工 木 地 も の



中世代の山形 古生代の 山形
<海底か ら陸へ> <海面こ眠るl.U1IÞ

へ

石

沼

化

湖

魚

ら

の

か

田円〕

展示改装後の第一展示室 ( 自 然)

~豊 か な 自 然 と そ のめ ぐ み~

生 き残った植物 植物のなかまわけ | 山 形の チ ョ ウ 昆虫のすみかと く ら し外 国 か ら きた植物

山 形 の な り た ち R 
昆虫の チエー ミ ツパチー

鳥 のすみか く ら し山 形 の|樹 木 1 1 昆 虫 の 世 界

ナウ マ ン象 の 骨

新生代第酌山形 プ
く り かえす氷河

日本被ち

美 し い 鉱 物

入
最上川 と 郷土 のすがた 口 物生Lι

 

流暖

昆虫の な かま わけ

鳥 の 渡 り

心のふる さ と山形

山形の 淡水具 ・陸産具
特殊 な分布 を示す山形の動物

雪 と 山 形n n 「



展示改装後の第二展示室 (人文)
~ 山形の大地 に刻 ま れた 山 形 ~

日 向 洞穴 の 人 び とニ 山 信 仰 へ の 道
出羽三 山 と 府民信仰 信仰の山

米 十ゴく り の く ら し と こ こ ろ
* --:fく り の一年

山形の人物

& 一 一 一 一 一 ー 一 ー 一 ー 寸
米づく り の斗年

P一 一 

Q - - - ー - - -

1 農家 のいろ り ばた

「一 一 一 ー ー 一 「 一 ー ー ー - - j :
; 農 家 の 冬 仕 事 " 

ジ オ ラ マ
最 上 川 の に ぎ わ い

最上川舟運 の 繁栄 最 上 の 舟運 山 形 の 縄 文 土 器

一

一

口

一

mut--
恥101
占
ω

町

一

回

円げ

縄文人 の 四 季
縄 文 人 の 交易

縄文時代の く ら し

人の住みは じ め
弥生時代 の く ら し 古墳時…日

口
口

山 形 の 古 人類 の進化

武 士 の 動 き 口 ひ ら か れ る 出 羽国
/古代農民 の足あ と

出 羽 国 の 国 街 / 出 羽 国 の 成 立 と 条 里制 嶋む らの く ら し豪族のいる 村 武士の 台頭
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展示改装後の第三展示室
~近代 山形 く ら し の う つ り か わ り ~

」

� 111 | 

L 

← ーー

雪 と 山 形

日 具 玩日

山 形 の 郷 土 玩 具 街 か ど の 風俗

山 形 の や き も の あ か り の う つ り か わ り 昭 和 の く ら し 大 正 の く ら し
rーーーーーーー

日

rーーーーーーー

「ー・ーーー『

'-四回目」

」一一一一一

一
←一一一ート一一ー

文 明 開 化 の く ら し
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山 か ら で た ヒ ト デ ( ア テ ン シ ョ ン ゲ ッ タ ー ) 日 本列 島 の お い た ち

制"，，"叫場厳掛掛W

議滋樹綴議
-圃圃圃・咽幽・圃

掛 川 、

新生代の 山 形 ・ く り かえ す 氷期 ( テ ーマ展示)
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黙J
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机
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山明記骨鰍同時盤州開城督時瞳て1‘噌
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)'i-'i泊

a・ .‘ 
森林の科学 ・ コ ナ ラ ・ ブナ林の動物 た ち ( ジ オ ラ マ)

鳥 の 渡 り ・ 冬 に く る 鳥 ( テ ー マ展示)



46 展 示 改 装 整 備 事 業 報 告

鳥 の す み か と く ら し 高 山 の 鳥 ( ミ ニ ジオラマ)

笹薮溺函繊猶�i醗蹄
いつの ふ ろ か 勺 -t.iすり 勺れたかu.、 わか り l せんが、 ;畠

〉轟町の山あいの曹賢て は 、 現世官監と し て 後 け 織 がれて い る そ

う てサ 2t1 か ら 3 11 に か け て 句 官官穫の神社ゃ;l'f!山の，.均
的 た も と じ 宋 か ら 鯵 い お り て 〈 る そ 昔 で す u 拾った人i車 、
一 生 、 帯般に J私革 れ 、 理匪書量 む 宮瞳 H艇 で;事 勺 す ニ と がで 4き る

é l. ' 、 ‘ fj.; え ら tt て 、 、 ま ，'，

チ ン 骨 手 以 ザ ラ (;1; ， 1 会事に-f嘗 L. fI・.If.で拙いけ 4よい ニ と

になって お り 、 ;:::JJ: jt る と 、 噂わせが議げて し ま う と レ

われて い ま す 注減 な綱織に、 食べ物のオシロ イ 告入れ.

陣織がて 8 お よ う に 穴 魯 あ け て納崎、 神織に 革i つ っ て 大

切)!ご 噂 り 紙 付 て い 草 T、 神秘的な 口 マ ン 4陸 軍聾 し つつ も .

ニ のよ う に 携 し 〈 丸 〈 な るのが本線織な ふ と で す ，

テ ンサラパサラ (エ ピソー ド コ ラ ム)
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日 向 洞穴の人 び と (ジオラマ)

-・ ・ ・ ・3札 + jt ... . ，. ‘ '‘ A....... 
出議砂織業-1:努

ふぬλ時�t， t I :>...� ì:i ..;，λtる 叫 んがぜ制 、ゎ: f l，�.て ? 通
" 傘 、ー ら 制限�: : � I おか っ か" ‘胡ぃf正むと .:' 、 と九
￡ づ ば ' る 餅笥!::.:: l �'I. ';.:' t .)眠、 .)f， ....揖i'叶 色 凡ν . I �令
..' ‘.td t t. ま" 白3・実j:I'::: ，;ι ? ‘' らλ‘ t : ; . } . t :  1.. '(-:...， t 
t: '，;'ぺ ・，'， 伶閉" ". る と 日りi、� I "，) !，吋必 t. < "k問、‘ Z
� ミ 也、kl4: マ .' L'> 企 九発，;... ) 1，2:;:<1:" ， ( : ，o t 、. 1、

義 “守唱

様剣勝綾織線場世，
謬み 机 �，�� ::�) 

" ，_嶋崎山崎_...泊偽曲制んよ 鴫
山 形 の縄文土器 ( テ ー マ展示)



48 展 示 改 装 整 備 事 業 報 告

嶋 む ら の く ら し ・ 出 羽 国の成立 と 条里制 ( テ ー マ展示)

武士の台頭 ( テ ー マ展示)
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城下町の く ら し ( テ ー マ 展示)

最上川 の舟運 ( テ ー マ 展示)



50 展 示 改 装 整 備 事 業 報 告

河岸の町 ・ 大石 田 (パ ノ ラ マ)

米づ く り の一年 ( テ ー マ展示)



山形県立博物館研究報告 第 5 号 1 9 8 4 年 3 月 5 1  

米づ く り の一年 ( テ ー マ展示)

大正の く ら し ， 昭和の く ら し ( テ ー マ展示)



52 展 示 改 装 整 備 事 業 報 告

山 形の郷土玩具

雪 と 山 形
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す
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浩
良
百
話
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日
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|
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|
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木
を
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る
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俊
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|

草
木
塔
に
学
ぶ

緑
保
護
の
心
後
世
に
|

草
木
塔
を
自
費
建
立

川
西
町
の
草
木
供
養
塔

小
山
田
信一
|

草
木
塔

自
然
信
仰
。草

木
塔。
を
見
直
そ
う

杉沢
唯
一
の
古
碑

中
山
三
十
三
観
音
入
口
の
草
木
供
養
塔

南
陽
の
草
木
供
養
塔



草
木
供
養
塔

在
建
立
年
代

西
置
賜
郡
飯
豊
町大
字
高
峰
字
毛
下
野

所

地

安永
六
年
(一
七
七
七)
十
月
十
日

大

さ
九
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

さ

高

1 9 8 4 年 3 月

幅

四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
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けげの
毛
下
野
は
白
川
ダ
ム
か
ら
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
流、
白
川
右
岸
の
集
落

で
あ
る
が、
昭
和
四
十
七
年
調
査
に
訪
れ、
部
落
南
方
約一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

山
中
の
路
傍
で
石
塔
を
発
見
し、
佐
藤
忠
蔵
氏
の
手
記
中
に
あ
る
写
真
と
照
合

し
て、
そ
の
形、
大
き
さ
か
ら
、

そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
判
断
し
た
が、
こ

の
石
面
に
は
全く
刻
字
ら
し
い
形
跡
が
認
め
ら
れ
ず、
こ
れ
に
よ
り
沿っ
て
建

つ
「
大
乗
妙
典
供
養
塔」
に
は
明
ら
か
に
「
安永
六
年
十
月
十
日」
が
刻
ま
れ

一
方
佐
藤
忠
蔵
氏
の
手
記
中
に
あ
る
写
真
は、
そ
の
文
字
が
い
か
に

て
い
る。

も
不
自
然
で
あ
り、
こ
れ
を
草
木
供
養
塔
と
す
る
こ
と
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る。

若
し
こ
れ
が
実
在
す
る
と
す
れ
ば、
年
代
的
に
最
古
の
も
の
と
な
る。

佐藤忠蔵氏の写真 を複写
( 昭 和35年 4 月 1 8 日 調査)
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報査調塔木草
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で
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た
が、
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尾
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川
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て
水
没
し
た
大
鹿
か
ら
西
方

月
に
訪
れ
た
と
き
は
す
で
に
廃
村
と
なっ
て
い
た。

昭
和
四
十
七
年
五

こ
の
塔
は
佐
藤
忠
蔵
氏
の
調
査
を
基
に
し
て
書
か
れ
た
川
崎
浩
良
氏
の
「
浩

良
百
話」(
昭
和
三
十
六
年)
中 、
県
内
に
残
る
草
木
供
養
碑
の
「
一
八、
草
木

供
養
塔

さ
れ
て
い
る
が、
探
す
こ
と
が
で
き
ず

、
佐
藤
手
記
に
あっ
た
写
真
(
複
写)

豊
川
村
高
峯」
に
当るもの
で
あ
り、
佐
藤
忠
蔵
氏
の
手
記
に
も
明
記

の
が
あ
る。

を
見
て
も
不
明
確
で
あっ
て
果
し
て
草
木
供
養
塔
で
あっ
た
か、
疑
わ
しい
も

佐藤忠蔵氏の写真の複写
( 昭和34年 9 月 1 7 日 調 査)

昭和47年5 月 24 日
三軒の住居 は 解体 さ れ無人境 と な っ て い た 。



四

大

杉

碑

所

上
山
市
阿
弥
陀
地
(
阿
弥
陀
堂
境
内)

在
地

建
立
年
代

明
治
三
十
六
年
(
一
九
O
三)
旧六月
十五日

大

一
九
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

さ

高
さ

1 9 8 4 年 3 月

幅

二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ

二
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

石
英
粗
面
岩
の
竿
石
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阿
弥
陀
堂
の
境
内
で
公
民
館
の
す
ぐ
そ
ば
に
建
っ
て
い
る。

そ
の
由
来
はく
わ
しく
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る。

碑面
正
面
に
は
「
大
杉
碑」
と
大
字
が
刻
ん
で
あ
る
が、

(
右
側
面)

惟
大
杉
由
来
数
百
年
栄
於
慈
樹
霊
依
哉
弥
陀
大
杉

而
明
治
三
十
五
年
九
月
廿
七
日
未
曽
有
為
暴
風
雨
置

安
其
周
囲二
丈
四
尺
高
十
五
丈
余
記
念
停
刻
於
石

(
左
側
面〉

明
治
三
十
六
年
奮
六
月
十
五
日
建
之

石
工
武
田
小
吉

(
裏
面)首

字
中
(
六
名)

世
話
人
(
十
二
名)
の
名
を
刻
む。
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固

大

杉

碑

所

在

地

西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
山
口
字
越
場

建
立
年
代

明
治
四
十
二
年
ハ
一
九
O
九)
三月二十
一日

大

き

さ
八
四セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

さ

高幅

四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ
二一一一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

lf:. 口

材

砂
岩

、
表
面
少
し
く
加
工

質

報査調塔木草

ど
ん
ない
様
(
山
の
神)
の
石
造
の
小
柄
の
前
に
建
っ
て
い
る。

古
老
の
語
る
と
こ
ろ、
ど
ん
な
い
様
の
前
に
杉
の
大
木
が
あっ
た。
大
正
の

頃
伐
り

倒
し
て
売
り

払っ
た。
そ
の
時
根
元
の
洞
穴
か
ら
白
い
蛇
が
出
た
と
い

ぅ。
村
人
は
神
の
使
い
だ、
崇
ら
れ
て
は
大
変
だ
と
相
談
し
て、
杉
の
伐
り

跡
に
大
杉
の
碑
を
建
て
た
と
い
う
が、
年
代
が
一
致
し
て
い
な
い。

碑
面
に
は
「
大
杉
碑」
の
大
文
字
と、
右
側
に
「
明
治
四
十
二
年
三
月
二
十

一
日
建
立」
左
側
下
方
に
「
大
瀧
正
覚」
と
あ
る。
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困

植
立
杉
供
養
塔

所

米
沢
市
大
字
入
田
沢
字
大
荒
沢

在

地

(
大
荒
山
不
動
尊
の
境
内)

建
立
年
代

明
治
三
十
二
年
(
一
八
九
九)
八
月

大

九
0
セン
チ
メ
ー
ト
ル

き

さ

高
さ

幅

五
八
セン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

一七
セン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

材

安
山
岩
の
自
然
石

質

大
荒
山
不
動
尊
の
境
内
で
あ
る
が、
社
殿
が
近
年
右
方
高
台
に
移
築
さ
れ
た

の
で、
碑
は
元
の
ま
ま
旧
社
殿
跡
地
の
前
左
側
に
建
つ。

碑
面
中
央
に
は
「
奉
納
植
立
杉
供
養
塔」
左
下
方
に「
氏
子
連
中」
と
あ

り
右
側
面
に「
明
治
三
十
二
年
八
月」
と
年
号
を
刻
む。

な
お、
台
座
に
は、
発
起
人
と
し
て
多
く
の
人
名
を
刻
ん
で
あ
る
が
判
読
が

困
難
で
あ
る。
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回

松

木

塔

所

狸
森

年
(
一
八
六
O)

一
一
0
セン
チ

六
九

メ
ー
ト
ル

在
年

代 地

上
山
市

万
延
7c 

九
月

建
立

大

高

さ

メ
ー
ト
ル

き

さ

幅

セン
チ

厚

二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

止と口

材

安
山
岩
の
自
然
石

質

報査調塔木草

山
元
小
中
学
校
の
少
し
手
前

(
東
方)
旧
道
北
側
の
磨
崖
悌

の
前
に、
湯
殿
山、
犬
供
養
塔

な
ど
と
共
に
無
造
作
に
建
て
ら

れ
て
い
る。

碑
面
に
は
中
央
に
「
松
木
塔」

の
巨
大
な
字
が
掘
ら
れ、
そ
の

右
側
に
「
寓
延
元
庚
申
年」
左

側
に
「
九
月
吉
祥
日」
と
あ
る。

松木塔の 前 に あ る の が「犬供養塔」



1 9 8 4 年 3 月第 5 号山形県立博物館研究報告79 

国

大
杉
大
明
神

所

在

地

南
陽
市
竹
原
寺
原
峠

建
立
年
代

嘉永
七
年
(
一
八
五
四)
三
月

大

六
0
セン
チ
メ
ー
ト
ル

き
さ

高
さ

幅

一一一
一セン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

一
五
セン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

材

墓
石
形
加
工

質

凝
灰
岩

国

大
杉
大
明
神

所

在

建
立
年

代

大
き

材

梨
郷
駅
の
近
く
か
ら
北
へ
土
平
に
通
ず
る
道

を
約一・五キロメートル
行っ
た寺坂
峠の
旧道ぞ

い
の
杉
の
老
木
(
一
本
杉)
の
根
方
に
あ
る。

回
の
碑
面
に
は、
正
面
に「
大
杉
大
明
神」

「
先
祖
代
々
供
養」
の
二
行
が
刻
ま
れ
左
側
面

に「
嘉永
七
寅
三
月
吉
日」
と
あ
る。

国
は
中
央
に「
大
杉
大
明
神」
左
側
に
「
土

屋
運
四
郎」
は
明
ら
か
で
あ
る
が、
右
側
の
年

号
は
磨
滅
し
て
読
み
と
れ
な
い。

地

南
陽
市
竹
原
寺
原
峠

不
明

さ

高

五
五
・
五
セン
チ
メ
ー
ト
ル

さ
幅

四

セン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

質

凝
灰
岩
加
工



78 

囚

松
之
木
供
養

明
覚
院
法
師

所

長
井
市
五
十
川
宇
野
際
(
お
薬
師
様
境
内
)

在

地

建

立

年

代

文
政
八
年
(
一
八
二
五
)
三
月

大

ハ
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

高

さ

さ

幅

一
二
ハ
・

一二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

8:::. 
に3

材

凝
灰
岩
、
墓
石
形
に
一加
工

質

報査調塔木草

古
老
の
話
に
よ
る
と
、
こ
こ
野
際
か
ら
勧
進
代
平
ま
で
続
い
た
松
林
が
あ

っ

た
。
そ
れ
が
年
と
共
に
伐
ら
れ
て
し
ま

っ
た
が
、

そ
の
古
根
を
掘
り
起
し
て
細

か
く
割
っ
た
も
の
や
鰹
節
の
よ
う
に
な

っ
た
松
や
に
が
夜
の
灯
火
で
あ

っ
た
。

ま
た
そ
れ
を
売

っ
て
暮
し
の
足
し
に
し
た
の
で
、
松
の
木
に
感
謝
し
そ
の
霊
を

供
養
す
る
た
め
に
明
覚
院
法
師
を
導
師
と
し
て
こ
の
碑
を
建
て
た
と
伝
え
る
。

こ
の
碑
は
、
も
と
五
十
川
の
字
若
柳
と
野
際
を
流
れ
る
十
ケ
沢
に
か
け
た
下

新
堀
の
渡
し
樋
の
北
約
六

0
メ
ー
ト
ル
の
田
の
中
に
あ

っ
た
も
の
を
、
出
来
ケ

沢
改
修
工
事

の
と
き
野
際
の
薬
師
堂

の
敷
地
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
年

薬
師
堂
を
移
転
し
た
の
で
碑
も
一
し
ょ
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

碑
面
に
は
、
中
央
に
「
明
覚
院
法
師
」

右
側
上
方
に
「
松
之
木
供
養
」

を
刻
み
右
側
面
に
「
文
政
八
酉
三
月
吉
日
」
と
あ
る
。



回

大
杉
大
明
神

所

在

地

山
形
市
大
字
津
金
沢
字
熊
野
堂

(
熊
野
神
社
境
内)

建
立
年
代

文
化
十
三
年
〈
一
八
二ハ〉
十
二
月

1 9 8 4 年 3 月

一
四
二
セン
チ
メ
ー
ト
ル

大

き

さ

高
さ

市高

五
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ

四
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
の
自
然
石
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熊
野
神
社
社
前
左
側
に
あ
る。
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と、
昔
境
内
に
は

杉
が
うっ
蒼
と
繁
り
中
で
も
雌
杉 、
雄
杉
と
称
す
る
巨
樹
が
見
事
で
あっ
た。

雌
杉
は
今
に
残っ
て
お
り、
「
津
金
沢
の
大
ス
ギ」
と
称
し
て
山
形
県
指
定

天
然
記
念
物
に
なっ
て
い
る
が、
西
方
の
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
あっ
た
雄
杉

は
一
部
の
村
民
に
よっ
て
営
利
の
為
に
伐
採
処
分
さ
れ
た。
と
こ
ろ
が
間

も
な
く
村
内
に
疫
病
が
流
行
し
た
の
で
神
罰
の
致
す
と
こ
ろ
と
こ
の
碑
を
建

て
雄
杉
の
霊
を
慰
め
た
も
の
と
い
う。

碑
面
に
は
「
大
杉
大
明
神」
と
大
き
く
刻
み、
左
側
面
に
「
文
化
十
三
丙

「
慈
運
口」
と
あ
る。
と
こ

子
年
十
二
月
口
日」
右
側
面
に
詳
で
な
い
が、

ろ
が、
裏
面
に
「
弘
化
二
乙
巳
年

敬
立
之」
「
当
村
若
者
中」

月
日

「
開
眼
導
師
大
先
達
知
教
法
印」
と
あ
る
の
で、
こ
の
碑
の
建
立
年
代
を

弘
化
二
年
と
記
し
た
も
の
も
あ
る
が、
あ
る
い
は
建
立
後
三
十
年
を
経
た
弘

化
二
年
に
改
め
て
お
祭
り
を
し
裏
に
刻
ん
だ
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら

れ
る。
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国

大
木
大
明
神

所

南
陽
市
池
黒

在

地

建
立
年
代

文
化
十
二
年
〈
一
八
一
五)
七
月
六
日

大

高

一
O
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き
さ

さ
幅

四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
底
部

四
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

tヒ仁耳

厚

二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

報

材

質

凝
灰
岩

、
表
面
加
工

査調塔木草

池
黒
の
川
合
輝
男
氏
の
所
有
地
に
建
っ
て
お
り、
ケ
ヤ
キ
の
大
木
を
供
養
し

た
と
伝
え
て
い
る。
基
部
近
く
か
ら
折
れ
倒
れ
て
い
た
も
の
を
修
復
し
た
形
跡

が
あ
る。

碑
面
に
は
中
央
に「
大
木
大
明
神」
そ
の
右
側
に
「
文
化
十
二
乙
亥
天」
左

側
に
「
七
月
六
明
日」
と
独
得
の
刻
字
が
明
瞭
で
あ
る。



第 5 号

田
杉
沢
の

板
碑

所

在

飽
海
郡
遊
佐
町
大
字
杉沢
字
上
岡
本

地

建
立
年

代

永
享
五
年
二
四
三
三)
七
月
七
日

大

一
六
五
セン
チ
メ
ー
ト

ル

高

き
さ

さ

1 9 8 4 年 3 月

幅

七
O
l

五
0
セン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ

一一一
一セ
ン
チメ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
質
加
工
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杉
沢
部
落
の
熊
野
神
社
の
南、
墓
地
の
一
隅
に
あ
る
古
い
板
碑
で、
昭
和
三

十
四
年
福
応
寺
那
須
担
導
師
に
よっ
て
次
の
ように
解読された。
法
華
経
供
養

の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
松
を
植
え
た
そ
の
記
念
碑
と
も
い
う
べ
き
も
の
で、

年
代
的
に
は
か
け
離
れ
て
古
く
他
の
草
木
塔
と
の
連
係
は
考
え
ら
れ
な
い
が、

一
応
草
木
塔
類
似
の
も
の
と
し
て
記
載
し
た。

�・
-ft: 呉

〔夜信此他》

主主天日七月七日熊野別宮廿二代三川口口市口法制十組供養口口口口千本松岡也

持継者薬跡
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⑩ 

木

塔

草

所

在

福
島
県
耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村赤
崎

地

建
立
年
代

安
政
六
年
〈
一
八
五
九)
六
月
六
日

大

七
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高

さ
き

さ
幅
・

厚
さ
共
に
四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

不
明
墓
石
形
に
加
工

&. 口報査調搭木草

赤
崎
部
落
の
北
端
金
屋
部
落
に
く
い
こ
ん
だ
所
の
小
学
校
庭
の
一
隅
で
県
道

ぞ
い
に
あ
る
が、
も
と
は
熱
塩
温
泉
へ
の
旧
道
沿い
に
建
て
ら
れ
て
い
た
も
の

で、
い
つ
の
頃
か
今
の
県
道
沿
い
に
他
の
石
碑
と
共
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば、
昔赤
崎
部
落
に
甚
三
郎
と
い
う
樵
が
住
ん
で
い

た。
い
つ
し
か
年
老い
て
隠
居
の
身
と
なっ
た
が、
長
い
人
生
を
ふ
り
返っ
て

「
長い
間
木
を
切
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
過
し
て
き
た
が、
い
く
ら
仕
事
と
は

い
え
育
ち
盛
り
の
若
木
か
ら
何
百
年
を
経
た
老
木
ま
で
何
千
何
万
と
い
う
樹
木

の
生
命
を
断っ
た。
自
分
は
何
と
罪
深
い
こ
と
を
し
て
き
たか」
とこ
の
塔を建

て
て
木
々
の
霊
を
供
養
し
た
と
い
う。

現
在
山
形
県
以
外
の
地
に
あ
る「
草
木
塔」
は
こ
れ
が
唯
一
基
で
あ
る
が、

こ
の
地
は
山
形
県
境
ま
で
十
数キ
ロ
メ
ー
ト
ル、
隣
接
す
る
旧
中
津
川
村
と
は

山
道
に
よ
っ
て
交
流
の
あっ
た
と
こ
ろ
で、
そ
の
関
連
に
よっ
て
建
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。



⑨ 
草
木
供
養
塔

所

西
村
山
郡
大
江
町
柳
川

在

地

建
立
年

代

昭
和
十
五
年
ハ
一
九
四
O)

大

一
七
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高

き
さ

さ

1 9 8 4 年 3 月

幅

中
央
部
八
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、

底
部
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ

五
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

花
崩
岩
加
工
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青
柳
部
落
か
ら
月
布
川
渓
谷
ぞ
い
に
古
寺
へ
の
道
を
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進

ん
だ
路
傍
に
建
て
ら
れ
て
い
る。

碑
面
に
は
中
央
に「
草
木
供
養
塔」
そ
の
右
側
に「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念」

左
側
下
方
に「
柳
川
山
林
組
合」
と
あ
る。
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⑩ 

草

木

塔

所

在

建
立
年
代 地

東
置
賜
郡
高
畠
町
大
字
上
和
田
字
太
田

明
治
九
年
〈
一
八
七
六)
八
月
八
日

大

き

高
さ
九
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

幅

六一一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ
五
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ll:: p 

材

安
山
岩
で
表
面
加
工

質

報査調塔木草

葡
萄
園
の
一
隅
で
あ
る
が
「
右
山

道、
左
も
に
わ」
の
追
分
石
の
あ
る

旧
道
の
わ
か
れ
に
あ
る。

碑
面
に
は
中
央
に「
州
木
塔」
右

側に
「明
治九子年
八月
八
日」
左
側

に
「
入
曾
村」
と
@
と
同
様
の
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
る。
ま
た
そ
の
背
後

に
あ
る
台
座
の
側
面
に
は
「
世
話
人

金
子
仁
三
郎
金
子
文
右エ
門

子
徳
右
エ
門、
石
工
我
妻
喜
惣
兵

工」
の
名
が
あ
る。

な
お、
こ
の
塔
の
そ
ば
に
単

に「
州
木
塔」
と
刻
ん
だ
高
さ

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
幅

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
厚
さ
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
塔

が
立
て
か
け
て
あ
る
が
年
代
は

不
明。

金

左側に 小 さ な 「州木塔」右側 に 台石
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⑮ 

鈎
堀
の
そ
ば
の
葡
萄
園
の

草

塔

一
隅
に
倒
伏
し
た
ま
ま
放
置

木

さ
れ
て
い
る。

在

建
立
年
代

東
置
賜
郡
高
畠
町
大
字
上
和
田
字
太
田

碑
面
に
は「
草
木
塔」
そ

所

地

明
治
九
年
(
一
八
七
六)
八
月
八
日

の
右
側
に「
明治
九
子
年
八

大

一
0
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

月
八
日」
左
側
に「
入
曾
村」

高

き
さ

さ
�ïii 

四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

と
あ
り、
左
側
面
に
「
世
話

二
宮
仁
左
エ
門、
二
宮

厚

四
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

人

さ

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

惣
兵
ェ、
我
妻
治
三
郎、

工
佐
藤
八
三
郎」
と
刻
ま
れ

て
い
る。

石

昭和58年 1 0 月 の現況
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⑩ 
草
木
供
養
塔

の
小
柄
の
あ
る
小
高
い
丘

在

東
置
賜
郡
高
畠
町
大
字
上
和
田
字
太
田

道
路
(
ま
っ
た
け
ぶ
ど
う
ラ
イン)
東
側
の
葡
萄
圏
内
に
残
さ
れ
た
大
日
堂

の
上
に
あ
る。

面
に
刻
字
さ
れ
た
も
の
で
幸
う
じ
て「
奉
供
殻
草
木

年
号
は
全
く
わ
か
ら
ず、
左
側
に
「口
話
人

碑
面
は
凹
凸
の
ま
ま
の

所建
立
年

代

不
明

塔」
と
読み
と
れ
る
が、

地

二
十

大

一
O
八
セン
チ
メ
ー
ト
ル

五
人
口
白」
と
あ
る
の
み。

高

き

さ

さ
幅

四
五
セン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

二
0
セン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

.tt 仁3

材

安
山
岩

質

報査調塔木草

i _!..ト イ失
f え ?子ヘ / \ 一 ;1-，，- ノ 1
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⑮ 
草
木
供
養
塔

所

在

地

西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
十
王
字
小
四
王

(
五
十
峯
準一
氏
宅
地
内)

建
立
年
代

明
治
二
十
四
年
三
八
九一)
九
月
吉
田

大

さ
七
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

高

さ

幅

もっ
と
も
広
い
と
こ
ろ
四
五
セ
ン

昌二l=t 

チ
メ
ー
ト
ル、
基
部
一
四
セ
ン
チ

報

メ
ー
ト
ル

査

材

質

安
山
岩

、
表
面
加
工

調塔木草

五
十
峯
準一
氏
宅
地
入
口
の
右
側
に
あ
る。
裏
山一
帯
が
上
杉
藩
の
領
地
で、

そ
の
管
理
の
役
を
代
々
つ
づ
け
て
き
た
の
が
五
十
峯
家
で、
曽
祖
父
惣
吉
の
時

代
に
山
林
を
伐
採
し
た
と
き、
そ
の
感
謝
慰
霊
の
た
め
に
建
立
し
た
も
の
で
あ

る
が、
現
所
在
地
は
家
量
改
築
に
際
し
て
移
し
た
所
とい
う。

碑
面
に
は
「
草
木
供
養
塔」
そ
の
左
側
に
「
元
山
五
十
峯
惣
吉」
と
あ
り、

裏
面
に
「
明
治
廿
四
年
九
月
吉
田」
の
文
字
が
あ
る。
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⑪ 
財
木
供
養
塔

在

建
立

年
代

所

地

西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
深
山
字
橋
本

慶
応
二
年
(
一
八
六
六)
十
月

大

さ
八
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

高

さ

1 9 8 4 年 3 月

幅

上
部
の
広
い
と
こ
ろ
五
九
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル、
底
部
四
三
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル

厚
さ
一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

花
崩
岩
の
自
然
石

67 

橋
本
部
落
入
口
の
道
路
か
ら

東
方
へ
少
し
離
れ
た
畑
地
の
一

隅
に、
庚
申
塔、
山
神
等
の
多

数
の
石
塔
群
の
中
に
あ
り、
こ

の
地
を
土
地
の
人
々
は
山
の
神

様
と
称
し
て
い
る。

碑
面
に
は
「
財
木
供
殻
塔」

左
側
に
「
樋口
金
右
エ
門」
と

あ
り、
裏
面
右
側
に
「
慶
臆
二

寅
十
月」
と
年
号
を
刻
む。

建立地 に あ る 石碑群
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⑩ 
材
木
供
養
塔

所

在

建
立
年
代 地

西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
深
山
字
橋
本

文
化
七
年
(
一
八
一
O)
九
月

大

き

さ

高
さ
九
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

申高

五
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

底
部
三
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

止ヒ仁3

厚
さ
四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

報

材

角
喋
凝
灰
岩
質
の
自
然
石

質

査調塔木草

橋
本
か
ら
上
ノ
台
へ
通
ず
る
旧
道
の
路
傍
に
立
て
か
け
て
あ
る。
そ
ば
に
地

蔵
堂
が
あ
り
以
前
は
倒
伏
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が、
も
と
も
と

は
碑 こ
面 の
に 附
は 近
「 に
パ を建
ン 主立

し
た
も
の
で
あ
ろ
フ。

材
木
供
養
塔」
そ
の
右
側
に
「
文
化
七
庚
午
天
願
主」

左
側
に
「
九
月
吉
祥
日
弥
五
郎」
と
明
記
さ
れ
て
い
る。
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碑
面
に
明
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り、
山
形
県
林
業
公
社
に
よ
る
造
林
記
念
に、

⑩ 

塔

草

木

飯
豊
町
森
林
組
合
が
建
立
し
た
も
の
で、
所
在
地
は
小
国
町
の
地
内
で
は
あ
る

が、
九
才
峠か
ら
小
国
町
と
飯
豊
町
の
境
界
線
で
あ
る
尾
根
筋
に
設
け
ら
れ
た

所

西
置
賜
郡
小
国
町
大
字
大
石
沢
字
桧
椛

林
道
を
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
へ
進
み、
わ
ず
か
に
稜
線
か
ら
小
国
町
に
入っ

て
い
る
た
め
で
あっ
て、
実
態
は
飯
豊
町
所
在
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る。

在

地

建
立

年
代

昭
和
五
十
六
年
(
一
九
八
一)
九月

大

六
七
セン
チ
メ
ー
ト
ル

安
山
岩
の
大
岩
塊
の
台
座
に
花
岡
岩
の
二
本
の
脚
に
支
え
ら
れ
た、
漆
黒
の

高

き
さ

さ
幅

一
O
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

玄
武
岩
質
の
外
国
産
石
材
で、
碑
面
に
は
横
書
き
で
「
草
木
塔」
「
飯
豊
町
長

そ
の
下
に
地
権
者
代
表、
労
務
責
任
者、
協
力
者
の

材

外
国
産
の
玄
武
岩
質
の
加
工

樋口
倹
三
書」
と
あ
り、

質

名
が
刻
ま
れ
て
い
る。



64 fr. ロ報査調塔木草

⑩ 
草

塔

木
所

在

地

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
下
屋
地

(
竹
村
喜
助
氏
宅
地
内)

建
立

年
代

昭
和
五
十
一
年
ハ
一
九
七
六)
八
月

大

二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高

き
さ

さ
幅

五
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

一
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

旧
中
津
川
村
で
多
年
郷
土
史
関
係
の
万
般
に
つ
い
て
情
熱
を
燃
し
そ
の
調
査

に
あ
たっ
て
こ
ら
れ
た
竹
村
喜
助
氏
が
独
力
で
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
が、
未

だ
自
宅
前
に
立
て
か
け
て
あ
る
だ
け
で
建
立
地
を
定
め
て
い
な
い。

碑
面
に
は

、
横
書
き
で「
草
木
塔」

「
竹
村
喜
助

「
昭
和
五
十
一
年
八
月」

建
立」
の
文
字
が
三
行
に
刻
ん
で
あ
る。
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⑩ 

木

塔

草

所

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
上
原
字
下
高
瀬 、

在

地

(
高
橋
要
一
氏
宅
地
内〉

建
立
年
代

昭
和
二
十
九
年
三
九
五
四)
七
月

大

二ハ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高

き

さ

キC
幅

底
部
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

上
部
一
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

も
と
須
郷
へ
通
ず
る
旧
道
の
六

角
峠
の
厳
の
中
に
放
置
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
が、
昭
和
五
十

年
所
有
者
で
あ
る
高
橋
要
一
氏
が

自
宅
前
に
移
し
保
存
を
は
かつ
て

い
る。碑

面
に
は、
「
草
木
塔」
右
側

に
「
昭
和
廿
九
年
七
月」
、

て
右
側
面
に「
高
橋
春
美

才」
と
あ
る。
高
橋
春
美
は
明
治

二
十
八
年
飯
豊町上原に
生まれ
同

地
に
住
み
昭
和
三
十
六
年
四
月
に

死
亡
し
て
い
る。

そ
し十

六 角 峠 に放置 さ れ て い た
( 昭和49年療影 )
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⑩ 

木

塔

草

所

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
小
屋
字
羽
黒

在

地

(
羽
黒
神
社
境
内)

建

立

年

代

大
正
三
年
(
一

九
一

四
)

十
月

大

一

O
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

高

き

さ

さ

幅

上
部
で
三
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

告

下
部
の
広
い
と
こ
ろ
で
四
二
セ
ン

報

チ
メ
ー
ト

ル

査

厚

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

さ

調

材

安
山
岩
の

自
然
石

質

塔木草

羽
黒
神
社
の
境
内
社
殿
の
右
側
に
あ
る
。

近
年
彫
り

直
し
を
行
い

基
部
を
コ

ン
ク
リ
l
卜

で
か
た
め
た

。

碑
面
に
は

、

中
央
に
「
草
木
塔
」

そ
の
右
側
に
「
大
正
三
年
十
月
」

左
側
に

「
大
字
小
屋
」

を
刻
む

。



九
才
峠
か
ら
小
国
町
と
の
境
界
を
北
方
へ
約
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
路
傍

⑩ 

草

塔

に
建
て
て
あ
る
が
、
昭
和
四
十
九
年
道
路
改
修
に
際
し
て
こ
こ
に
移
し
た
も
の

木

と
い
ト
フ
。

所

地

西
置
賜
郡
大
字
白
川
字
大
谷
地

碑
面
に
は
中
央
に
「
草
木
塔
」
右
側
に
「
明
治
三
拾
四
年
」
左
側
に
「
旧
六

月
建
之
」
と
あ
り
、
右
側
面
に
「
斎
藤
松
蔵

在

建

立

年

代

中
善
寺
辰
次

伊
藤
福
馬

鈴

明
治
三
十
四
年
(
一
九

O
一
)
旧
六
月

大

六
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

木
五
郎
右
エ
門
」
の
名
を
刻
む
。

き

高

さ

さ

1 984年 3月

幅

上
部
一

0
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル

、

底
部
三

一
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル

厚

キ
C

二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
の
自
然
石
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⑩ 

草

木

塔

あ
る
。
昭
和
四
十
二
年
の
羽
越
水
害
後
川
底
に
流
れ

つ
い
て
い
た
も
の
を
拾
い

宇
津
沢
部
落
を
過
ぎ
宇
津
沢
川
の
上
流
滝
の
沢
の
山
道
の
傍
に
立
て
か
け
て

所

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
宇
津
沢

あ
げ
た
も
の
で
、
も
と
附
近
の
山
道
に
建
て
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
ろ
う。

碑
面
に
は
、
中
央
に
「
草
木
塔
」

、
そ
の
右
側
に

「
明
治
弐
拾
弐
口
」
そ
の

在

地

建

立

年

代

明
治
二
十
二
年
〈
一
八
八
九
)
八
月
二
十
日

大

ム
ハ
占
ハ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高

き

さ

キ
C

1 984年 3月

幅

二
八

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

厚

さ

二

0
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル

質

安
山
岩
の
自
然
石
、
碑
面
少
し
加
工

材

第 5号山形県立博物館研究報告59 

下
に
「
施
主

連
中
」
と
刻
む
。 佐

東
口
口

山
口
助
国
」
左
側
に
「
八
月
廿
口
」
下
方
に
「
若

! t込三/
C2j 

u 
J
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#
・
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昭
和
四
十
二
年
八
月
の
羽
越
水
害
に
よ

っ
て
流
失
し
て
し
ま
い
、
白
川
ダ
ム

⑩ 

木

塔

に
よ
る
水
没
地
帯
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
以
前
小
坂
部
落
南
端
に
白
川
に
か

昭
和
四
十

草

所

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
小
坂

け
た
上
覧
橋
が
あ

っ
た
。
そ
の
西
の
た
も
と
に
あ

っ
た
も
の
で
、

年
の
当
時
は
写
真
の
と
お
り
前
の
め
り
に
傾
む
い
て
お

っ
た。

在

地

建

立

年

代

明
治
十
八
年
(
一
八
八
五
)
八
月
八
日

碑
面
に
は
中
央
の
「
草
木
塔
」
と
右
側
の
「
明
治
十
八
年
八
月
八
日

一
村
」

幅

四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
文
字
が
明
ら
か
で
あ

っ
た。

大

一
三

0
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル

高

き

さ

さ

1 984年 3月

厚

さ

ニ
0
セ
ン

チ
メ

ー
ト
ル

質

安
山
岩
の
自
然
石

材
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昭和41年 7月2日撮影



56 

⑩ 

草

木

塔

所

在

地

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
川
内
戸

明
治
十
六
年
〈
一
八
八
三)
七
月

建
立
年

代

大
き

さ
八
六セ
ン
チ
メ
ー
トル

さ

高幅

四
九セ
ン
チメ
ート

ル

厚

二
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

告

材

安
山
岩
の
自
然
石

質

報査調塔木草

川
内
戸
公
民
館
の
南
側
に
庚
申
塔、
古
峯
神
社、
湯
殿
山
な
ど
七
基
が
並
ん

で
建
て
ら
れ
て
い
る
左
端
の
も
の
で
あ
る
が、
以
前
は
公
民
館
前
面
の
道
路
に

面
し
で
あっ
た
も
の
で
あ
る。

碑
面
に
は、
中
央
に「
州
木
塔」
そ
の
右
側
に「
明
治
十
六
年
七
月」
左
側

に
ご
村
中」
と
あ
る。



第 5 号

⑩ 

木

塔

草

所

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
宇
津
沢
字
馬
神
沢

在

地

建
立
年
代

慶
応
元
年
(
一
八
六
五〉
六
月
吉
田

大

高

九
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

さ

さ

1 9 8 4 年 3 月

幅

ハ
九セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ

九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

山形県立博物館研究報告55 

宇
津
沢
部
落
中
ほ
ど
の
道
路
の

北
側
杉
の
根
方
に
建
立
さ
れ
て
い

る
が、
昭
和
四
十
六
年
当
時
は
道

路
南
側
の
水
田
の
一
隅
に
う
つ
ぶ

せ
に
倒
れ
て
い
た。
多
分
基
盤
整

備
事
業
の
際
こ
の
附
近
に
あっ
た

も
の
が
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
る。
埋
没
部
を
含
め
た
全
長

は
一
O
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た。碑

面
に
は
中
央
に「
草
木
塔」 、

そ
の
右
側
に「
慶
臆
元
乙
丑
年」

左
側
に「
六
月
吉
日
山
口
八
良

左
エ
門」
と
刻
ん
で
あ
る。

水 田 の一隅に う つ ぶ せ に な っ て 放置 さ れ て
い た も の を 掘 り 起 す ( 昭和46年撮影)



54 

⑩ 

塔

草

木
在

建
立
年
代

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
白
川

所

地

文
久
二
年
(
一
八
六
二)
八
月

大

高

七
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

さ

-A」
幅

基
部
の
広
い
と
こ
ろ
で
五
Oセ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

色ニI=l 

厚

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

報

材

安
山
岩
の
自
然
石

質

査調塔木草

白
川
寺
の
境
内、
参
道
の
左
側
に
湯
殿
山
な
ど
の
石
碑
と
並
ん
で建
つ。

碑
面
に
は、
中
央
に「
草
木
塔」
そ
の
頭
部
に
種
子
ら
し
き
も
の
が
見
え
る

が
判
然
せ
ず。
左
側
に「
文
久
二
成
年」
右
側
に「
八
月
初
天」
の
文
字
を
刻

む。



⑨ 

草

木

塔

所

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
塩
ノ
畑

在

地

建

立

年

代

安
政
五
年
(
一

八
五
八
)

大

一

三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

き

さ

高

さ

1 984年3月

幅

九
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

厚

大」

二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

材

質

花
岡
岩
の
自
然
石

第5号山形県立博物館研究報告53 

塩
ノ
畑
地
内
道
路
の
北
側
に
沿
い

水
田
の
一

隅
に
あ
る
。

も
と
は
少
し

北
方
の
ケ
ヤ
キ
の
下
に
あ
っ
た
が
基

盤
整
備
工
事
に
伴
な
い
現
在
地
に
移

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

碑
面
に
は 、

中
央
の
「
草
木
塔
」

の
文
字
は
明
瞭
で
あ
る
が 、

風
化
磨

滅
が
甚
だ
し
く
右
側
の
年
号
の
読
み

に
つ
い
て
は 、

佐
藤
忠
蔵
氏
は
「
享

続
五
年
八
月
」

、

戸
川
安
章
氏
は
「

〈
羽
陽
文
化
一

O
O
号
)

に
じ
て
い
る
が 、

今
回
拓
本
を
と
っ

延
享
四
年
」

て
精
査
し
た
結
果
「
安
政
五
戊
午
歳
」

が
正
し
い
こ
と
が
判
明
し
た

。

右端が草木塔(昭和58年現況)
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⑩ 

木

塔

草
所
在

建
立
年

代 地

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
広
河
原
字
原
崎

天
保
十
年
(
一
八
三
九)
四
月
八
日

大

さ
八
四セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

さ

高。耳

七
五セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

上
部
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 、

さ

告

下
部
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

報

材

安
山
岩
の
自
然
石

質

査調塔木草

広
河
原
部
落
の
入
口
ハ
北
端)

の
橋
を
渡っ
て
す
ぐ
右
手
に
建
つ。

古
く
は
こ
こ
が
通
路
で
あっ
た
ら

しい。
昭
和
四
十
六
年
当
時
は
今

の
道
路
沿
い
に
一
軒
の
住
宅
が
あ

り
そ
の
裏
手
に
こ
の
塔
が
建
っ
て

い
た
が、
現
在
は
住
宅
は
完
全
に

撤
去
さ
れ
附
近
一
帯
は
タ
ラ
ノ
キ、

ク
マ
イ
チゴ
が
生い
繁
り
蔓
草
に

お
お
わ
れ
て
塔
の
所
在
は
全
く
判

ら
ず、
よ
う
や
く
薮
の
中
に
倒
伏

し
て
い
る
大
石
を
見
つ
け、
裏
返

し
て
こ
の
塔
で
あ
る
こ
と
を
つ
き

と
め
た。
見
守
る
者
も
な
い
ま
ま

に
雪
の
た
め
倒
伏
し
た
も
の
ら
し

u、。碑
面
は
中
央
に「
草
木
塔」
の

大
文
字、
右
側
に「
天
保
十
年」

左
側
に「
四
月
八
日」
の
文
字
が

明
ら
か
で
あ
る。

小
山
田
信
一
氏
の
豆
本「
草
木

塔」
十
七
頁
所
載
の
写
真
は、
こ

れ
と
は
別
の
も
の
で
あ
る。

昭和58年 1 0 月 1 7 日 、 や ぶ の 中 か ら 掘 り 起 し た も の
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権
平
峠
へ
通
ず
る
旧
道
の
わ
か
れ、

⑮ 

庚 ， 土
申 堤
塔 の
な 上
ど に
六 馬
基 頭
の 観
石 世
塔 音
ヵ:
並 湯
立 殿
し 山

草

木

塔

所
在

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
小
屋
字
小
手
屋

て
い
る
が、
そ
の
左
か
ら
二
番
目
が

地

建
立
年
代

文
政
十
三
年
(
一
八
三
O)
三
月
十
三
日

草
木
塔
で
あ
る。

大

高

七
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

碑
面
に
は
中
央
に「
草
木
塔」
右

き
さ

さ
幅

三
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

側
に「
文
政
十
三
年」
左
側
に「
三

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

月
十
七
日」
の
文
字
が
明
ら
か
であ

る。

51 

左か ら 2 番 目 が 「草木塔」



50 

⑩ 
草
木
供
養
塔

所
在

東
置
賜
郡
川
西
町
大
字西
大
塚

地

昭
和
四
十
七
年、
自
然
保
護
の
戸
が
もっ
と
も
高
まっ
た
こ
ろ、
川
西
町
自

然
保
護
の
会
の
会
長
で
あっ
た
高
橋
通
三
郎
氏
が
独
力
で
自
宅
の
庭
に
建
立
し

た
も
の
で
あ
る。

碑
面
に
は「
草
木
供
殻
塔」
そ
の
左
側
に「
草
木
を
愛
し
て
そ
の
め
ぐ
み
に

(
高
橋
通
三
郎
氏
宅
地
内)

感
謝
し
青い
地
球
を
守
ろ
う」
と
刻
ん
だ。
裏
面
に「
紀
元一
九
七
二
年
建
立」

と
あ
る。

建
立
年
代

昭
和
四
十
七
年
(
一
九
七
二〉
九
月
十
日

大

一
三
五
セ
ン
チ
メ
ート

ル

き

高

さ

さ
幅

八
0セ
ン
チメ
ート

ル

告

厚

二
七セ
ン
チ
メ
ー
トル

大」

報

材

質

花
崩
岩
の
自
然
石

査調塔木草
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⑩ 

草
木
供
養
塔

中
郡
駅
か
ら
北
へ
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
か
ら
西
へ
分
か
れ
る
道
を

ま
た
五

0
0
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
登

っ
た
墓
地
隣
接
の
薮
の
中
に
あ
る
。

角
柱
状
の
加
工
石
で
正
面
に
は
「
草
木
供
殻
塔
」
右
側
面
に
「
大
正
八
年
十

所

在

地

東
置
賜
郡
川
西
町
時
田

建

立

年

代

大
正
八
年
(
一
九
一
九
)
十
月
二
十
三
日

月
二
十
三
日
」
左
側
面
に
「
高
橋
弥
平
次

大
木
平

大
木
口
弥

高
橋
口
口

大

一
三
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

吉
」
を
二
行
に
刻
む
。

き

高

さ

さ

1 984年 3月

幅

一
一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

さ

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

凝
灰
岩
の
加
工

第 5号49 
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⑨ 
草
木
供
養
塔

所
在
地

建
立
年
代

大

東
置
賜
郡
川
西
町
下
小
松
〈
龍
蔵
神
社
境
内)

明
治
二
十
五
年
(
一
八
九
二)
十
月

一
三
七セ
ン
チ
メ
ー
トル

き
さ

高
さ

幅

中
央
部
五
九セ
ン
チ
メ
ー
トル 、

下
部
の
広
い
と
こ
ろ
七
五
セ
ン
チ

tI::. 

メ
ー
トル

口報

厚
さ
二
九
l

三
七セ
ン
チ
メ
ー
トル

査

材

安
山
岩
の
表
面
加
工

質

調塔木草

龍
蔵
神
社
の
境
内
参
道
の
左
側
に
あっ
て、
凝
灰
岩
の
台
座
の
上
に
建
つ。

てんしょ

よ
く
磨
か
れ
た
碑
面
に
は
中
央
に
筆
書
で「
草
木
供
養
塔」
右
側
に「
明
治

廿
五
年
歳
在
壬
辰
十
月」
左
側
下
方
に「
度
外
老
人
書」
と
あ
る。



⑩ 

木

塔

草
所
在
地

東
置
賜
郡
川
西
町
上
奥
田
字
飯
原

建
立
年
代

明
治
九
年
(
一
八
七
六)

大

さ
ハ
0
セン
チ
メ
ー
トル

き
さ

高

1 9 8 4 年 3 月

幅

二
九
セン
チ
メ
ー
トル

厚
キC
一
七
セン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

凝
灰
岩
墓
石
形
に
加
工
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道
路
西
側
に
大
宮
様
と
い
う
石
の
小
嗣
が
あ
り
そ
の
前
方
に
二
段
の
台
石
の

上
に
建
て
て
あ
る。

碑
面
中
央
に
は「
草
木
塔」
そ
の
下
の
横
に
ご
村
中」 、
右
側
に「
明
治

九
年」
と
あ
る
が
左
側
の
月
日
は
摩
滅
し
て
不
明
で
あ
る。
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⑩ 
草
木
供
養
塔

所
在
地

東
置
賜
郡
川
西
町
大
字
時
田

(
四
柳
清
徹
氏
宅
地
内)

建
立
年
代

明
治
二
年
(
一
八
六
九)
三
月

大
き

大」
ハ
0
セン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

高幅

中
央
部
で
三
五
セン
チ
メ
ー
ト
ル

告

厚

一
六
セン
チ
メ
ー
ト

ル

さ

報

材

凝
灰
岩
前
面
加
工

質

査調塔木草

い
る。月門口

道
路
ぞ
い
の
八
幡
寺
境
内
に
隣
接
す
る
四
柳
清
徹
氏
住
宅
前
に
建
立
さ
れ
て

碑
面
に
は
中
央
の「
草
木
供
養
塔」
右
側
に
「
明
治二
巳
年」
左
側
に「
三

」
と
あ
り、
か
な
り
摩
滅
し
て
い
る。



⑮ 

草

木

塔

所
在
地

東
置
賜
郡
川
西
町
玉
庭
字
御
伊
勢
町

〈
瑞
光
寺
境
内)

建
立
年
代

明
治
元
年
〈
一
八
六
八)
十
一
月

1 9 8 4 年 3 月

大

さ
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き
さ

高幅

0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ
一
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

第 5 号山形県立博物館研究報告4'5 

瑞
光
寺
境
内
庭
園
の
一
隅
に
あ
る。

と
二「仔
に、

碑
面
に
は「
草
木
塔」
の
み、
裏
面
に「
明
治
元
戊
辰
年

ま
た
そ
の
下
に「
宥
寛、
宥
恵」
が
二
行
に
書
か
れ
て
い
る。

十
一
月
建
立」
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犬
川
部
落
南
端
人
家
の
裏
手
に
あ
る
が、
こ
の
あ
た
り
旧
道
に
沿っ
て
い
た

⑩ 

草

塔

木

と
考
え
ら
れ
る。
近
く
に
砂
防ダ
ム
工
事
場
へ
の
道
路
が
で
き
て
隔
離
さ
れ
一

層
荒
廃
し
て
い
る。

所
在

建
立
年
代 地

東
置
賜
郡
川
西
町
玉
庭
字
犬
川

碑
面
は「
草
木
塔」

、
右
側
面
に「
慶
臆
元
年
十
月」
、

左
側
面
に「
施
主

慶
応
元
年
ハ一
八
六
五)
十
月

門口:・」
が
幸
う
じ
て
読
み
と
れ
る。

大

さ
四
六セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き
さ

高幅

二
四セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

一一
一セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

8::. 1=1 

材

凝
灰
岩

、
加
工

質

報査調木草



⑫ 

草
木
供
養
塔

所

在

地

東
置
賜
郡
川
西
町
大
舟
字
長
沢

建

立

年

代

元
治
元
年
(
一
八
六
四
)
八
月
吉
日

大

六

五

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

き

高

さ

さ

1 984年 3月

幅

ニ
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

さ

一
一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

凝
灰
岩
で
墓
石
形
に
加
工
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長
沢
部
落
の
南
端
、
道
路
の

北
側
に
沿
い
道
路
改
修
工
事
の
た

め
か
や
や
後
に
傾
む
い
て
い
る
。

碑
面
に
は
「
草
木
供
娘
塔
」

右
側
面
に
「
元
治
元
子
歳
八
月

吉
日
」
と
あ
る
。
凝
灰
岩

の
切

石
の
二
段
の
台
座
が
あ
り
、

の
上
段
前
面
に
「
施
主
柳
沢
孫

七
L 

「
上
組
中
」
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

な
お
、

左
方
に
は
地
蔵
様
の

小
嗣
が
あ
り
、
右
方
に
は
銭
神

と
云
う
石
の
小
柄
が
あ
り
常
に

供
物
が
供
え
ら
れ
旧
暦
三
月
十

五
日
に
は
お
祭
り
が
行
わ
れ
る

と
い
う。

そ

右側の布で被われているのが銭神

ィふハ
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諏
訪
神
社
鳥
居
を
入っ
て
す
ぐ
左
側
に
山
神
塔、
庚
申
塔、
象
頭
山
な
ど
の

⑩ 

草
木
供
養
塔

石
碑
と
な
ら
び
そ
の
左
端
に
建
つ。

碑
面
に「
草
木
供
養
塔」
左
側
面
に「
嘉永
三
成
年
三
月
十
七
日」
の
文
字

所

が
あ
り、
凝
灰
石
の
二
段
の
台
座
が
あ
る。

在
地

東
置
賜
郡
川
西
町
上
小
松

建
立
年
代

嘉永
三
年
(
一
八
五
O)一一一月
十
七
日

大

さ
七
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き
さ

高幅

三
一セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

一
一一セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

& p 

材

凝
灰
岩
で
墓
石
形
に
加
工

質

報査調塔木草



⑮ 

木

塔

草
所
在

東
置
賜
郡
川
西
町
玉
庭
字
温
井

地

建
立
年
代

嘉永
二
年
〈
一
八
四
九)
月
日
不
明

大

八
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

高

さ

さ

1 9 8 4 年 3 月

市高

一七セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

凝
灰
岩
質
の
硬い
自
然
石
で
三
個
に
砕
け
て

い
る。

第 5 号山形県立博物館研究報告41 

は「
安永
二
年」
と
記
録
し
て

い
る
が、
今
回
の
調
査
で
は「

嘉永
二
年」
が
正
し
い
こ
と
が

わ
か
っ
た。
左
側
の
月
日
は
佐

藤
忠
蔵
氏
は
八
月
九
日
と
読
ん

で
い
る
が
今
次
の
調
査
で
は
読

み
と
れ
な
かっ
た。

昭和58年 1 0 月 1 4 日 現状撮影 、 右側の も の は 「飯 豊 山 」

上
和
合
か
ら
行っ
て
部
落

の
入
り
口
左
側
に
あ
る「
飯

豊
山」
の
巨
大
な
石
碑
の
立

つ
台
石
の
上
に
割
れ
た
ま
ま

立
て
か
け
て
い
る
が、
も
と

は
そ
の
手
前
数
十
メ
ー
ト
ル

右
側
の
お
堂
の
前
に
あっ
た

も
の
で、
道
路
の
改
修
工
事

の
際
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る。

碑
面
に
は「
草
木
塔」
の

文
字
が
明
ら
か
で
あ
る
が、

右
側
の
年
号
は
佐
藤
忠
蔵
氏
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⑩ 
草

木

塔

所
在
地

東
置
賜
郡
川
西
町
玉
庭
字
矢
ノ
沢

建
立
年
代

弘
化
二
年
〈
一
八
四
五)
三
月
吉
田

大

さ
八
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き
さ

高幅

底
部
が
もっ
と
も
広
く
四
七セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル、
上
部
で
三
五
セ
ン

止ヒ
口

チ
メ
ー
ト
ル、
そ
の
下
の
せ
ま
い

報

と
こ
ろ
が
三
四セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

査

厚

上
部
で
一
九セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、

さ

調

下
部
二
一セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

塔

材

安
山
岩
の
自
然
石

質

木草

矢
ノ
沢
は
す
で
に
廃
村
で
あ
る
が、
馬
場
か
ら
の
車
道
と
塚
田
か
ら
入
る
道

(
廃
道
に
等
し
い)

碑
面
に
は、

の
交
わ
る
地
点
に
あ
る。

「
草
木
塔」
そ
の
右
側
に「
弘
化
二
年」
左
側
に「
三
月
吉
田」

と
明
瞭
で
あ
る。
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⑮ 

高
国
寺
の
門
前
で
参
道
の
右
側
の
厳
の
中
に
あ
る
。

も
と
こ
こ
に
薬
師
堂
が

あ
っ
た
が

、

道
路
改
修
に
よ
り

堂
ば
寺
院
本
堂
の
南
方
に
移
築
さ
れ
た
が

、

草

草

木

供

養

塔

木
供
養
塔 、

古
峯
神
社
の
石
柱
な
ど
は
も
と
の
位
置
に
残
さ
れ
て
い
る
。

所

在

東
置
賜
郡
川
西
町
玉
庭
字
朴
ノ
沢

地

碑
面
は
摩
滅
し
て
中
央
の
「
草
木
供
養
塔
」

右
側
の
「
天
保
七
申
年
」

が
辛

建

立

年

代

天
保
七
年
(
一

八
三
六
)

月
日
不
詳

う
じ
て
読
み
と
れ
る
が

、

左
側
下
方
に
「
日
」

の
字
が
見
え
る
が
そ
の
他
は
不

大

さ

七
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

明
。

高

き

さ

1 984年3月

幅

底
部
で
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

材

質

凝
灰
岩
で
多
少
加
工
し
て
い
る

第5号39 
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高
野
沢
部
落
東
端 、
道
路
北
側
の
一
軒
屋
背
後
の
丘
陵
に
あ
る
が、
古
く
は

こ
こ
が
通
路
で
あっ
た
ら
しい。
目
下
道
路
の
再
改
修
に
よ
り
碑
の
前
約
一
0

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
が
開
削
さ
れ
辛
う
じ
て
現
状
が
保
た
れ
て
い
る。

碑
面
に
は、
太
く「
草
木
塔」
の
文
字
が
刻
ま
れ、
そ
の
右
側
に「
文
政
十

二
丑
年」
左
側
に「
三
月
十
七
日」
と
あ
る。

昭
和
四
十
六
年
九
月
に
は
厳
の
中
に
倒
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
が、

の
後
間
も
な
く
起
し
て
基
部
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
た
が、
現
在
は
そ

ま
生
い
繁
る
厳
の
中
に
あ
る。

⑫ 

木

塔

草

在
地

建
立
年
代

大

東
置
賜
郡
川
西
町

文
政
十
二
年
(
一

高

そ

所

玉
庭
字
高
野
沢

八
二
九)
三
月
十
七
日

六
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

さ

さ
幅

四
二
セ
ノ
チ
メ
ー
ト

ル

の
ま

厚

二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

&. ロ

材

安
山
岩
の
自然
石

質

報査調塔木草
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⑫ 
草
木
供
養
塔

所
在
地

東
置
賜
郡
川
西
町
大
舟
(
新
蔵
峠
へ
の
旧
道)

建
立
年
代

文
化
十
三
年
(
一
八
二ハ)
八
月

大
き

さ
八
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

高幅

ニ占ハ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ
二
四セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

凝
灰
岩
加
工

大
舟
上
部
落
か
ら
新
蔵
峠
へ
の
旧

道
を
わ
ず
か
登っ
た
路
傍
の
一
角
に

他
の
多
く
の
石
塔
と
共
に
建
っ
て
い

る
が、
こ
れ
ら
は
前
面
の
平
野
を
通

っ
た
旧
道
ぞ
い
に
あっ
た
も
の
で
基

盤
整
備
の
際
に
こ
こ
に
移
さ
れ
た
も

の
で
あ
る。

二
段
の
台
石
の
上
に
建
て
ら
れ、

碑
面
に
は「
草
木
供
養
塔」
を
刻
み、

右
側
面
に「
文
化
十
三
丙
子
年
八
月

吉
祥
日」
と
あ
る。



36 

⑩ 
草
木
供
養
塔

所
在
地

東
置
賜
郡
川
西
町
玉
庭
字
柴
引

(
加
藤
隆一
氏
宅
地
内〉

建
立
年
代

寛
政
九
年
〈一
七
九
七)
閏
七
月
十
四
日

大
き

々C
六
七セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

さ

高幅

二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル、

fr. 口

底
部
四
三セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

報

厚

一
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

さ

査

材

安
山
岩
の
自
然
石

質

調塔木草

も
と
は
前
面
(
東
方)
の
水
田
地
帯
を
通
る
旧
道
の
一
里
壊
に
建
て
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
が、
基
盤
整
備
に
よっ
て
現
在
の
道
路
西
側
に
移
さ
れ
て
い

た。
そ
れ
が
道
路
の
拡
幅
な
ど
に
よっ
て
倒
壊
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の

瞳
や
地
蔵
様
の
塔
と
共
に
移
し
た

を、
昭
和
五
十
八
年
八
月
所
有
者
で
あ
る
加
藤
隆
一
氏
が
自
宅
南
側
に、
六
面

も
の
で
あ
る。

子 養
ら 塔 碑ぷ 者 里
も と は
の あ 中は る 央
全 が にく 、 「
読 円 。め 内 草
な の 木
い 種 供

右
側
に
は「
寛
政
九
丁
巳
天」
左

側
の「
閏
七
月
十
四
日」
は
明
瞭

で
あ
る。

昭和58年 1 0 月 、 左 端 が「草木供養塔」

昭和52年道路 ぞい に あ っ た 当 時の状態
左端が「草木供養塔」
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⑩ 

木

塔

草
所
在
地

米
沢
市
中
央
五
丁
目
(
猪
俣
市
弥
氏
玄
関
前)

建
立
年
代

昭
和
五
十
四
年
(
一
九
七
九)
七
月
十
九
日

大

さ
六=一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

き

高

さ

幅

一四セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

上
端
二
0セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

厚
大」
二
五セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

多
年
染
色
業
を
営
み 、
特
に
草
木
染
に
情
熱
を
か
た
む
け
て
お
ら
れ

る
農
園
工
房
社
長
猪
俣
市
弥
氏
が
「
草
木
の
霊
に
感
謝
し
そ
の
霊
を
慰

め
る
た
め」
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

碑
面
に
は、
中
央
に「
草
木
塔」
そ
の
右
側
に
「
昭
和
五
十
四
年
己

未
天」
左
側
に
「
七
月
十
九
日」
を
刻
む。

⑩ 

木

塔

草
所
在
地

米
沢
市
中
央
五
丁
目
(
西
蓮
寺
墓
地
内)

建
立
年
代

昭
和
五
十
五
年
〈
一
九
八
O)
十
一
月

大

さ
ムハムハ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き
さ

高幅

四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

材

質

安
山
岩、
表
面
加
工

西
蓮
寺
は、
国
道
の
大
改
修
に
よ
り
境
内
を
割
愛
し、
本
堂
と
墓
地

を
現
在
地
に
移
転
し
た。
そ
の
と
き
杉
の
古
木
を
多
数
伐
採
し
た
の
で

そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
建
立
し
た
と
い
う。

(吃字}

碑
面
に
は
「
ウ
ム
草
木
塔」
右
側
に「
昭
和
五
十
五
年
十
一
月」

左
側
に「
明
誉
西
杏」
と
刻
む。
蓮
弁
を
型
ど
る
立
派
な
台
座
の
上
に

立
つ。zv �. 

' 

全 � 
宅 弘事�守司』 叩酔，唱叫肝
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⑫ 
草
木
供
養
塔

量
敷
部
落
西
方
山
地
の
中
腹
に
あ
る
が、
も
と
こ
こ
に
態
野
堂
が
あっ
た
が、

態
野
堂
が
下
の
墓
地
に
移
さ
れ
て
か
ら
は、
顧
み
る
者
も
な
く
倒
伏
の
ま
ま
放

所

米
沢
市
大字
築
沢字
屋
敷
(
山
林
中)

置
さ
れ
て
い
た。
今
か
ら
七
O
年
ほ
ど
前
に
鈴
木
重
太
と
い
う
者
が
独
力
で
建

在
地

大

さ
六
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

立
し
た
と
伝
え
て
い
る。

碑
面
に「
草
木
供
養
塔」
と
あ
る
だ
け
で
他
に
文字
全
く
な
し。

き
さ

高幅

中
央
部
の
広
い
と
こ
ろ
五
Oセ
ン

チ
メ
ー
ト
ル、
底
部
三
一
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

8=. 1=1 

厚

一=一セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

報

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

査調塔木草
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⑬ 
草
木
供
養
塔

在
建
立
年
代

米
沢
市
大
字
綱
木
(
山
の
神
神
社
境
内〉

所

地

明
治
十
二
年
(
一
八
七
九)
八
月
十
五
日

大

二
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

高

さ

さ
幅

上
部
六
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、

下
部
四
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

告

厚

一
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

キ片」

報

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

査調塔木草

山
の
神
神
社
鳥
居
の
前
の
右
側
に、
巳
待
供
養
塔
の
背
後
に
重
な
る
よ
う
に

斜
に
建
っ
て
い
る。

碑
面
に
は、
中
央
に「
草
木
供
養
塔」
右
側
に「
明
治
十
二
年
八
月
十
五
日」

左
側
に「
村
中
為
安
全
建
立
施
主
人
中
川
新
八、
梅
津
豊
吉」
を
刻
む。



1 9 8 4 年 3 月第 5 号山 形県立博物館研究報告

上
中
原バ
ス
停
留
所
か
ら
西
方
へ
約
一
0
0
メ
ー
ト
ル、
国
道
士
二
号
線

⑭ 

塔

草

木

に
沿
い
約
二
0メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
側
の
松
林
の
中
に
あ
る
が、
道
路
改
修
の
際

に
こ
こ
に
移
転
さ
れ
た
も
の
と
い
う。

所

碑
面
は、
中
央
に「
草
木
塔」
そ
の
右
側
に「
慶
臆
元
年
七
月
廿
日」
左
側

在
地

米
沢
市
大字
口
田
沢字
上
中
原

建
立
年
代

下
方
に
「
三
田
沢
講
中」
と、
い
ず
れ
も
行
書
体
に
く
ず
し
た
字
を
刻
む。

慶
応
元
年
(一
八
六
五)
七
月
二
十
日

大

一
五
八
セン
チ
メ
ー
ト
ル

毎
年
五
月
二
十
日
の
早
朝
近
在
の
人
々
が
集
まっ
て
清
掃
旗
立
を
行っ
た
後、

き

高

さ

さ
幅

六
七
セン
チ
メ
ー
ト
ル

地
元
の
田
沢
寺
の
住
職
に
よっ
て
供
養
を
行
い、
関
係
者
に
は「
草
木
塔
供
養

厚

四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

之
御
札」
を
配
る
な
ら
わ
し
が
あ
る。

さ

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

31 



右
側

幅
二
メ
ー
ト
ル
高
さ
四
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
台
座
の
上
に
建
ち、

草
木
塔
と
し
て
は
もっ
と
も
巨
大
な
も
の
で
あ
る。

碑
面
に
は「
草
木
塔」
の
大
文字
と
右
側
に
ご
村
中」
が
刻
ま
れ
て
お
り、

右
側
面
に「
嘉
永
七
寅
年
十
月
二
日」
を
刻
む。

30 

国
道

⑬ 

塔

草

木

ロ
メ
1

に
あ
る。

所
在

市
万
世
町
無

地

建
立
年
代

大

米
沢

簾

七
年
(
一
八
五
四)
十
月一
日

嘉
永

二
一
四

き

高

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

さ
幅

一
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

一一一一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

& 1=1 

材

岩
質
で
前
面
や
や
加
工

質

凝
灰

報査調塔木草

三
号
線
万
世
大
路
の
綱
木
か
ら、
天
王
川
に
沿っ
て
東
方
へ
約一

ト
ル、
旅
纏
部
落
を
出
は
ず
れ
た
と
こ
ろ、
山
の
神
神
社
参
道
の

キ



⑫ 

小
野
川
温
泉
対
岸
の
甲
子
大
黒
天
の
社
殿
の
背
後
の
山
腹
に
建
て
ら
れ
て
い

る
が、
近
年
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
流
の赤
芝
町
羽
黒
堂
か
ら
移
し
た
も
の

草
木
供
養
塔

と
い
う
。

碑
面
に
は「
草
木
供
殻
塔」
と
あ
り、
そ
の
右
側
面
に「
弘
化
二
巳

在
建
立
年
代

米
沢
市
小
野
川
町
塔
之
原

弘
化
二
年
(
一
八
四
五)

天」
と
あ
る
。

所

地

大

六一
一セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高

き
さ

さ
幅

二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

1 9 8 4 年 3 月

厚
さ
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

質

安
山
岩
の
自
然
石

材

第 5 号山形県立博物館研究報告加
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⑪ 
草
木
供
養
塔

在
建
立
年
代

所

地

米
沢
市
万
世
町
刈
安
ハ
山
の
神
境
内)

弘
化
二
年
(
一
八
四
五)
九
月
九
日

大

さ
八
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き
さ

高幅

六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
キC
二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

凝
灰
岩
質
の
自
然
石

刈
安
部
落
の
入
口
(
西
端)

、
国
道
一一一一号
線
に
沿
う
南
側
の
山
上
に
山
の

神
の
社
殿
が
あ
り、
鳥
居
を
く
ぐっ
て
百
数
十
段
の
せ
ま
い
石
段
を
登
る
の
で

あ
る
が、
そ
の
鳥
居
の
そ
ば
に
建
て
て
あ
る。碑

面
中
央
に
(党字)

「
バ
ク
草
木
供
養

塔」
と
あ
る
が
基
部
埋
没
し
て
塔
の

字
が
ほ
と
ん
ど
か
く
れ
て
い
る。
右

側
に「
弘
化
乙
巳
年」
左
側
に「
九

月
九
日」
と
あ
り
摩
滅
の
た
め
判
読

が
困
難
で
あ
る。
な
お
小
山
田
信

氏
に
よ
れ
ば、
基
部
の
埋
没
部
に「

東
原
寺」
の
文
字
が
あ
る
と
い
う。



国
道
ご
二
号
線
を
潜
清
水
か
ら
三
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
へ
進
み、
道
路

⑩ 

草

塔

木

北
側
に
沿っ
て
通
称
下
の
町
墓
地
が
あ
る。
そ
の
一
隅
道
路
に
面
し
て
建
つ。

碑
面
は
「
草
木
塔」
の
力
強
い
刻
字
だ
け
で
あ
る
が、
右
側
面
に
は
「
文
政

所
在
地

米
沢
市
大
字
口
田
沢
字
塔
婆
沢

九
丙
戊
歳」

、
左
側
面
に
「
八
月
十
五
日
町
方
施
主」
と
あ
る。

建
立
年
代

文
政
九
年
(
一
八
二
六)
八
月
十
五
日

大
き
さ

高
さ
八
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

1 9 8 4 年 3 月

�ïii 

広
い
と
こ
ろ
四
七
セ
ン
チ
メ
1
ト

ル、
底
部
三
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ
一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

第 5 号山形県立博物館研究報 告27 
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⑨ 
草
木
供
養
塔

在
地

建
立
年
代

大 所

米
沢
市
大
字
口
田
沢
字

文
政
六
年
(一
八一
一一

吉岡

神
原

一'-../ 
八
月
八
日

き

八
O
セ
ン

さ

ノレ

チ
メ

さ
幅

ろ
で

広
い
と
こ

五
。
セ
ン
チ
メ
l

止と

ト
ル、
一一

と
こ
ろ
が

チ
メ
ー
ト
ル

分
の
二
上
の
く
び
れ
た

七
セソ

o 報

四
0
セ
ン
チ
メ

安
山
岩
の
自
然
石、
凝
灰

や
や
後
へ
傾
い
て
建
つ

山石
の
台
石
の
上
に

厚
さ

ノレ

査

材

質

調塔木草

神
原
部
落
の
西
の
は
ず
れ
に
あ
る
勝
軍
地
蔵
尊
の
境
内、
社
殿
の
向つ

側
に
あ
る。

て
右

碑
面
に
は、
中
央
に「
草
木
供
養
塔」 、
そ
の
右
側
に「
文
政
六
天」 、

神
原」
と
刻
む
。

左

側
に「
八
月
八
日



⑧ 

草
木
供
養
塔

所

地

米
沢
市
大
字
築
沢
字
大
代
原

在

建

立

年

代

文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
二
月

大

一
O
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き

高

さ

さ

1 984年 3月

幅

中
央
の
広
い
と
こ
ろ
七

0
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
底
部
五
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

さ

五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

第 5号山形県立博物館研究報告25 

米
沢
市
立
三
沢
東
部
小
学
校
の
校
庭
の
一
隅
に
道
路
に
面
し
て
建
立
。

碑
面
は
、
中
央
に
「
草
木
供
養
塔
」
そ
の
右
側
に
「
文
政
六
年
二
月
」
左
側
に

「
三
築
沢
村
」

右
側
面
に

寛
政
六
甲
寅
歳
鈴
木
権
右

エ
門
情
野
忠
右
エ
門
与
兵

衛
為
後
年
不
時
之
資
請
官

府
以
鹿
之
沢
助
之
沢
屋
敷

沢
越
戸
沢
為
留
山
委
後
来

左
側
面
に

之
邑
長
継
三
子
之
志
示
厚

也
故
樹
木
繁
茂
而
資
不

可
挙
而
数
也
於
是
因
供
娘

裏
面
に

草
木
記
三
子
之
功
以
示
後
世
云

清
野
信
右
エ
門

人話世

加鈴鈴佐
藤木木々
喜新佐木
右兵右次
エ衛ェ兵
門 門衛

鈴
木
甚
五
右
エ
門

加
藤
孫
右
エ
門

遠
藤
六
郎
兵
衛

遠
藤
七
郎
兵
衛

遠
藤
源
兵
衛

土
屋
門
三
郎

同

左側面の刻字

金
蔵

以
上
の
よ
う
に
建
立

の
由
来
を
刻
ん
で
い
る
の
は
こ
の
碑
だ
け
で
あ
る
。
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⑦ 

草

木

塔

川
西
町
へ
通
ず
る
県
道
(
口
田
沢
川
西
線
の
南
側
崖
下
の
子
安
地
蔵
尊

を-柑
る
地
蔵
堂
の
右
側
斜
面
に
あ
る。
大
正
一
O
年
に
道
路
が
改
修
さ
れ

る
前
は
旧
道
が
こ
こ
を
通っ
て
い
た
と
い
う。

所
在

米
沢
市
大
字
口
田
沢
字
中
原

地

建
立
年
代

文
政
六
年
(
一
八
二
三)
八
月

大

さ
八
四
セン
チ
メ
ー
ト
ル

未
年八
月」
が
明
ら
か
で
あ
る。
こ
の
碑建
立
以
前
の
も
の
は
すべ
て「

斜
に
傾
む
い
て
い
る
が、
碑
面
に
は
「
草
木
塔」
右
側
面
に「
文
政六

き
さ

高幅

四
五
セン
チ
メ
ー
ト
ル

草
木
供
養
塔」
で
あ
る
か
ら
「
草
木
塔」
と
刻
む
最
古
の
も
の
と
い
え
る。

厚
さ
二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

丘=口

材

安
山
岩
の
自
然
石

質

報査調塔木草



第 5 号

⑥ 
草
木
供
養
塔

所

米
沢
市
大
字
入
田
沢
字
大
荒
沢

在
地

建
立
年
代

文
政
元
年
(
一
八
一
八)
八
月

大

九
0
セン
チ
メ
ー
ト
ル

き
さ

高
さ

1 9 8 4 年 3 月

幅

一七
セン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ
三
O
l

一
七
セン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

山形県立博物館研究報告23 

国
道
三
二
号
線
か
ら
大
荒
山
不
動
尊
へ
の
旧
道
を
水
路
に
沿
う
て

約
一
0
0
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
入っ
た
路
傍
の
杉
の
根
方
に
あ
り
基
部
埋
も

れ
て
塔
の
字
よ
う
や
く
見
え
る。

碑
面
に
は、
中
央
に「
草
木
供
養
塔」 、
そ
の
右
側
に
文
政
元
年
八

月」
左
側
下
方
に
「
村
中」
の
文
字
が
あ
る。
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糸
畔
部
落
の
北
端
、
道
路
西
側
に
沿

っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
反
対

⑤ 

草
木
供
養
塔

側
の
東
側
に
西
面
し
て
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

{陀
'f
}

碑
面
に
は
、
中
央
に
「
ウ
ム

草
木
供
殻
塔
」
右
側
に
「
文
化
十
三
年
」
左
側

所

在

に
「
四
月
七
日
」
を
刻
む
。

米
沢
市
大
字
築
沢
-字
糸
畔

地

建

立

年

代

文
化
十
三
年
(
一
八
二
ハ
)
四
月
七
日

建
立
年
号
の
刻
字
は
一
部
摩
滅
し
て
読
み
取
り
に
く
い
為
に
、
戸
川
安
章
氏
の

大

一
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

四
月
廿
日
」

き

高

「
草
木
塔
管
見
」

さ

(
羽
陽
文
化
一

O
八
号
)

に
は
「
文
化
十
笑
酉
年
、

さ

幅

広
い
と
こ
ろ
で
七
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

と
あ
り
、
小
山
田
信
一
氏
の
豆
本
「
草
木
塔
」
に
は
「
文
化
六
年
四
月
」
と
あ
る

厚

二
七

l
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

が
、
今
次
の
調
査
で
拓
本
を
と
り
精
査
し
た
結
果
、
以
前
佐
藤
忠
蔵
氏
が
記
録
し

四
月
七
日
」
が
正
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ

止と
ロ

材

た
「
文
化
十
三
年、

質

花
樹
岩
の
自
然
石

報査調塔木草



④ 
草
木
供
養
塔

所
在
地

米
沢
市
大
字
入
田
沢
字
戸
長
里

建
立
年
代

文
化
四
年
(
一
八
O
七)
八
月
八
日

大
き
さ

高
さ
七
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

1 9 8 4 年 3 月

幅

六
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚
さ
二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

材

質

安
山
岩
の
自
然
石
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旧
道
の
西
側
に
沿
う
小
高
い
と

旧道ぞい の石碑群、 右端が「草木供養塔」

こ
ろ
の
石
塔
群
の
中
に
あ
る。
基

部
が
埋
も
れ
て
斜
に
傾
む
い
て
い

る。碑
面
中
央
に
は
大
き
な
種
子
と

「
草
木
供
養
塔」
が
刻
ん
で
あ
る

が、
種
子
は
明
ら
か
に
「
ウ
ム」

で
あ
る。
右
側
に
は「
文
化
四
丁

卯
富
村」
左
側
に「
八
月
八
日
講

中」
を
刻
む。
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公
民
館
と
同
居
す
る
お
薬
師
様
社
殿
の
そ
ば
に
あ
る。

(党'F)

右
に
傾
む
い
て
い
る
が
碑
面
に
は
中
央
に
「パ
ク

寛
政
十
二
申
天」
左
側
に
「
八
月
十
五
日

③ 
草
木
供
養
塔

草
木
供
殻
塔」
右
側
に

導
師
瑞
林
寺」
と
あ
る。

ー「

所

田
沢
字
上
屋
敷
(
薬
師
様
境
内)

在

米
沢
市
大
字
臼

地

建
立
年
代

大

寛
政
十
二
年
(一
八
O
O)
八
月
十
五
日

七
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

き
さ

高
さ

幅

二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

告

材

岩
の
自
然
石

質

安
山

報査調塔木草
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国道
=
二
号線の
西
側
に
沿
い
約
二
メ
ー
トル
の
高
処
に
建つ。
す
ぐ
背
後

に
住
宅
が
建っ
て
甚
だ
景
観
を
損
ね
て
い
る。

碑面には、
中央に「
花
草
木
供
養
塔」

、
そ
の
右
に
「
一
悌
成
道
観
見
法

界」
さ
ら
に
そ
の
右
側
に
「
寛
政
九
丁

② 

草
木
供
養
塔

所

米
沢
市
大
字
入
田
沢
字
白
夫
平

在
地

建
立
年
代

寛
政
九
年
(一
七
九
七)
八
月
十
三
日

大

一一一
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

巳
年」

、
左
側
に
は「
草
木
国
土
悉
皆

1 9 8 4 年 3 月

幅

九
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

十
三
日

成
悌」
さ
ら
に
そ
の
左
側
に
は「
八
月

中
通」
を
刻
ん
で
い
る。

経
文
と
併
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
こ
の

き

高

さ

さ
厚
さ

二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

碑
だ
け
で
あ
り、
草
木
塔
の
信
仰
的
背

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

あ
る。

景
を
た
ど
る
上
か
ら
も
貴
重
な
も
の
で

1 9  

な
お、
こ
の
碑
の
左
隣
に

寛
政
九
丁
巳
天、
八
月
十
三

日
の「
飯
豊
山
供
殻
塔」
が

建
っ
て
い
る。

に永 一 了、�品.#�司nJ2
右側 に 同 年 同 月 建立の飯豊 山 供養塔が あ る 。
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① 
草
木
供
養
塔

様
の
粗
末
な
お
堂
の
そ
ば
の
厳
の
中
に
前
の
め
り
に
半
ば
埋
まっ
て
お
り、
碑

塩地

平部落入口の国
道
三
二
号
線
に
沿
う
東
側
の
墓
地
内
に
あ
る。
不
動

所
在

米
沢
市
大
字
入
田
沢
字
塩
地
平

面
に
は
中
央
に「
草
木
供
殻
塔」
右
側
に「
安永
九
子
天」
左
側
に
「
七
月
十

建
立
年
代

安永
九
年
(
一
七
八
O)
七
月
十
九
日

九
日」
の
文
字
が、
辛
う
じ
て
判
読
さ
れ
る。

現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
草
木
塔
と
し
て
は
履
古
の
も
の
で
あ
る。

地

大

一一
一0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高

き
さ

さ
幅

四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

厚

一
一二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

さ

告

材

質

安
山
岩
の
自
然
石

報査調塔木草
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草

木

供

養

塔

地
図
は
地
理
院
発
行
五
万
分
の
一
を
使
用
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考
え
る
よ
う
に
な
り
、

そ
こ
か
ら
伸
び
ゆ
く
生
命
を
人
間
の
役
に
た
て
る
た
め
に

伐
採
さ
れ
た
草
木
の
霊
を
慰
め
よ
う
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
考
察
さ
れ
、
草
木
塔
の
発
生
は
こ
の
よ
う
な
信
仰
を
鼓
吹
し
た
宗
教
者
乃
至
宗

派
の
信
仰
的
背
景
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

佐
藤
忠
蔵
氏
は
、
安
永
元
年
二
月
、
江
戸
の
大
火
で
上
杉
家
の
上
屋
敷
が
類
焼

し
た
の
で
、
竹
俣
家
老
が
直
ち
に
帰
藩
し
て
数
百
人
を
動
員
し
、
田
沢
村
に
小
屋

が
け
宿
泊
し
て
御
林
を
伐
採
し
て
江
戸
へ
送
り
、

い
ち
早
く
上
屋
敷
を
再
建
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
と
き
伐
採
さ
れ
た
樹
木
に
感
謝
し
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め

tと
仁3

に
安
永
二
年
に
は
じ
め
て
草
木
供
養
塔
を
建
て
た
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
安
永
二

報

年
建
立
と
な
さ
れ
た
温
井
の
も
の
⑮
は
嘉
永
二
年
と
改
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
し

査

最
古
の
塩
地
平
の
も
の
①
は
安
永
九
年
で
あ
っ
て
、
御
林
伐
採
と
は
必
ず
し
も
結

調

び
つ
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

塔

他
に
口
碑
の
語
る
も
の
に
、
白
鷹
町
十
王
の
明
治
二
十
四
年
連
立
の

「
草
木
供
養

木

塔」

@
が
あ
る
。
も
と
-こ
の
あ
た
り
一
帯
が
上
杉
藩
の
領
愉J

で
あ
っ
た
が
、
明
治
に

な
っ
て
人
手
に
渡
り
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
の
美
林
が
伐
採
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
伐
採

草

の
業
に
あ
た

っ
た
五
十
峯
惣
吉
氏
は
、
こ
の
美
林
に
斧
を
入
れ
る
こ
と
を
た
め
ら

っ
た
と
い

う
が
、
伐
採
後
そ
の
霊
を
慰
め
る
こ
め
に
こ
の
碑
を
建
て
た
と
伝
え
て

い
る
。
な
お
口
碑
は
草
木
供
養
塔
類
似
の
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
た
も
の
に
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
南
陽
市
池
黒

の
「
大
木
大
明
神
」

固
は
、
五
十
ア
ー
ル
に
わ
た

っ
て
枝
を
張
る
大
ケ
ヤ
キ
が
風
倒
し
た
あ
と
に
建
て
た
も
の
と
い
う
し
、
山
形
市

津
金
沢
の
「
大
杉
大
明
神
」
回
は
、
今
に
残
る
大
ス
ギ
ハ
雌
ス
ギ
)
と
対
を
な
し

て
い
た
雄
ス
ギ
を
伐
採
し
た
と
こ
ろ
疫
病
流
行
の
た
た
り
に
遭
い
、

そ
の
霊
を
慰

め
た
も
の
と
伝
え
、
南
陽
市
寺
原
峠
の
「
大
杉
大
明
神
」
回
国
は
、
峠
の
一
本
ス

ギ
を
伐
り
倒
し
た
と
こ
ろ
赤
い
血
を
流
し
た
の
で
そ
の
霊
を
と
む
ら

っ
た
も
の
と

いトフ。
ま
た
、

大
荒
沢
不
動
尊
境
内
の
明
治
三
十
二
年
建
立
の
「
植
立
杉
供
養
塔
」
図

い
か
に
も
植
林
し
た
ス
ギ
の
生
育
を
希
う
も
の
が
読
み
と
ら
れ
る
し
、

か
ら
は
、

上
山
市
阿
弥
陀
地
の
「
大
杉
碑
」
凪
に
は
、
明
治
三
十
五
年
の
暴
風
に
よ

っ
て
倒

れ
た
大
ス
ギ
を
と
む
ら

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
「
草
木
供
養
塔
」

「
草
木
塔
」
は
黙
し
て
語
ら
ず
、

ま
た
そ
の
所
在
地
が
全
国
的
に
み
て
も
極
め
て
限
ら
れ
た
地
域
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
に

つ
い
て
も
、
今
後
の
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
お
り
甚
だ
興
趣
を
そ
そ
る

課
題
で
も
あ
る
。

と
は
云
え
、
こ
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
戸
川
安
章
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お

り、

宗
教
的
な
背
景
の
も
と
に
特
定
の
宗
教
家
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
た
も
の
が
、

山
に
生
き
る
人
々
の
素
朴
な
信
仰
と
自
然
崇
拝
に
支
え
ら
れ
、
地
域
的
に
伝
播
し

ま
た
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

っ
て
、
今
日
的
な
課
題
で
あ
る
「
自
然
保
護
」

の
原
点
に
か
か
わ
る
貴
重
な
石
造
文
化
財
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
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神原、 戸長皇聞の路傍にある「草木国土悉皆成仏」碑(中央のもの)

五

建

碑
の

由
来
に
つ

い
て

建
立
の
由
来に
つ
い
て
碑
面
に
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は 、
米
沢
市
大
字
築
沢 、

市
立
三
沢
東
部
小
学
校
校
地
の一
角に
あ
る

「草木供養塔」
①唯一
基で
ある 。
塔

の
左
右
の
側
面
に
九
行
九
十一
字
を
刻
ん
で
お
り
「
寛
政
六
年
鈴

木権右ェ
門 、
清

野
中学相ェ
門
与兵衛の
三
名が
不
時
の
災
に
備
え
る
た
め
に 、
藩に
願い
出
て
鹿

之
沢
助
之
沢
屋
敷
沢
越
戸
沢
を
留
山
と
し
た 。
そ
の
後
代々
の
庄
屋
が
そ
の
志
を

継い
で
山
林の
育
成
に
つ
と
め
た
結
果 、
樹
木が
よ
く
繁
栄
し
そ
の
資
た
る
や
莫

大
な
も
の
に
なっ
た 。
そ
こ
で
草
木
を
供
養
する
と
共
に
三
人
の
功
を
記
し
て
後

世
に
伝
え
る」
と
い
う
も
の
で 、
す
で
に
村
内
諸
所
に
建
て
ら
れ
て
い
た
草
木
供

養
塔
を
碑
名
に
選
ん
だ
が 、
む
し
ろ
先
人
の
功
績
を
た
た
え
る
顕
彰
碑
と
し
て
の

色
彩
が
濃
い 。
ま
た
明
治
十
二
年
建
立
の
米
沢市
綱木の

「草木

供養塔」
⑮には
「

村
中
為
安
全
建
立」
と
あ
る
が 、
現
実
的
な
素
朴
な
願
い
を
托
し
て
い
る
と
は
云

え
草
木
塔
建
立
の
本
質
的
な
説
明
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い 。

米沢東部小学校東方の六面憧

こ
れらの
もの
に
比し
て
重
視
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は 、
米
沢
市
白
夫
平

(
陀
守)

の

「草木

供養塔」
②で
あろ
う 。

寛政九
年
と
第
二
番
目
に
古
く
「パ
ク
草
木
供
養

塔」
の
両
側
に
ご
悌
成
道
観
見
法
界」
「
草
木
国
土
悉
皆
成
悌」
を
刻
ん
で
い

る
も
の
で
あ
る 。
そ
の
為
に
米
沢
市
立
米
沢
東
部
小
学
校
東
方の
六
面
瞳
や 、
単

に
右
の
経
文
だ
け
を
刻
む
国
道
三
二
号
線
の
神
原
と
戸
長
里
聞
の
路
傍に
あ
る

石
塔
(
安
永
九
年)
と
の
関
連が
考
え
ら
れ
る 。
こ
の
点
に
関
し
て
は
戸
川
安
章

氏
の
解
説
(
羽
陽
文
化一
O
四
号)
に
く
わ
し
く 、
氏
は
草
木
国
土
悉
皆
成
併

と
い
う
こ
と
ば
か
ら 、
の
ち
に
は
草
木
供
養
と
い
う
こ
と
に
ウ
エ
イ
ト
を
か
け
て
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戸
川
安
章
氏
は
文
化
十
英
酉
年
(
羽
陽
文
化
一

O
四
号
)
と
記

し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
佐
藤
忠
蔵
氏
の
文
化
十
三
年
〈
一
八
一
六
)
が
正
し

草
木
塔
)
シ」
lν

、

い
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
米
沢
市
刈
安
の
「
草
木
塔
」

O
は、

小
山
田
信
一
氏
が
豆
本

「
草
木
塔
』
で
は
じ
め

て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
建
立
年
代
文
化
二
年
は
弘
化
二

年

(
一
八
四
五
)
が
正
し
い
こ
と
な
ど
今
次
の

調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
代
別
一

覧
表
を
見
れ

ば
、
昭
和
に
な

っ
て
か
ら
の
七
基
と
年
代
不
明
の

も
の
を
除
く
四
十
九
基
の
年
代
分
布
は
、
文
政
年
間
や
元
治
、
慶
応
に
や
や
集
中
し

a二
口

て
は
い
る
が
、

ほ
ぽ
均
等
で
あ

っ
て
、
明
治
時
代
の
十
四
基
、
大
正
時
代
の
二
基

報

に
い
た
る
百
三
十
年
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
聞
に
建
立
の
精
神
が
連
綿
と
し
て

査

受
け
つ
が
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

調事広
吋

四

碑
名
に
つ
い
て

木草

五
十
八
基
の
う
ち

「
草
木
供
養
塔
」
二
十
五
基
と
「
草
木
塔
」
の

三
十
基
で
大

部
分
を
占
め
て
い
る
が
、

「
財
木
供
養
塔
」

「
奉
供
養
草
木
塔
」

「
材
木
供
養
塔
」

各
一
基
が
あ
る
。

最
も
古
い
米
沢
市
塩
地
平
の
も
の
①
か
ら
文
政
の
は
じ
め
ま
で
の
古
い
も
の
は
、

す
べ
て
「
草
木
供
養
塔
」
で
あ

っ
て、

「
草
木
塔
」
は
文
政
六
年
の
米
沢
市
中
原

の
⑦
が
巌
初
で
あ
る
。
そ
の
後
は
両
者
交
々
で
は
あ
る
が
「
草
木
塔
」
の
方
が
多

く
な
る
。
な
お
地
域
的
に
両
者
の
分
布
を
見
た
場
合
、
飯
豊
町
(
旧
中
津
川
村
)

所
在
の
も
の
が
こ
と
ご
と
く

「
草
木
塔
」
で
あ
る
こ
と
は
一
考
に
値
す
る
よ
う
で

あ
る
。

白
鷹
町
橋
本
の
「
材
木
供
養
塔
」
@
と
「
財
木
供
養
塔
」
@
は
、
年
代
で
は
前

で
、
か
な
り
の

者
が
文
化
七
年
(
一
八
一

O
)
後
者
が
慶
応
二
年
〈
一
八
六
六
)

へ
だ
た
り
は
あ
る
が
、
所
在
の
位
置
は
わ
ず
か
二
百
メ
ー
ト
ル
と
近
接
し
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
は
藩
政
時
代
か
ら
実
測
川
の
上
流
か
ら
伐
り
出
さ
れ
る
材
木
の
集
散

地
で
あ
り
、
盛
ん
に
「
木
流
し
」
が
行
わ
れ
た
の
で
と
く
に
「
材
木
」
を
冠
し

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

」
れ
ま
で
草
木
塔
に

つ
い
て
解
説
を
な
さ
れ
た
方
々
の
多
く
は
、
米
沢
市
立
東

部
小
学
校
東
方
の
鉄
道
線
路
ぞ
い
に
あ
る
六
面
瞳
(
年
代
不
明
)

で、

一
側
面
に

「
草
木
国
土
悉
皆
成
悌
」
の
二
行
を
刻
む
も
の
と
、
国
道

(陀
'f
)

二

二

号
線
の
神
原
と
戸
長
里
の
ほ
ぼ
中
間
の
路
傍
に
あ
る
「
ウ
ム
一
例
成
道
観

「
大
乗
妙
典
一
万
部
」

見
法
界
草
木
国
土
悉
皆
成
悌
」

(
安
永
九
年
)

の
碑
を
「
草
木
塔
」
と
し
て
取
り

上
げ
、

さ
ら
に
天
童
市
乱
川
橋
の
た
も
と
の
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

(
嘉
永
六
年
)

の
碑
も
、

左
側
面
に
「
草
木
国
土
悉
皆
成
悌
」
を
刻
む
の
で

「
草
木
塔
」

と
す
る
向

き
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
草
木
塔
」
と
見
な
さ
ず
除
外
す
る
こ
と
に

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
も
の
も
米
沢
市
白
夫
平
の
「
草
木
供
養
塔
」
②
〈
寛

政
九
年
)
の
よ
う
に
、
唯
一
基
だ
け
で
は
あ
る
が
、

「
一
悌
成
道
観
見
法
界
」
と

「草
木
国
土
悉
皆
成
悌
」
を
「
草
木
供
養
塔
」
の
両
側
に
併
刻
し
た
も
の
が
あ
り
、

そ
の
関
連
に
お
い
て
草
木
塔
発
生
の
背
景
を
探
る
た
め
に
は
見
の
が
せ
な
い
貴
重

な
も
の
と
考
え
る
。
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一
九

O
九

一
九
一

O

一
九
二

O 四

大
正
八

飯
豊
町
小
屋
羽
黒

川
西
町
時
田

⑮
草
木
塔

@
草
木
供
養
塔

大
正
三

五
....L.. ノ、七八九

昭
和
一
五

昭
和
二
九

昭
和
四
七

昭
和
五

昭
和
五
四

昭
和
五
五

昭
和
五
六

大
江
町
柳
川

飯
豊
町
上
原

川
西
町
西
大
塚

飯
豊
町
下
屋
地

米
沢
市
中
央
五

米
沢
市
中
央
西
蓮
寺

飯
豊
町
森
林
組
合

一
九
四

O

13 

今
日
知
ら
れ
て
い
る
五
十
八
基
の
う
ち
巌
古
の
も
の
は
、
米
沢
市
塩
地
平
の
墓

一
九
五
四

一
九
七
二

一
九
七
六

一
九
七
九

一
九
八

O

一
九
八

地
に
あ
る
「
草
木
供
養
塔
」
①
で
、

「
安
永
九
子
天
」

@
草
木
供
養
塔

@
草
木
塔

@
草
木
供
養
塔

@
草
木
塔

⑬
草
木
塔

⑬
草
木
塔

⑮
草
木
塔

「
七
月
十
九
日
」
が
辛
う

じ
て
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
戸
川
安
章
氏
は
安
永
四
年
(
一
七
七
五
)

羽

陽
文
化
一

O
四
号
)
と
読
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
佐
藤
忠
蔵
氏
の
安
永
九
年
〈
一
七

八

O
)
(
置
賜
文
化
三
八
号
)
が
正
し

い
。
な
お
佐
藤
忠
蔵
氏
は
同
誌
上
で、

玉

庭
村
温
井
〈
現
川
西
町
)

の
も
の
を
安
永
二
年

(
一
七
七
三
)
と
し
て
お
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)

の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
豊
川
村

大
字
高
峰
字
毛
下
野
ハ
現
飯
豊
町
)
に
あ
る
と
し
た
安
永
六
年
十
月
十
日
「
草
木

供
養
塔
」
は
、
佐
藤
氏
の
写
真
に
照
し
て
よ
う
や
く
同
形
の
碑
石
を
探
し
当
て
た

が
、
こ
れ
に
は
全
く
刻
字
の
跡
が
見
ら
れ
ず
、

か
た
わ
ら
に
寄
り
そ
っ
て
建
つ
「

大
乗
妙
典
供
養
塔
」
に
は
、

「
安
永
六
年
十
月
十
日
」
が
明
ら
か
で
あ
る
点
な
ど

か
ら
、
こ
の
塔
の
所
在
は
疑
わ
し
い
も
の
と
し
て
こ
れ
を
取
り
あ
げ
な
か

っ
た。

さ
ら
に
佐
藤
氏
は
飯
豊
町
塩
ノ
畑
の
「
草
木
塔
」
を
享
蔽
五
年
八
月
(
一
五
三
二
)

と
報
じ
て
お
ら
れ
、
戸
川
安
章
氏
は
ま
た
延
享
四
年
(
一
七
四
七
)

(
羽
陽
文
化

一O
O号、

一O
四
号
)

と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
小
山
田
信
一
氏
の
豆
本

『
草
木
塔

』
の
「
安
政
五
戊
午
歳
」
が
正
し
い
。
し
た
が

っ
て
現
時
点
で
は
塩
地

平
の
安
永
九
年
〈
一
七
八

O
)
が
最
も
古
い
も
の
と
な
る
。

こ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
寛
政
九
年
(
一
七
九
七
)
の
米
沢
市
白
夫
平
の
も
の
②
と

川
西
町
柴
引
の

「草
木
供
養
塔
」

@
で
あ
っ
て
、
こ
の
間
十
数
年
の
空
白
が
あ
る
こ
と

か
ら
み
て
も
、
こ
の
時
代
の
も
の
や
巌
も
古
い
安
永
九
年
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る

も
の
が
、
未
発
見
の
ま
ま
埋
も
れ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
す
で
に
失
な
わ
れ
た
も

の
が
あ
る
と
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
高
畠
町
太
田
(
旧
和
田
村
)

大
日
堂
の
小
嗣
の
あ
る
丘
の
上
に
建

つ
も
の
は
、

い
か
に
も
年
代
の
古
さ
を
思
わ

せ
る
も
の
が
あ
り
、
辛
う
じ
て
「
奉
供
殻
草
木
塔
」
は
判
読
さ
れ
る
が
、
年
号
は

読
み
と
れ
ず
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

米
沢
市
糸
畔
の
「
草
木
供
養
塔
」
①
は
、
小
山
田
信
一
氏
は
文
化
六
年
ハ
豆
本



12 
8ニ
J:l 報査調塔木草

一

八
六
五

一

八
七
O

一

八
八
O

_._ 

ノ、七八九四五
_._ 

ノ、七八九四

慶
応
元

慶
応

慶
応
四

明
治

明
治
九

明
治
一

二

明
治

二
ハ

米
沢
市
上
中
原

川
西
町
犬
川

飯
豊
町
宇
津
沢

白
鷹
町
橋
本

川
西
町
御
伊
勢
町

川
西
町
時
田

川
西
町
飯
原

高
畠
町
太
田

。

太
田

米
沢
市
綱
木

飯
豊
町
川
内
戸

⑪
草
木
塔

⑮
草
木
塔

@
草
木
塔

@
草
木
供
養
塔

⑫
草
木
塔

@
草
木
供
養
塔

@
草
木
塔

@
草
木
塔

@
草
木
塔

⑮
草
木
供
養
塔

@
草
木
塔

一

八
八
五

一

八
九
O

一

九
O
O _._ 

ノ、七八九四五
ー.L..

ノ、七八九四五
_._ 

ノ、七八

明
治
一

八

明
治
一

九

明
治
二
二

明
治
二
四

明
治
二
五

明
治
二
八

明
治
三
四

明
治
三
九

飯
豊
町
小
原

飯
豊
町
広
河
原

飯
豊
町
宇
津
沢
滝
ノ
沢

白
鷹
町
十
王

川
西
町
龍
蔵
神
社

飯
豊
町
遅
谷

飯
豊
町
白
川

米
沢
市
初
神

@
草
木
塔

@
草
木
塔

@
草
木
塔

@
草
木
供
養
塔

@
草
木
供
養
塔

@
草
木
塔

@
草
木
塔

⑬
草
木
供
養
塔
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一
八
二一

一
八
三
O

一
八
四
O 四

天
保
一
O

文
政
六

文
政
七

五--L・ノ 、

文
政
九

七八九
文
政
一
二

文
政
二ニ

四五一ι，ノ 、

天
保
七

七八九

米
沢
市
中
原

。

大
代
原

ク

神
原

南
陽
市
荻

米
沢
市
塔
婆
沢

川
西
町
高
野
沢

飯
豊
町
小
屋

川
西
町
朴ノ
沢

飯
豊
町
広
河
原

⑦
草
木
塔

④
草
木
供
養
塔

@草
木
供
養
塔

@
草
木
供
養
塔

⑬草
木
塔

⑫
草
木
塔

⑧草
木
塔

⑫草
木
供
養
塔

⑧草
木
塔

一
八
四
三

一
八
五
O

一
八
六
O 四五

弘
化

ノ 、七八九
嘉
永

嘉
永
三

四
嘉
永
七

五ームー・ノ 、七八
安
政
五

九
安
政
六

文
久

四
元
治
元

米
沢
市
刈
安

。

野
) 1 1  

川
西
町
矢
之沢

川
西
町
温
井

川
西
町
上
小
松

米
沢
市
無
能

飯
豊
町
塩
ノ
畑

福
島
県
熱
塩

飯
豊
町
白
川
寺

川
西
町
大
舟
長
沢

⑪
草
木
供
養
塔

⑫
草
木
供
養
塔

@草
木
塔

@草
木
塔

@
草
木
供
養
塔

⑬
草
木
塔

@
草
木
塔

@草
木
塔

⑮
草
木
塔

@草
木
供
養
塔
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一、
建
立
年
代
に
つ
い
て

年
代
分
布

一
覧
表
(
不
明
の
も
の
⑫

・
@
を
除
く
)

昌二
に3

西
七 七

七 六五四三二 一 O九九八七六 五 四 ニ 一 一 八0 暦

政寛 安永 年

九 九
号

川西 米沢 米沢
所

町柴引 市夫白 塩市

地 在
平 平

地

@供養塔草木 @ 草供養塔本 ① 草養塔木供

碑

名

報査調塔木草

一
七
九
八

一
八

O
O

一
八
一

O

一
八
二

O 九四五ノ、七八九四五ノ、七八九

寛
政

一
二

文
化
四

文
化
七

文
化

文
政
元

米
沢
市
上
屋
敷

米
沢
市
戸
長
里

白
鷹
町
橋
本

川
西
町
大
舟

米
沢
市
糸
畔

米
沢
市
大
荒
沢

③
草
木
供
養
塔

④
草
木
供
養
塔

@
材
木
供
養
塔

④
草
木
供
養
塔

⑤
草
木
供
養
塔

@
草
木
供
養
塔



1 9 8 4 年 3 月

所在地別 ( 基 ) (昭和 の も の
を 除 く )

米 沢 市 1 9 1 7 
川 西 町 1 5 1 4 
飯 豊 町 1 4 1 2 
小 国 町 1 
白 鷹 町 3 3 
高 畠 町 3 3 
南 陽 市 1 1 
大 江 町 1 
福 島 県 1 

言十 5 8 5 0 

第 5 号山形県立博物館研究報告

県
内
の
所
在
地
図

9 

旧
市
町
村
別
の
所
在
地
図

旧市町村J]IK昭幸Iめものを除く;
三 沢 村 1 4 
中 津 川 村 1 2 
玉 庭 村 1 0 
和 田 村 3 
万 世 村 2 
中 郡 村 2 I 
鮎 員 村 2 
南 原 村
小 松 村
犬 川 村 1 
吉 野 村 1 
十 王 村 1 

5十 5 0 



8 

回

止と
ロ

00000000  

米沢 川西 j津中" 川西 豊飯 豊飯 沢米 米沢 〔そ

苑市湯招 町矢之沢 町距豊 町小松上 町峰高毛 町峰洗尾高 市大宇日 市東部 品の山

畳山日 (訪社境諏神内 下野 沢回 学校東 記担町

大 ( さz六 れ
瞳面 た

も

の
、¥.......1

言書ii 
和昭 政文 (不 政安 安永 ハ不 永安 ( 不

五六 L明J 六六、明J 九¥明J 

十年 (年 (年 年( 年( 

r、、 一 一一 一

Z一九七E-主C J一L 

八七 七

五九 七 八

、、./ '-七J 

。
一 一 一 一 一
三 七九八 五

一 一一 一
七九八 五

⑪ ⑪  ② 

調未 不明 不明 除外 不明 不明 外除 除外

査

報査調塔木

所
在
に
つ
い
て

一一、

な
お
置
賜
地
方
に
あ

っ
て
も
小
国
町
か
ら
は
全
く
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
表
に

草

示
す
一
基
は
昭
和
五
十
六
年
飯
豊
町
森
林
組
合
が
植
林
記
念
に
建
立
し
た
も
の
で

小
国
町
地
内
で
は
あ
る
が
、
飯
豊
町
と
の
境
界
に
あ
る
も
の
で
、

実
態
は
飯
豊
町

五
十
八
基
の
所
在
地
は
次
衰

の
と
お
り
で
、
福
島
県
の
一
基
を
除
け
ば
こ
と
ど

と
く
山
形
県
内
で
あ
る
。
さ
ら
に
西
村
山
郡
大
江
町
の
一
基
を
除
け
ば
置
賜
地
方

に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
福
島
県
の
一
基
も
、
飯
豊
町
と
県
境
を
は
さ
ん
で
隣

で
あ
る
。

試
み
に
昭
和
に
な

っ
て
か
ら
の
も
の
七
基
と
福
島
県
の
も
の
を
除
い
た
五
十
基

接
す
る
耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
に
あ
る
も
の
で
、
こ
の
発
生
は
飯
豊
町
と
の
交
流
に

旧
町
村
別
に
示
す
な
ら
ば
次
表
の
と
お
り
で
、

旧
玉
庭
村
、
三
沢
村
、

の
所
在
を
、

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
大
江
町
の
も
の
は
昭
和
十
五
年
の
建
立

中
津
川
村
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
草
木
塔
の
発
生
が
山

で
あ
る
か
ら
一
応
考
慮
の
外
に
お
く
と
す
れ
ば
、

「
草
木
塔
」

「
草
木
供
養
塔
」

村
に
住
む
者
の
生
活
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
多
く
の
も
の
が
旧
街
道
ぞ

の
所
在
は
、
現
時
点
で
は
山
形
県
の
置
賜
地
方
に
限
ら
れ
る
と
断
定
し
て
は
ば
か

い
の
目
に

つ
き
易
い
所
が
選
ば
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
多
分
に
地
方
的
流

ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

行
の
色
彩
が
濃
い
こ
と
も
否
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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大
字
白
川
字
大
谷
地

大
字
遅
谷
字
高
稲
場(
十
二
神
社
境
内〉一
草
木
塔

草

木

塔

fI 11 

大
字
小
屋
字
羽
黒(
羽
黒
神
社
境
内〉

大

字

上

犀

子

下

高瀬

禽

橋要

一

氏

宅

地

@

一

草

木

塔

草
木
塔

fI fI 

大
字
下
屋
地(
竹
村
喜
助
氏
宅
地
内)

西
置
賜
郡
小
国
町
大
字
大
石
沢
字
桧
椛

西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
深
山
字
橋
本

草
木
塔

草

木

塔

材

木

供

養

塔

fI 

大
字
深
山
字
橋
本

大

字

十

王

字

小

四

王

室

十

峯準

一
d

氏

宅

地

内

)
一

草

木

供

養

塔

財

木

供

養

塔

11 

南
陽
市
大
字
荻(
荻
小
学
校
校
地
内〉

東
置
賜
郡
高
畠
町
大
字
上
和
田
字
太
田(
大
日
堂〉

fI 

大
字
上
和
田
字
太
田(
釣
堀
の
そ
ば〉

11 

大
字
上
和
田
字
太
田

西
村
山
郡
大
江
町
大
字
柳
川

@⑪ 

福
島
県
耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
赤
崎

〔

草

木

塔

に

類

似

す

る

も

の

\._/ 

回国田

飽
海
郡
遊
佐
町
大
字
杉
沢
字
上
田
本

南
陽
市
池
黒

山
形
市
大
宇
津
金
沢
字
熊
野
堂
(
熊
野
神
社
境
内)

長
井
市
五
十
川
宇
野
際
(
お
薬
師
様
境
内〉

南
陽
市
竹
原
寺
坂
醇

回巴回回囚

fI 

上
山
市
狸
森

米
沢
市
大
字
入
田
沢
字
大
荒
沢
(
不
動
尊
境
内〉

草

木

供

養

塔

奉

供

養

草

木

塔

草

木

塔

草

木

塔

草

木

供

養

塔

草

木

塔

法
華
経
供
養

千
本
松
植
也

大
木
大
明
神

大
杉
大
明
神

経
之
木
供
養

明
覚
院
法
師

大
杉
大
明
神

先
祖
代
々
供
養

大
杉
大
明
神

松

木

塔

植

立

杉

供

養

塔

明
治
二
十
八
年(一
八
九
五〉

明
治
二
十
四
年
(一
九
O一
〉

大

正

三

年

〈

一

九

一

四

)

昭

和

二

十九

年

(

一

九

五

回

〉

昭
和
五
十一
年
(一
九
七
六〉

昭
和
五
十
六
年
(一
九
八一
)

文
化
七
年(一
八一
O〉

慶
応
二
年〈一
八
六
六)

明
治二
十
四
年
(一
八
九一
〉

文

政

七

年

〈

一

八

二

四

〉

(
不
明)

明
治
九
年(一
八
七
六〉

明
治
九
年(一
八
七
六)

昭
和
十
五
年
〈一
九
四
O〉

安

政

六

年

(

一

八

五

九

〉

永
享
五
年
〈一
四
三ニ〉

文
化
十
二
年
〈一
八一
五〉

文

化

十

三

年

(

一

八

二

ハ

〉

文
政
八
年
(一
八
二
五〉

嘉
永
七
年
(一
八
五
四〉

(
不
明〉

万
延
元
年
三
八
六
O〉

明
治
三
十
二
年
(一
八
九
九〉

二
七

二
O

二
七

一一一
一。四

一
五

⑬⑫@@@ 

ハ
角
峠
に
あ
っ
た
も
の

林
道
改
修
に
よ
り
こ
こ
に
移
建

⑬@ @ ⑬ 
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東
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郡
川
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町
玉
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玉
庭
字
高
野
沢

11 

玉
庭
字
朴ノ
沢
(
高
国
寺
境
内)

11 

玉
庭
字
矢ノ
沢

玉
庭
字温
井

11 11 

上
小
松
(
諏
訪
神
社
境
内〉

大
舟
字
長
沢

11 H 

玉
庭
字
犬
川

11 

玉
庭
字
御
伊
勢
町
(
瑞
光
寺
境
内)

11 

時
田
(
四
柳
清
徹
氏
宅
地
内)

11 

上
奥
田
字
飯
坂

11 

下
小
松
(
龍
蔵
神
社
境
内〉

11 

時
田

11 

西
大
塚
(
高
橋
通
三
郎
氏
宅
地
内)

西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
小
屋
字
小
手
屋

11 11 

大
字
広
河
原
字
原
崎

11 

大
字
塩
ノ
畑

11 

大
字
白
川
字
屋
敷
裏(
白
川
寺
境
内)

11 

大
字
宇
津
沢
字
馬
神
沢

11 

大
内
川
内
戸
字
中
原

11 

大
字
小
坂

大{圭仏
河原
字大冗(山の
神神
社
境
。

11 

大
字
宇
津
沢
喜
波
山

草
木
供
養
塔

草
木
供
養
塔

草
木
塔

草
木
供
養
塔

草
木
塔

草
木
塔

草
木
供
養
塔

草
木
供
養
塔

草
木
塔

草
木
塔

草
木
供
養
塔

草
木
塔

草
木
供
養
塔

草
木
供
養
塔

草
木
供
養
塔

草
木
塔

草
木
塔

草
木
塔

草
木
塔

草
木
塔

草
木
塔

草
木
塔

草
木
塔

草
木
塔

寛
政
九
年(一
七
九
七〉

文
化
十
三
年(一
八
二ハ〉

文
政
十
二
年(一
八二
九)

天
保
七
年(一
八三
六)

弘
化二
年(一
八
四五)

嘉
永
二
年(一
八
四九〉

嘉
永
三
年(一
八
五
O〉

元
治
元
年(一
八六
四〉

慶
応
元
年(一
八六
五)

慶
応
四
年(一
八六
八)

明
治二
年(一
八六
九〉

明
治
九
年(一
八七六)

明
治二
十五
年(一
八
九二〉

大
正
八
年
三
九一
九)

昭和四
十七
年(一
九七二)

文
政
十
三
年(一
八三
O)

天
保
十
年(一
八二一
九〉

安
政
五
年(一
八
五
八〉

文
久
二
年(一
八六二)

慶
応
元
年(一
八六
五〉

明
治
十
六
年(一
八
八
三〉

明
治
十
八
年〈一
八八
五〉

明
治
十
九
年(一
八八六〉

明
治二
十二
年(一
八八
九〉

九八二
八

二
四

一一
一

一一
一一ムハ

二
九

二
五 四

一
六。

四
一
六九八

--L. 

ノ、

二
八

二
四

一一
六

二
九

二
五 。

⑦⑦@@@@@⑬⑪①④ 

水
田
地
帯
の
旧
道ぞい
に
あっ
た
もの

旧
道の一
里
塚
に
あっ
た
も
の

⑬⑪⑮ ③⑪⑬②@@@⑬ 

羽
越
水
害
で
流
失

羽
越
水
害
後
付
近
の
河
床
か
ら

拾
い

あ
げ
た
も
の
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別
年
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2 

し
た
の
で
あ
っ
た
。

翌
昭
和
四
十
六
年
、
県
立
博
物
館
に
職
を
転
じ
た
の
で
、
館
の
調
査
業
務
の
一

部
に
取
り
あ
げ
て
も
ら
い
、
学
芸
員
の
吉
野
智
雄
氏
、
嘱
託
の
布
施
隆
氏
と
共
に

調
査
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
十
八
年
に
一
応
の
資
料
を
整
え
た
の
で

あ
っ
た
。

時
、
た
ま
た
ま
高
度
成
長
に
伴
な
う
公
害
や
自
然
の
破
壊
が
大
き
な
社
会
問
題

と
し
て
叫
ば
れ
る
に
い
た
り
、

マ
ス
コ
ミ
は
草
木
塔
こ
そ
は
自
然
保
護
の
原
点
に

係
わ
る
も
の
と
し
て
取
り
あ
げ
た
た
め
に
、

に
わ
か
に
世
人
の
関
心
を
呼
び
、
新

昌二
口

た
な
情
報
の
提
供
も
あ

っ
て
さ
ら
に
数
基
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
川
西

報

町
西
大
塚
の
高
橋
通
三
郎
氏
が
邸
内
に
立
派
な
草
木
供
養
塔
を
建
立
し
て
大

い
に

査

話
題
を
に
ぎ
わ
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

調

一
方
、
民
俗
学
の
立
場
か
ら
は
、
戸
川
安
章
氏
の
「
民
俗
資
料
の
調
査
と
集
収
」

塔

(
羽
陽
文
化
一

O
O号
)
や
「
草
木
塔
管
見
」

(
羽
陽
文
化
一

O
四
号
〉
、
大
友

義
助
氏
の

「
草
木
塔
の
謎
」

(
公
論
や
ま
が
た
昭
和
五
十
一
年
一
月
)

「
草
木
供

木草

(
置
賜
民
俗
五

O
号
)

な
ど
の
発
表
が
あ
り
、
建
立
の
意
義
に

係
わ
る
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る

。

そ
し
て
昭
和
五
十
五
年
七
月
、
多
年
調
査
研

養
塔
に
つ

い
て
」

究
を

つ
守つ
け
て
お
ら
れ
た
米
沢
市
の
小
山
田
信
一
氏
は
、

よ
ね
ざ
わ
豆
本

「
草
木

塔

』
で
、
四
十
八
基
を
記
載
す
る
と
共
に
、
置
賜
地
方
に
お
け
る
発
生
の
背
景
な

ど
を
手
際
よ
く
ま
と
め
て
刊
行
さ
れ
た
。

県
立
博
物
館
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
業
績
に
照
ら
し
、

以
前
の
調
査
資
料
の
不
備

を
補
い
、
新
た
に
追
加
す
る
必
要
も
生
じ
た
の
で
、

昭
和
五
十
八
年
秩
、
学
芸
員

金
山
耕
三
と
研
究
員
高
橋
信
弥
が
参
加
し
て
十
数
回
に
わ
た
り
再
調
査
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
、
小
山
田
氏
の
豆
本

『
草
木
塔

』
の
四
十
八
基
に
さ
ら
に
十
四
基
を
加
え
、

一
方
米
沢
市
大
字
口
田
沢
(
通
称
大
明
神
)

(
豆
本
番
号
②
)

は
経
文
だ
け
で
あ

る
光
め
、
川
西
町
矢
ノ
沢
〈
同
⑬
〉
は
探
し
当
ら
ず
、
米
沢
大
荒
沢
不
動
草
場
内
の
(
同
@
)
は

類
似
の
項
に
う
つ
し
、
米
沢
市
招
湯
苑
(同
⑭
)
は
未
調
査
の
た
め
除
外
し
た
。
ま
た
建

立
年
の
誤
り
を
正
し
次
の
一
覧
表
の
と
お
り
に
整
理
し
た
。
そ
の
総
数
五
十
八
基

で
あ
る
が
、
別
に
「
草
木
塔
類
似
」
の
項
を
設
け
十
基
を
付
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
白
鷹
町
教
育
会
編
さ
ん
の

『
し
ら
た
か
の
歴
史
を
た
ず
ね
て
』

(
昭
和
五

十
六
年
刊
〉

の
一
一
五
頁
に
、

草
木
供
養
塔
と
し
て
写
真
を
そ
え
て
記
し
て
い
る

中
山
三
十
三
観
音
入
口
に

あ
る
巨
大
な
石
碑
は
、
碑
文

の
読
み
誤
り
で
あ

っ
て
草

木
塔
と
は
無
関
係
の
も
の
で
あ
る
。



草

木

塔

日周

査

幸良

の

去と
仁1

1 984年3月

一
、

草
木
塔
を
た
ず
ね
て

第5号

山
形
県
の
置
賜
地
方
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
「
草
木
供
養
塔
」

ま
た
は
「
草
木

塔」

な
る
石
造
物
が

、

極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
民
俗
資
料
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し 、
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そ
の
調
査
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
の
は、

米
沢
市
門
東
町
の
故
佐
藤
忠
蔵
氏
で
あ

っ

た
。

佐
藤
氏
は
昭
和
二
十
八
年
七
月
か
ら
老
躯
単
身
自
転
車
を
駆
っ

て
調
査
に

専
念
し 、

昭
和
四
十
一

年
『
置
賜
文
化
』
第
三
十
八
号
に
「
草
木
供
養
塔」

と
題

し
て
三
十
六
基
の
所
在
を

報
告
し
た

。

こ
の
佐
藤
氏
の
業
績
を
最
初
に
紹
介
し
た

の
は、

昭
和
二
十
九
年
七
月
発
行
『
羽
陽
文
化
』
二
十
三
号
の
「
緑
化
文
化
の
草

木
供
養
碑」

の
記
事
で
あ
っ

て
、

こ
こ
で
は
九
基
の
発
見
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の

の
中
に 、

(
昭
和
三
十
六
年)

「
県
内

後
川
崎
浩
良
氏
は
そ
の
著
『
浩
良
百
話
』

に
残
る
草
木
供
養
碑」

と
し
て
や
は
り

佐
藤
氏
の
調
査
に
よ
る
も
の
三
十
三
基
を

記
載
し
た

。

私
は、

昭
和
四
十
一

年
七
月
二
日 、

飯
豊
町
谷
地
平
の
植
物
調
査
の
帰
途 、

か
ら
ず
も
塩
ノ
畑
の
草
木
塔
を
見 、

さ
ら
に
白
川
を
渡
る
上
覧
橋
の
た
も
と
の
草

1 

や
ぶ
の
中
に
前
の
め
り
に
倒
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
強
く
打
た
れ
る
も
の
が
あ
り 、

d:吉

城

最

美(
山
形
県
立
博
物
館
嘱
託

そ
の
調
査
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
が

、

そ
の
方
途
も
な
い
ま
ま
に
時
を
過
し 、

佐
藤
忠
蔵
氏
を
米
沢
市
門
東
町
に
訪
ね
た
の
が
昭
和
四
十
五
年
九
月
の
こ
と
で
あ

っ
た

。

当
時
七
十
八
才
と
い
う
小
柄
な
ご
老
人
と
の
初
対
面
で
あ
っ
た
が

、

い
た

だ
い
た
名
刺
を
見
て
意
外
に
も
若
柳
流
の
舞
踊
の
お
師
匠
さ
ん
と
知
っ
て
驚
い
た

。

氏
は
草
木
塔
の
ほ
か
に
も
郷
土
史
関
係
の
い
ろ
い
ろ
な
業
績
を
ま
と
め
て
お
ら
れ

た
が

、

草
木
塔
に
つ
い
て
は、

前
記
『
置
賜
文
化
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の
原
典

と
も
い
う
べ
き
も
の
を
示
さ
れ 、

心
よ
く
閲
覧
を
ゆ
る
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

。

こ

れ
は
昭
和
四
十
四
年
ま
で
の
調
査
で
あ
る
た
め
に
『
置
賜
文
化
』
の
三
十
三
基
に

さ
ら
に
柴
引
の
草
木
供
養
塔
一

基
を
加
え
ら
れ

一

基
毎
に
写
真
を
貼
布
し
見
取

図
を
書
き
そ
え
た
も
の
で
あ
っ
た

。

こ
の
資
料
に
基
づ
き 、

早
速
佐
藤
氏
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
と
し 、

十

月
二
十
七
日
当
時
県
立
博
物
館
の
準
備
室
に
お
ら
れ
た
吉
野
智
雄
・

布
施
隆
両
氏

の
協
力
を
得 、

長
井
市
の
清
野
正
氏
の
運
転
す
る
車
で
川
西
町
と
飯
豊
町
の
調
査

に
入
っ
た
が

、

所
在
地
付
近
の
住
民
に
尋
ね
て
も
ほ
と
ん
ど
知
る
者
は
な
く 、

草

は

や
ぶ
の
中
に
倒
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
あ
っ
た
り 、

飯
豊
町
洗
尾
や
毛
下
野
の
よ

う
に
つ
い
に
所
在
を
つ
き
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ど 、

佐
藤
氏
の
労
苦

が
改
め
て
思
い
知‘
り
さ
れ
る
と
共
に

、

そ
の
再
確
認
の
急
務
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
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